
W　調査結果

　鹿児島県薩摩半島北部は海抜1700窩の韓国岳まで標高差が著しいだけではなく，海燦の砂丘・塩沼地一生から

山上の風衝草原，ブナ林まで，さらに人為的影響により変イヒさせられた様々な植生がみられた。それぞれ全ての植分

について，均質と考えられる忙忙で植生調査が行なわれた。植生調査資料は組成表組みかえ作i業により植物社会学的

植生単位にまとめられ，自然植生21群集，22群落，代償植生5群集，24群落，その他8つの植林がみとめられた。

植生調査と平行して縮尺1：％，000の地形図に現地で現存植生図が描かれた。蜜内での群落表作業によって，新し

ぐみとめられた植生単位と現地における植生調査に平行して作製された現有植生図の原図が対照され，新しい凡例で

空中写真も参考として現有植生の広が匂が確認され，最終的に清書された。

　A．植生単位

　　　薩摩半島北部は宮崎県と，海抜1094～1700窺の韓国岳で接し，熊本県とは矢筈岳（687飛）で隣接

　　し，太平洋に回している。海岸では砂丘植生が海水浴場に利用される砂丘地帯に，河口の塩沼地には塩沼植生が，

　　さらに沖積低地は水田に矛岬されzk田雑草が生育している。山地斜面では人為的影響の相違によ幻二次林，竹林，

　　植林が広がり自然植生はきわめて少ない。海抜1067剛の紫尾山，韓国岳（1700祝）に夏緑広葉樹林を代

　　表するブナ林が島状に残されている。韓国岳，高千穂峰では砂礫地の先駆植生イタドリ群落や，マイヅルソク

　　ーミヤマキリシマ群集など様々なタイプの樋生が分回している。薩摩半島南部とは異なり変化にとんだ植生単位

　　がみられた。また今鱈は長島，甑島が調査地域に加わっている。

　　1）自然植生

　　　　薩摩半島北部では自然植生は山地部に比較的誉とまって残されている。霧島由地，紫野由地などで残存自然

　　　植生が見られる。寝た大口布十曾の滝付近の宮ノ尾山，紫尾山由腹，その他まだ局地的に残されている森林

　　　はこの1～3年の間に丸裸にされそうないき旧いで伐採が進められている。沖積地や丘陵地，低山地は丁丁的

　　　にかえられ，耕作地，植林，住宅地などに利用されている。わずかに鹿児島県下のみでなく，九州地方にも数

　　　少なくなった塩沼植生の様々なタイプが嵐水市米之津絹，福ノ江，野磁村大崎などに残されている。

　　　　甑島では島という条件のため，自然環境のきびしい海岸や海岸断崖地，あるいは集落の周辺を除きいたると

　　　ころ伐採がくりかえされ9ハクサンボクーマテバシイ群落に齢きかわり自然植生はきわめて少ない。

　　　a，ヤブッパキクラス域

　　　　　薩摩半島北部ではやプッバキクラス域は海抜0～900彫付近懐でに分布している。　海岸ぞいのムサシ

　　　　ァブミータブ群集や，オユヤブソテツーハマビワ群集（風衝低木林），ミミズパイースダジイ群集，さらに

　　　　内陸部ではイチイガシ群落が海抜450～500窺付近でイスノキーウラジロガシ群集にかわる。海抜800

　　　　撹付近ではシキミーモミ群集に移行し，1000㎜内外でツガ，モミなどの針葉樹優占群落を形成する。草

　　　　原植生では湿生地のヨシ群落やセキショウ群落，三水植物群落，あるろは塩沼地植生，砂丘植生などきわめ

　　　　てバラエティに富み，面積的には少ないが薩摩半島北部は貴：重な自然植生の豊野といえる。

1．　ミミズバイースダジイ群集

　鹿児島県の海抜10～470飛付近の海岸ぞいあるいは乾燥した尾根部には，高木層にスダジイ，コジイが優占

する林分がみられる。薩摩半島北部では，その大部分が次項のイチイガシ群落にまとめられるが，大口布，牧園町

の海抜200ηρ小丘陵地にイチイガシ群落の区分種をもたない，ヤマモモ，センリョウ，イヌガシ，コバノカナワ

　ラビで標徴及び区分されるミミズバイースダジイ群集がみられた。薩摩半島南部ではきわめて広い面積でみられる
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が，北部では残存林分も少なく，イチイガシ群落に詮きかわっている。イチイガシ群落がミミズパイースダジィ群

集の下位単位としてみとめられるか否かについてはさらに，薩摩半島南部や大隅半島の資料と比較検討の上決定し

たレ㌔

薩摩半島南部ではミミズバイースダジイ群集内にムサシアブミ，バクチノキ，ノシラン，モクタチバナなどムサシ

アブミ一説ブ群集の構成種を有する林分が多かったが，薩摩半島北部ではきわめて粋なぐ，わずかにイチイガシ群

．落に時にムサシアブミ，バクチノキをみる程度である。これは薩摩半島南部は地形がゆるやかな丘陵や台地が多い

ことがムサシアブミータブ群集の構成種を誘思するのに対し，薩摩半島北部は山地が入り組んで内陸性の気候を呈

しているためイチイガシ群落が広ぐ発達するものと考えられる。

2．イチイガシ群落

　　薩摩半島伊集院以北より熊本県，宮崎県，大分県その他北九州まで，きわめて広い面積でスダジイ及びコジィ優

　占林分中にイチイガシを伴った林分がみられる。イチイガシ自体は海抜700～800卿まで谷沿いに上昇する

　が薩i摩半島北部では海抜　8～470糀までの低山地に，ツルコウジ，ヤマビワ，ルリミノキ，カンザブPウノキ，

　ミヤマノコギけシダ，コバンモチを区分種としてイチイガシ群落にまとめられた。

　　薩i摩半島南部では，さらにクチナシ，ミサオノキ，ヒメユズリハ，ボロボロノキで区分されるクチナシ亜群集と

特別な区分種をもたない典型亜群集に下位区分された。

　　クチナシ亜群集は薩摩半島北西部に広く分布している。クチナシ亜群集はさらに一ナガカシ。シリブカガシ，バ

　クサンボク，ナギ，イヌマキで区分されるハナガカシ変群集と，キダチエンドウ，シャガ，フモトシダで区分され

　るキダチニンドウ変群集に区分された。ハナガカシ変群集は紫尾山地の谷沿いに分布し，キダチニンドウ変群集は

薩摩半島北中央部に分布している。

　　イチガシイ群落の名前の由縁となっているイチイガシは時に優倶する耳蝉を形脱するが，一般にイチイガシ自体

はきわめて生育範囲が広ぐ，イスノキーウラジロガシ群集域にまでのぼる。したがって，回避の調査では種組成を

申心に区分され，今後ミミズパィースダジイ群集の下位単位となるか，群集単位としての独立性があるか，検討し

　てゆきたい。

3．イスノキーウラジ自ガシ群集

　　海抜500～800㎜の地域では，高木麟にスダジイやコジイ，ウラジロガシ，ホソバタブ，イスノキ，アカガ

　シなどが混生している植分がみられる。一般に大隅半島や薩摩半島南部では，イスノキ，ウラジ篇ガシ，アカガシ

　などが優暫しやすい。このような林分はミヤマシキミ，ホウライカズラ，ミヤマトベラ，トウゴクシダ．ユズリハ，

　ハイノキ，カラタチバナ，オガタマノキ，ハナイカダを標徴種及び区分種としてイスノキーウラジロガシ群集にま

　とめられた。

　　イスノキーウラジ買ガシ群集は海抜500～600窺までは人為的影響によリィチィガシ群洛の構成種や，ミミ

　ズバイースダジィ群集の構成種が⊥塾して生育することがある。また高海抜の山地下部では400彿付近までミヤ

マシキミ，アカガシが下降する。東北地：方の落葉広葉樹林においても同様な現象がみられる。すなわち人為的影響

　により高海抜地に生育する種が下降し，低海抜のコナラ林の構成種が上昇する現象が対照的にみられる。

　　イスノキーウラジロガシ群集はさらに，サンゴジュ，イヌシデ，ウリノキ，ハシカグサ，ツクシイヌツゲ，シノ

　ブ，カタヒバ，イワヤナギシダなどで区分されるサンゴジュ亜群集と，モミ，キッコウハグマで区分されるキッ

　コウハグマ亜群集，特別な区分種をもたない典型亜群集に区分された。
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4．シキミーモミ群集

　霧島山地の海抜700～エ．200規の地域には高木層にアカマツが二度3～4と優占している，あるいはモミや

　ツガが3～5と優占した林分が落葉広葉樹を伴ったアカマソ林とモザイク状に発達しているのがみられる。

　　このような柵はモミ，シキミバヤマシキミ，・・イ・キ，サカキ※ヤブ・パキ※を標徴種及び区分種として

　シキミーモミ群集にまとめられた。

　　シキミーモミ群集はさらにツガ，アカマツ，シソポゴケ，ホウオウゴケ，ツルァリドウシ，ヒメシャラで区分さ

れるツガ亜群集及びアカガシ，ウラジロガシ，タブノキ，イスノキ，イタヤカエデ，ホソバタブ，シラキ，ムベ，

　イヌシデ．ツルグミ，アオキ．ミヤマウズラで区分されるアカガシ亜群集に区分される。

　　ツガ亜群集は大浪池周辺や霧島山地の，火山岩が火山灰とともに堆積している貧養立地に発達している。比較的

高海抜地で900～UOO珊の地域にみられる。

　アカガシ亜群集は栗野町，大口甫宮ノ尾出周辺など，熊本県との県境の奥まった山地帯に発達している。海抜

700～900撹付近に生育し，常緑広葉樹や落葉広葉樹を混生している。

Tab　3．シキミ』一モミ群集
　　　　　　a．ツガ亜群集

　　　　　b．アカ．ガシ亜群集

通　　し　番　号 三 2 3 4 5 6 7 8

調　査　番　号 50 48 49 65 64 130 126 86

調査　年　月　田 76
V26

76
V26

76
V26

76
V26

76
V26

76
V28

76
V27

76
V27

海　　抜　　高（m） 1110 990 1680 1玉60 1080 870 690 710
方　　　　　　位 SW SN SW SW SW E SE N
傾　　　　　　斜（Q） 30 30 5 5 ．　7 20 8

調　査　面　積（m×m） 30×30 20×25 12×40 15×19 15×20 20×30 20×20 20×50

高木第1耀の高さ（魚） 23 23 23 19 16 30 30 34

高木第1屡植被率（％） 80 80 60 85 80 90 80 80

高木第2屡の高さ（m） 12 12 12 11 10 12 15 16

高木：第2層植被率（％） 婆。 50 8G 60 4G 50 40 20

低木層の高さ（m） 3 2．5 4 3 24 3 4 5

低木属の三脚率（％） 50 60 70 60 70 3G 70 60

草本層の高さ（孤） o．5 α5 03 0．4 0．5 G．1 0．3 0．8

：草本層の植被率（％） 15 10 20 30 30 5 20 40

酵苔層の植被率（％） 30 一 30 20 3G 一 ｝ 一

出　現　種　数 25 29 35 33 36 4正 37 66

群集標忘種及び区分種
モ　　　　　　　ミ　　　B1 2’2 1・正 3’2 十 1・互 5’4 2・2 ●

B2 o o ● ● ◎ o 十 ■

S　　K： 十 ● ● ● 三・2 十 十 十・2

｝ … 一シ　　　キ　　　ミ　　　Bエ ● o ■ ■ o ● ● 2．2

32 o ◎ 3・3 率 o 2・2 1・2 1・1

S 十’2 十’2 1．1 十 1・1 2・2 o 102

K ■ ● o 1．1 ■ o 工’2 ●

ミヤマシキ　ミ　　　　S 2・2 1・2 2●2 1．2 三●2 率 2・2 1・2

K o ● ● 十 十・2 ， 1．2 ●

ハ　　イ　　ノ　　キ　　　　82 2・1 9 o o ● 十 ■ 曹

S 2・4 3・3 3．3 4．4 3・4 十・2 十 十・2

K ● ■ 9 2．2 ② o ■ o

※　ヵナクギノキーアヵマソ群落に対する区分種。

一25㎜



亜群集区分種．

　　アカマ　ソ　　B1
　　ソ　　　ガBド旦2
　　　　　　　　　K
　　シハイスミレ　　X
　　シソポゴケ　　腋
　　ホウオウゴケ　　艇
　　ソルアリドゥシ　　　K

　　ヒメシヤラ　　32
　　　　　　　　　S

　　ウラシロガシB1・B2
　　　　　　　　　s
ア　カ　ガシ

タ　ブノ　キ

ヤブコウジ
イ　ス　ノ　キ

シ　　ラ　 キ

イタヤカェデ’ a1・B2

ホソパタブ

ム　　　　 ベ

イ　ヌシデ
ア　 オ　 キ

ソ　ルグ　ミ

ヤブニソケイ

　Bl

　B2
S・K

　Bl

　s
K
　Bl

　B2

　s

　B2

　S

B2

　s
K
Bl

S

s

B2

S

上級単位の種
　　サ　 カ　 キ　　Bワ

　　　　　　　　　S
　　ヤブソバキ　 B2

　　　　　　　　　S
　　　　　　　　　K
　　シ　ロ　ダモB2・S
　　ネズミモチ　　S
　　イ　ヌ　ガシ　　B2
　　　　　　　　　S
　　テイカカズラ　　B2
　　　　　　　　　K
　　ヒ　サカ キ　　B2
　　　　　　　　　S
随伴種
　　キソコウハグマ　　　K

　　チ ゴユ　リ　　K
　　イワガラミS・Kl
　　コガクウソギS・K
　　シシガシラ　　Kl
　　・・　イ　ゴグ　　班
　　ソクシイヌソグS・K
　　ナ　ソヅタ　　K
　　トウゲシバ　

K：

　　ハナイカダS・K
　　ユズリハ82・S
　　イ　ヌソゲ　 S

　　　　　　　　　K

3●2　　3・31

13。3　　1・2
i．　　　．

｝＋　＋
i2◎2　　●
1十・2　　。
【1・2　　十・2

2’1　　　・

1　◎　　　。

●

o

●

■

o

G

■

●

o

o

o

●

■

●

■

o

●

●

■

●

■

2。2

8

1・1

1’2

0

■

●

o

o

o

●

÷

十

6

⑤

十

十

〇

●

十
丁

●

●

o

●

●

十

〇

●

十

1・2

0

●

●

9

書

0

9

0

●

●

o

■

●

十

2・2

十

●

十

十

2・2

1。2

9

●

o

●

1・2

十

十

●

o

o

■

o

■

o

■

■

4置4

2・2

十

十

●

1●2

十

十

●

●

●

o

■

9

0

●

●

●

●

o

o

騨

。

●

●

o

■

，

●

2・2

2。2

0

1’三

■

1。1

十

願

■

1・2

0

2・玉

十曾2

十・2

十

〇

十

，

十

十

十

〇

●

■

■
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2。2　　3・3

4。3　　3。3

十　　 十・2
■　　　　　　　　　　●

1・2　　十・2

2。2　　1・2

1。2　　十・2

1●1　　三’1
・　　　　　　　　　　o

o

O

●

十

十

●

●

●

●

●

o

o

o

o

o

5

●

●

●

璽

●

賃

3・3

●

十

十

9

十

，

●

，

●

●

■

●

1。2

1’2

十・2

十

十

1・2

●

1・2

6

■

●

十

十

。

●

●

●

●

o

●

●

o

●

o

●

o

●

●

●

o

o

■

o

o

o

3・3

十

〇

十

●

1。2

●

■

●

●

●

2・2

正・2

十

十

十・2

十・2

●

1’2

1。1

0

十

■

i　，

｝±
1　・

1　・
1　．

　曹
　●
　●J

l　o
I

　2・21

1十’2
1　2・2

11。2
i　十
5

1　。

1　・

　1・2
i　十
E

　o
｝　十

1　十・2

1　　．

1　十
1　，
1

【　十

【　十

1　．

i　．

1　。
1　．
l

　oj

o

o

o

o

●

o

●

●

●

●

●

■

●

o

■

●

●

●

3・2　　 ・

2・2　　1・2

・　　　2。1

・　　　1・1

十　　　十
2。1　　3・2

・　　　十
1。2　　十・2

十　　　・

十　　　十
・　　　十

・　　　十

。　　　十

1。1　　P1
・　　 1’2

十　　 2・3

十　　　・

2・1　　1・1

十　　 1・2

十　　　十
1。1　　　・

十　　 1・2

282　　正’2

2。2　　 ・

。　　　1・2

十　　　十

。　　　十

・　　 1’2

十　　 十・2

0　　　　　　　　　　・

1・1　　一←・2

。　　　十・2

1・2　　十
2・2　　 ・

1’2　　1・2

9

0

●

十

〇

9

十

●

十・2

●

●

十

〇

o

∂

o

o

●

0

9

0

●

十

十
丁

●

1・2

1・2

1・2

1’2

0

1・2

十

●

2・3

●

■

1。1

1・2

十・2

十

十

十

十

〇

十

三・2

十

十

2・2

0

，



オォバノトンボソウ　　　K：

ソ　タ　ウルシ　　　K

サルトサイバラS・K
ン　　　ヨ　　コ　　　K

ス　ズ　タ　ケ　　　S

カク　レ　ミ　ノ　　　S

コハウチワカエデ　B1・B2

ヤマ　ウルシ　　　S

アカシデB叢。B2
イ　ヌ　ガ　ヤ　　　S
オ：オバ　ウマノスズクサ　　K

ク　　　ロ　　キ　　　S
チョウ乗ソコケ（オオヤヤー）厳

ミヤマウス　フ　　　K

コシアブラS K
ピシヤクゴク　　M
ウリハダカェデB2　S
タカサコキジノ：オシダ　　　K

ホウラィカズラ　　K
コ　　ジ　　イ　　　S

ハリガネワラビ　　　K
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●
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●
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●
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十

〇
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十

〇

．十

■

十
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十

1・2

十

●

9

通し番号　1：ヤマモミジK一＋，2＝ノリウツギS一＋，ヤマフジS一＋，コミネカエデS一＋，3：ヒメエ
ズリハS一十，ヤマホトトギスK一十，ツルリンドウK一十，コウヤノコケシノブB2一十54：タンナサワ：7
タギK一＋，ツルマサキK一＋，イスノキKl一＋，カヤK：一＋，ケアクンバ？Kl一＋，5：ハリギリK～＋，ヤ
マダルマB1一十9ヤワラスゲK：一十，スミレの1種Kl一十，6：カナクギノキS一＋，ヤマザクラB1－19
2，82一十，モチノキS一＋，ホオノキB1一＋，ゴンズイB1一＋，イイギリB1一十BヨグソミネバリB1
…十診ンラカシ82－2・2，S一十2βタヌキノシッポゴケM一十，7：ベニンダK：一牽，ミツバアケビS一
＋，カゴノキB1一＋，サザンカS一牽，イチヤクソウK一＋ウビナンカズラK一十，マンリョウK：一一㌧8：
フユイチゴK一＋，ヘクソカズラK一＋，ナガバモミジィチゴK一＋，ソリバナS一＋，コチヂミザサK：一1・2g
サンショウS一＋・キョタキシダK：一＋，ヒメガンクビソウKl一十，コムラサキB2一十，イロハモミジS一十∂
イノデK一＋，・クサギS一＋，コショウノキS一＋，キヅタKl－1・2，トコロK一＋，トウゴクンダS一＋2ひ
バリバリノキB2　一＋，　S一＋，　ウリノキS一＋，サンゴジュS一＋9イタビカズラS一＋PマメヅタS一一←2，
マムングサK一十，ナソェピネKl一＋，キジョランK：一＋診サツマイナモリK－2・2

調査地

調査者

エ，3，魂，5：霧島町大浪池　　2：えびの
8：栗野町　　　＾

1，2，3：大野，原田p鈴－木，山田，　4，5
木村，　8：宮脇，藤原，望月，木村

6　大口市宮ノ尾山前山　　7：千里滝わき，

7：奥田，中村，小川，　6：藤原，望月，

5，ムサシアブミータブ群集

　陶久根市佐潟や下甑島などの海岸ぞいの空中湿度が高い土壌唯積地には高木層にタブノキがホルトノキ，アコウ

などと混生し被度3～5と優占する林分が屋敷林として残されている。林内にはモクタチバナ，アオノクマタケラ

　ンを標二種としてムサシアブミータブ群集にまとめられている（密脇，藤原，原田，楠，奥田197ユ）。

　薩摩半島南部では野間半島に比較的多く残されて寿り，桜島では遷移途上のムサシァブミータブ群集の林分がみ

　られる。鹿児島甫城山，大隅半島など鹿児島県下には点在的ではあるがムサシァブミータブ群集にまとめられる林

分が比較的多ぐ残されている。薩摩半島北部ではきわめて少ないが，現在鹿児島県戻が住居をもっている適湿・富

養地の大部分はムサシアブミ丁タブ群集の立地である。したがって，失なわれたふるさとの緑の典型の1つとして

鹿児島県の代表としてムサシアブミータブ群集にまとめられる林分についてはとぐに他の自然林同様に十分な保護

　が望まれる。
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Tab　4．　ムサシアブミータブ群集

通　　し　番　　号 王 2 3 4 5 6 7 8

調　査　番　　号 529 430 446 447 297 55ユ 301 300

調　査　年　月　鼠
ケ7 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

1i％7 1％4 ユ％4 1％4 1賀8 1髪5 1努9 1％9

調　査　嘱　　積1㎡） 10x20　15×20　30×30　29×30　玉（）x2〔｝　15　x15　20×〈蟹｝　20　x　30

方　　　　　　　位 L N E N L ES E SSE

傾　　　　　　　斜（。） 9 25 5 10 o 10 70 15

海　　　　　　抜（魚） 70 185 290 200 4 ■ 10 40

高太第1層の高さ（田） ● ● ● 12 13 20 14 14

高木第1層植被率（％） 0 o 謬 80 80 90 85 75

高木第2層の高さ（m） 10 8 7 8 6 12 8 6

高木第2層植被率（％） 80 80 80 40 20 40 40 40

低木層の高さ（m） 4 3 3 3 3 3 4 3

低木屡植被率（％） 30 50 30 30 40 40 40 40

草本層の高さ（m） 0．8 LO 08 α8 03 0．6 05 α6

唐本屡植下率（％） 80 25 50 20 60 30 30 75

出　現　　種　数 33 42 51 3◎ 48 32 42 45

群集標徴種及び区分種

フ　ウ　ト　ウ　カ　ズ　ラ B2 十・2 o 響 o ● 8 8

S ● 十 十 o ●
● ● 十

K 2・3 十 9 ÷ 3・4 1・2 2・3 4．4

タ　ブ　 ノ　 キ

モクタチパナ

ホ　ル　ト　ノ　キ

　アオノクマタケラン

　オオイワヒトデ
下位単位区分種

　マ　テ　バ　シ　ヂ

ヤ　 フ　 フ　 ン

コガクウソギ
ヤ　フ　コ　ウ　シ

トキワカモメツル

イズセンリヨウ
！・ナミョウガ
ウ　ラ　ジ　 ロ

コ　ゴ　メ　ス　ゲ

ハ　 ド　ノ　 キ

ケ　　 ヤ　　 キ

コパノチョウセンエノキ

ム　ク　 ノ　 キ

Bl

B2

s

K

B2

S

B1

麹s
K：

K

B2

S

K

SK
K

SK
S

K

K

K
B2

B2

B2

82

●

■

十

十

・　1・1

2・21。2
●　　　　　●

o　　　　　●

2・2　・

3・3十・2

●　　　●　　5・3　　・　　王・1　 3・3　 1◎1

3層3　3“3　 1e2　　9　　　．　　　∂　　　，

1・2　　1・1　　191　　　．　　1・2　　　・　　　十

〇　　　　　顧　　　　　●　　　　　o　　　　　置　　　　　●　　　　　●

　　　　　十　・　1・2　。
　　　　　1●2　 2・2　　一ト　　1．2

　　　　　1．2　　5・4　 1。工　　2◎2

　　　　　十　1・1　・　十
　　　　　・　1・21・21・2

1

卜＋
1・　十
1十・2　。

1十　。
E

　・　1・2

【・　1・2
1

　・　1。2E

　。　1・22

1◎　
’

2・2　・

1。1　・

十　 ・

十　’

●　　　　 9

■　　　　　 ．

●　　　　　　●

十　±

3・41・2
●　　　　　・ ・　1。2　・　・

　　　　　　1・　・　1・ユ1・ユi・

　　　　　　91。2

十

十

十

魯

十

十

■

十

〇

●

●

■

十

十

±

記

田

●

〇

十

〇

●

o

魯

l

i。

o

；o

i．
I

I’
1

●

i．
1．

o

●

融

噛

亀

疇

亀

●

●

嚇

●

o

o　　　　　「

，　　　　　●

・　　　　　　●

，　　　　　0

8　　　　・

B　　　　騎

9　　　　 ●

8　　　　　
●

●　　　　　．

●　　　　　o

●　　　　・

o　　　　唇

参　　　　　・

・　　　　o
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シマイズセンリョウ
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ノ

コ

オニヤフソテツ
キダチニンドウ

サカキカズラ
アラカ　シ

ムラサキシキフ　聾S

　ク　サ　ギ
　ヒメイタビカズラ

　クロガネモチ

ハ　・ゼ　ノ　キ

モクレ’イシ
上級単位の種

テイカカズラ　島S

　　　　　　Kヤ　 ソ　デ　B
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・　　102　　102　 十・2　　 十　　 192　　 十・　　1・2

●　　　。　　　魯　　　…　　　　　　　　　　　。　　2。2

2・1　 102　　 ・　　　〇　　　十　　　・　　2。2　 3．3

。　　　1ρ2　　　・　　　2・2　　1・2　　1・2　　　十　　　2．2

・　十　・　・　’　5　・　・
十　　 1・2　　十　　 王●1　　1・2　　　◎　　r卜・2　　1魯1
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・十十1・11・2・十1・2
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●
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出現一回の種　通し番号1；ムベS一十・ヤリノホクリハランK・一十・2・シマミズK｝十’2；コバンモチ

　B2一十9アオモジ馬一十9アオキS一十●29ヤマビワS一十9アカメガシワS一十9ヤマグワS一十，オ

　オカグマK－1・2，マルバティショウソウKl一十，シュスランK一十・2，ジ灘ズネノキK一一ト，コモチシ

　ダKl一→一2，ナキリスゲK一十，アカシユスランK一十，3・ネムノキ遇一→一，カンコノキ昼～一十，タニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　ワタリノキS一十，ユズリハS一十，ホウロクイチゴS一十，コショウノキS一十，オガタマノキS一十，

　スイカズラS一十，コシダK：一十，ベニシダK・一十，タチソボスミレK一十，ナギランK一十pシュンラン

　K一十・オトコエソK：一十・4；コクランK1｝十・ソゲモチS一十，センリョウS㎜十・5；ナソヅタBま一

　十・2，カゴノキB1－1・1，ナツフジS一十，ヒヨドリジョウゴS・一十，クスドイゲS－1・2，ツルグ

　ミS一十，ノブドウS一一hホソバカナワラビK－3・3，ノイバラK：一十，ノシランK－1・2，ソルソバ

　K：・一十・2，ヒトソバKl一十，イノコヅチK－1・2，6。ミミズバイB2－2・2，フカノキ32－1・1，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　ノアサガオBゴ　1・2，イヌマキS一十・ハマヒサカキS一十，ソルコウジK｛1働2・7；ヤマハーゼBゴ㎝

　1・1，ヘクソカズラK一十，アマチャヅルX一十，ムサシアブミK『十，8；クスノキBf　2・2，ヤマ

　モモB1－1・1，ソルウメモドキK一÷・ミカンK｝十，コチヂミザサK：一十・ヤマイタチシダK一十，

謁査地　通し番号1：一ヒ甑島，2：下甑島手打，3，4：下甑牧蜘牧場，5：長島町旛江用河口，6：下甑長浜

　神社・7，8：佐潟港

調査者　通し番号　1：奥田・佐々木・大山・箕輪，2：奥田・大山・箕輪，3，婆：宮脇・佐々木・中村・

　小川，5：佐々太・大山・木村，6：奥田・河野，7，8：藤原・箕輪
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6．オニヤブソテツーハマビワ群集

　　オニヤブソテソーハマビワ群集ば南九州から藪海津を北上し由陰地方の島根半島まで分布する。本州で太平洋岸

　に特徴的なトベラーウバメガシ群集と対象的なB本海型分布をするオニヤブソテツーハマビワ群集は土壌要因，風

　　　　　　　　「
衝要因など立地条件の違いによりすみわけを行っている。

　　オユヤブソテツーハマビワ群集は植生高が5〃2位までで，7◎～95％の高い植被率を持ち，樹冠はマンキー状

を里する。低木層にはハマビワ，ハマヒサカキ，シャリンバイ，トベラ，マサキ，オオバグミなどがみられる。低

木層が樹冠でうっ閉されるため一般に草本層の発達は悪く，植被率1～10％位でソワブキ，サルトリイバラ，ス

　スキ，ボタンボウフウなどが生じる。

　　オニヤブソテツーハマビワ群集は，さらにフウトウカズラ亜群集とボタンボウフウ亜群集に下位区分される。

　　フウトウカズラ亜群集はフウトウカズラ，イヌビワ，ヤツデ，オニヤブソテツ，モクタチバナ，シロダモを区分

種とし，阿久根の深田で調査資料が得られた。群落の立地はフウトウカズラ，ヤツデ．モクタチバナ，シロダモの

生育にみられるように比較的土壌化が進んで捨り，風衝低木群落の中では最も恵まれた水分条件を持つと理解され

　る。

　ボタンボウフウ亜群集は下甑島で調査され，ボタンボウフウ，ホソバワダン，ヤマカモジグサ，クサスギカズラ

を区分種とする。群落は内湾の海に面した急崖の露岩地にみられた。岩層の脚ヒは進んでいるものの亜群集区分種

群の生育にみられるように土壌は禾発達で岩隙植生の種群が多ぐ生じる。

　オニヤブソテツーハマビワ群集の上級単位は宮脇らQ97エ）がヤブコウジースダジイ群団，中西。鈴木（ユ973）

がトベラ群団への所属を提案している。

7．　トベラーウバメガシ群集

　　トペラーウパメガシ群集は，醇九州から四鼠中墨を通わ紀伊半島までの太平洋沿岸風衝地に分布する硬葉植物

　のウバメガシを標徴種とする群集である。

　　上甑島で記録されたトベラーウパメガシ群集は外洋に薗した風衝の強い西斜面に広がの，糠高200加付近まで

　みられる。相観的には茶緑色のマッキー状の低木林が沿岸急崖にはりつくように生育し，隣接するマテバシイ林

　の高木林から区別される。

　調査された植分の植生高はせいぜい4η絃でで風衝に対抗してマッキー状の高い植被率を保持する。出現種数は

　10～32種とばらつきがみられ，シイ林域に侵入した代償植生では種組成が複雑になる。トベラーウバメガシ群集の

土壌は露岩地が多いため土壌の発達が悪ぐ，母射・風衝により極端な乾燥にみまわれることもある。

　　トベラーウパメガシ群集はハチジョウススキ，キダチユンドウ，ハマナタマメで識別されるハマナタマメ亜群集

　と特別の種群を持たない典型亜群集，さらにハクサンボク，シャシャンボ，コシダ，テリハノイバラ，イヌザンシ

　ヨウ，マルバハギ，アキノキサンソウ，コバノタツナミソウ，ヤブコウジで識別されるコシダ亜群集に下位区分さ

れる。

　　ハマナタマメ亜群集は土甑島長醒の浜で調査された群港で，海浜の汀線沿いに帯状に分布する。群落は直径2～

3伽の円礫層の発達した砂洲上にみられ，悪天候時には海からの飛沫帯となる。

　典型亜群集は海抜50窺位までの海に面した断巌にみられ，群落の最も典型的な立地条件を指標する群落である。

　　コシダ亜群集は海抜60～200ηの高海抜地にみられる群落である。コシダ，テリハノイバラ，イヌザンショウ，マ

ルバハギなど陽性の二次林的捲標種群で識別されるようにマテバシイを含むシイ林が破壊された立地に代償植生と

して生じる群落である。実際，上甑島で調査された植分は石垣を積んだ段々状に見られ，以前畑であったところに

コシダ亜群集が侵入したと理解される。代償的性格を持つウバメガシ林は他でも紀伊半島で今井（1965）により

コシダーウバメガン群集として発表されている。
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τab　5。　オニヤブソテツーハマビワ群集

a．フウトウカズラ亜群集

b．ボタンボウフウ亜群集

←・
b

通　　し　　番 号
1 2 3 4 5 6

調　　査　　番 号 353 354 417 4三8 435 440

調　　査　　月 日（／76） 12 12 12 12 12 12

20 20 24 24 24 24

海　　抜　　高 度（m
） 5 5 65 75 10 12

方 位 SW sw s SE W W
傾 斜（○

） 30 35 15 35 60 65

調　　査　　面 積（mx照） 5×5 5×5 5×5 5X沁 4x6 3x5

低木層の高 さ（初
） 3 3 1．5 1．8 5 2

低木層植被 率（％
） 95 90 90 95 70 70

草本層の高 さ（窺
） 0．2 α3 02 α3 a3 0．3

草本麟植被 率（％
） 10 10 3 1 10 10

出　　現　　種 数 19 19 13 16 14 15

群集標質種於よ び区分種
ハ　　マ　　ヒ　　サ　　カ キ S ■ 十 3・3 2・3 3・3 1・2

ハ　　　　ーマ　　　ビ ワ S 2・3 4・4 1・2 2・2 2・2 1・1

K ● 十92
層 十 ● ●

下位単位区分種 1一一一一一一一鴨｝「

イ　　　ヌ　　　ビ ワ S 1．2 1　。
P

● ■ ■

ヤ　　　　　　ツ デ S 1　十 十 　●
●

■ ●

K 1　　・ 十 1　●
o ● ●

オ　エ　ヤ　ブ　ソ　テ ツ K 11・2 十 1　墨 ●
9 o

フ　ウ　ト　ウ　カ　ズ ラ K 1十・2 1・2 1　・ 9 ● ●

モ　　ク　　タ　　チ　　パ ナ S 1・2 1　． o ■ ■

　　　　，V　　　　ロ　　　　タ モ S　K　一 1　十 十　　　　　1　8一一一一皿一晋一一1㎜一一　一一一一一一一一一一一一o 9 8

ボ　タ　ン　ボ　ウ　フ

z　　ソ　バ　　ワ　　ダ

ウン KK ■9 o■ 1　十

P　’

十十 十・2

Q・2

1・2　i

@　｝¥・2　　：
ヤ　’マ　カ　モ　ジ グサ K o ■ 1　十 十 5

’　　1

ク　サ　ス　ギ　カ　ズ ラ K ● ● 1　十 o 十 ・　　　i

1一一一 ＿＿＿＿　＿＿．＿　＿＿＿＿」

群圃標徴種詮よ び区分種
ト　　　　　ペ ラ S 2．3 1・2 1・2 3・3 2・2 2・2

シ　　ヤ　　リ　　ン　　パ イ S ● 十 3・3 3・3 1．1 3・3

マ　　　　　　サ キ S 2・2 1・2 2．2 1・2 6 o

K 8 o o 十 ● ●

オ　　オ　　パ　　グ ミ S 2．2 2・3 ● ● 十 十

ヤ　ブ ツ　パ　キ　ク　ラ　ス の種
ヤ　ブ　ニ　　ツ　ケ イ s 2・2 十 十 9 十 ●

ネ　　ズ　　ミ　　モ チ s 十・2 十 十 ， 書 o

ツ　　　ワ　　　ブ キ K 1・2 十・2 ● 十 十 o

タ　　　　ブ　　　ノ キ S　K 3・3 ● ● ■ ● ±

一
ヤ　　ブ　　ツ　　パ キ S 「 十 o ■ 十 o

随 伴　　　種
ハマサノレ　ト　リ　イ　ノくう S　K

± 1・2 1・2 1・2 1・2 2・2
一

ス　　　　　　　ス キ K 陰 ● 十 ■ 1．2 十・2

ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ ラ K 十 ÷ 唇 聲 ● ●

出現1回の種　　調査番号1：コクテンギK：一十・タイミンタチバナS一十，K一十・マルバツヤリン
バイS－22，　2：ヒメユズリハS一十，　3：ケカモノハシK一十，　4：スゲ属の1種K：一十・ハマボ

ッスK一十，サツマサソキライS一十，アカメガシワS一十，サツマノギクK一十，カンコノキS一十，5：
ヤブランK：一十。2，　6：トウティランK：一十，ハマニンドウS－1。2，センニンソウK一十，テリハノ

イバラS－1・2，ハマサオトメカズラK一十，

調査地　　　1・2：阿久根深田　　3・4：下甑農浜田　　5・6：下甑島手打
調査老　　　1・2：井上，山田　　3．4：藤原，犬野，木村，箕輪　　5・6：奥田，望月，大山
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トベラーウバメガシ群集の上級単位は，今井（1965）がウバメガシ亜群風宮脇ら（1971）がヤブコウ

ジースダジイ群団，中西。鈴木（1973）がトベラ群団への所属を示している。

　　　　Tab　6．　トベラ『ウバメガシ群集

a　　ハマナタマメ亜群i集

b　典　型　亜　群　集

c　コ　シダ亜群集

b C

通　　し　　番　　号

ト・
@王　　　　2 3 4　　　5　　　6 7 8　　　　9　　　エ0　　　11

調　　i査　　番　　号 ．476　　493 493 464　495　237 477 475　　　473　　　　474　　　469
調　　査　　月　　日（！76＞ 12　　　12 12 12　　12　　　8 12 12　　　　12　　　　　12　　　　12

26　　26 26 25　　26　　　1 26 26　　　　26　　　　　26　　　26

海　　抜　　高　　度（ m） 1　　　　　1 1 50　　　3　　　3 50 200　　　200　　　　190　　　　60
方　　　　　　　　位 L　　　　L L 5　　　－　　W SW 翼W　　　SE　　　SE　　SW

傾　　　　　　　斜（ Q）

一一
〔 20　　　5　　50 3・0 10　　　　15　　　　　25　　　3G

調　　査　　面　積（m×揃） 4×10　3＞qO 一 3×5　5×10　3×5 10×10 15×15　　20×20　　　20＞く20　　5×5

低木層の　高さ（ m） 3　2・5 3 0・8　　　3　　　2 4 3　　　1　。8　　　　　　　3　　1　鱒2

低木層　植被率（ ％） 80　　90 90 80　　80　　40 70 70　　　　6G　　　　　50　　　　90

草本層　の　高さ（ 短） α8　0・5 0．5 0　・3　　1　・　0　　0　・8　　　　G　●6　　　0　●8　　　0　。5　　　　0　・　8　　0　。7

草　本　層　植　被率（ ％〉 80　　　　5 1｛｝ 20　　10　　3G 10 30　　60　　6G　　30

出　　現　　種　　数 18　　　16 10 12　　23　　13 26 32　　　　27　　　　　22　　　24

群集標徴種
ウ　　バ　　メ　　ガ　　シ s 4・4　4・4 5．4 5・4　2・2　3・3 4・嘆 4　．4　　　4　・4　　　3　・3　　5●4

下位単位区分種 K 塵　　　　　　　　　　　　　　● 曾 ・　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　● 十 ●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　o

一　　　一　　一　　｝　　　一　　　一　　　一　　＿　　＿　一

ハチジョ　ウスス　キ K i　÷　　　一軒 ．　　　1
●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　● ● ■　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●

キ　ダ　チ　ニ　ン　ド　ウ

n　　マ　　ナ　　タ　　マ　メ

KK
レ　＋　一ご乙∴一七2」

●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

潤@　　　　　　　・●　　　　　　　　　　　o

●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　麟

｡　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o

黶@　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　　一　　　｝　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　閣

@　　　　　1バ　　ク　　サ　　ン　　ボ　ク S 十　　　・ D ・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o ・ ほ’2　1’1　1．1　＋　i
シ　　ャ　　シ　　ャ　　ン　ボ S ●　　　　　　　　　　　　　　o o o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o ÷ 1　2。2　　　2・2　　　2　。2　　2●2　1

　　　　げR　　　　　　シ　　　　　　タ K ●　　　　　　　　　　　　　　o ● ●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　． o
1　1　。2　　　2●3　　　3　・4　　1　。2　i

テ　リ　ハ　ノ　イ　パ　ラ K ・　　　　　　　　　　　　■ ● ・　　　・　　1。2 o ｝…　い・…　÷・21
イ　ヌ　ザ　ン　シ　ョ　ウ s o　　　　　　　　　　　　・ o ●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　● ● 1　十　　　十　　　十　　　・　I

@　　　　　lマ　　　　ノレ　　　ノく　　　ノ、　　　ギ

Aキノ　キ　リ　ンソ　ウ

Rバノタツナミソウ

SK：
浮j

■　　　　　　　　　　　　　　・

怐@　　　　　　　　　　　o

怐@　　　　　　　　　　　　　o

■　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　．

E　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　．

怐@　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

1　±　　十　　　÷　　・　1
|　＋　＋　・il　十　　　十　　　　・　　十　【

ヤ　　ブ　　コ　　ウ　　ジ K o　　　　　　　　　　　　　　・ ● ●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　● ● 輝・2　＋　　・　＋　l　　　　　　I

群団標微種および区分種
き一　　　　〔　　　｝　　　一　　　一　　　　一　　　　｝　　　皿　　　一　　　　一　　　　一　　　　葡

シ　ャ　リ　ン　パ　イ S 2・2　3・3 2・2 十　2・2　　・ 2・2 1・1　1・1　　レ1　1・2
K ÷　　　÷ 2．2 ●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　o ● o　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　・

ト　　　　　ベ　　　　　　ラ S 1・2　2・3 2・3 十　　1・2　2・2 十 1・1　　・　　　・　　÷

K 十　　　・ o o　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　P 十 o　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　●

オ　　オ　　パ　　グ　　ミ SK一 o　　　　　　　　　　　　● 9 ・　　十　　　・ ± …　　　　　　　　　　十

一マ　　　　　サ　　　　　　キ S 。　　1。2 2・3 ・　　玉・2　　　・ ● ・　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　・

ヤブツバキクラスの笛
ネ　　ズ　　ミ　　モ　　チ s ÷　　　十 1．2 十・2　十　　　十 ■ 十　　　・　　　・　十・2

K 十　　　・ ● ●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　o 十 ●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o

ツ　　　ワ　　　ブ　　　キ K ●　　　　　　　　　　　　● ● 十　　　・　　　。 ÷・2 1　●　2　　　1　陰2　　　　1　●　1　　　十

ナ　　ワ　シ　ロ　グ　ミ S 十・2　　0 圭・1 ・　　1・1　　。 十 …　　　　　　　　　　十

ピ　　　サ　　　カ　　　キ s ●　　　　　　　　　　　　　　● o o　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　， 十・2 ●　　　　2・2　　　2・2　　　一ト

ヤ　　ブ　　ツ　　パ　　キ s o　　　　　　　　　　　　　　● ● 十　　　・　　　・ 一ト 。　　　・　　　・　　十

テ　イ　カ　カ　ズ　ラ s o　　　　　　　　　　　　　　・ ● ・　　1・2　　　・ ● 十　　　…

コ　　ク　　テ　　ン　　ギ SK： 十　　　・ ● o　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　． ± O　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　疇
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随　伴　 種
ス　　　　ス．　　　・キ

ネ　　ム　　ノ　　キ

ハマサオトメカズラ
サ　ツ　マ　ノ　ギク
ナ

ノ、

カ

イ

ク

キ

ヤ

ワ

ヤ

ホ

コ

ハマサノレトリイパラ

　　　　マ
　　　　ウ

　　　ビロウドカジイチゴ

　　サル
　　シ

出現1回の種

　ソ

　ゼ

ン

　ヌ

　ロ
キ

マ

　ヒ

コ「

　ト

ユ

ヨ

ツ

ラ

ヨ

ク

メ

リ

ン

　フ　　　ジ

　ノ　　　キ

コ　ノ　　キ

　ビ　　ワ

　マ　　　ツ

　ウ　ラ　ン

　　ツ　ジ

　　　　ビ

　ドリパナ

　イチゴ
　　ス　　ゲ

　イバラ
　　ラ　　ン

　K
　s
SK：

　K

　K
　K
s墓

　s

SK
　s

　K

　s

　K

　K

　K

　K

SK
　K

●

●

●

●

〇

十

T
o

●

●

●

●

●

o

●

●

o

●

●

十

十

■

●

o

o

●

o

●

■

●

o

±

●

●

±

●

o

o

●

●

●

■

●

●

o

●

o

，

●

●

1・2　　・

　，　　　　　　　　　o

一ト　1・2

　●　　　　　　　●

　o　　　　　　　●

。　2・2
●　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　●

・　1。1
十　　・

1・2　・

十　　 ・

・　　　　　　　　　●

÷　　・
o　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　　　●

o　　　　　　　　　●

1・2

　●

　●

　●

十・2

　●

　●

1・2
　■

1・2

　0

　0

　●

　●

　●

　●

　●

　●

十

十

十

　●

　o

●

1。1
■

±：

●

1・2
●

●

●

●

●

●

●

十

1。2

●

十

十

十

●

●

．．

●

　●

　●

十

十

十

●

十

1・2

　0

　0

1・1
÷

十

●

玉・1

十

十

■

　●

1・2

　0

　9

　●

　●

　●

　■

1・2

1・1

　0

十

十

十

●

十

・　レ

o

o

o

十

●

●

●

十

〇

〇

2・2

　■

　●

十・2

　●

　■

　◎

　●

　o

　O

ユ・2

1・2

　■

　●

十

十

　■

÷

　o

　　　　　　　　　調査番号1：アキグ、S一十・2，ウラギンツルグミS一十，ヒトッパK－4。4，2：アォッッ

ラフジS一十，ハマナデシコK一十，　キケマンKl一十，タイトゴメK一十，5：ツルウメモドキS一十，コバノチョウセ

ンエノキS－1・1，ノアサガオS一十。2，ノブドウS一÷・2，キイレツチトリモチK一十，ヒメウズK：一十・2，ツ

ルモウリンカK一÷・2，エダウチチヂミザサK－1・2，7翼フジS一÷，アカメガシワS一十，アオモジS一十，タツ

ナミソウKl－1・2，ガンピKl一十，ノガリヤスK一÷，9εマンリョウK一十，　トキワカモメヅルK一十，アオスゲK一

十，センニンソウK一十，　10：オガルガやKl一十，チガヤK一÷・2，スミレK一十，アレノ／ギクK一÷，11：ヤマモ

モS一十，クズK一十，ヘクソカズラK一十，

調

調

査

査

地

者

1，2，3二上甑日長自の浜，4・11：下甑鶴，・6：阿久根・5・7・8～10：上甑島

1～3：宮脇，河野，申村，木村　　4，11：霞脇，望月，大出，箕輪　　　5，7：宮脇，

河野，木村，箕輪，8～10：大野，望月，藤原
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8．ジャヤナギ群落

　河辺の高水敷や後背湿地の水辺などに生育するヤナギ林の植分は，わが魑ではきわめて少なく，鹿児島県に齢い

ても，例外ではない。沖積低地に生育するヤナギには，アカメヤナギ，ジャヤナギ，カワヤナギ，タチヤナギなど

が森林構成種となの得るが，関東平野ではアカメヤナギの出現度は高く，本州西部から九州にかけてはジャヤナギ

が多ぐ目につぐ。

　　ジャヤナギ群落は，1納市八郷池の鞄畔に三彩然の状態で生育しているのが見出された。ジャヤナギは高さ8

窺内外に達し，幹の直径も30㎝内外でまだ生長期にある。林床にはアシボソ，ツユクサ，ノブドウ，カラスウリ，

ヤブマメ，キツネアザミ，クサヨシ，ツボスミレなどの適湿地生の草本植物が生育する。

　鹿児島県にはハンノキは分身せず，・したがって湿生立地の潜在自然植生の推定には，このようなジャヤナギ群落

の残存植分の存在はきわめて貴重である。

　　　　　　　　　　Tab　7．　ジャヤナギ舞落

卵　査　番　号 248
調　査　面積（㎡〉 75
高木層の高さ（魏） 8

高木層の植被率（％） 70
低木層の高さ（吻） 2

低木層の植被率（％） 5

草本層の高さ（魏） 0．6

草本層の植被率（％） 70

出　現　種数 23

群落区分種
ジ　ヤ　　ヤ　　ナ ギ B 4・4

S 1・2

随　伴　種
ヘ　ク　ソ　カ　ズ ラ s 十’2

K 1・2
ア　　　シ　　ボ ソ K 3．3
ソ　　ユ　　ク サ K 2．2
カ　　ラ　ス　　ウ り K 1・2
ノ　　ブ　　ド ウ K：

1．2
ヤ　　マ　　ノ　　イ モ K 1．2
タ　ソ　ナ　ミ　ソ ウ K 1・2

ヤ　　ブ　　マ メ K 1．2

キ　ソ　ネ　ガ ヤ K 1・2
ク　　サ　　ヨ シ K 1．2
ツ　　ボ　　ス　　ミ レ K 1・2
ス　　イ　　カ　　ズ ラ K →一・2

ト　　ウ　　バ ナ K 十・2

ミ　　ゾ　　ソ ノく K 十●2

ヨ　　　　　モ ギ K 十

ミ「　　　ソ ノく K 十

アキノタムラソウ K 十

アキノウナギソカミ K 十

シロバナサクラタデ K 十

オ　ニ　ヤ　ブ　マ オ K 十

シ　　ロ　　ヨ　　メ ナ K ÷

セ
リ K 十

調査地　川内市中郷池（1976．8．P

調査者　奥田，中村，大山
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9．ハマナツメ舞落

　上甑島の須［］池付近には海岸にそって砂洲が発達し，ラグーンが形成されている。この砂洲にはウバメガシの海

岸風衝低木林が細く帯状に生育しているが，この低木林の背後，すなわち海岸からは風背側にあたる部分に，ハマ

　ナツメが高さ2。5祝内外の低木林を形成し断続的に分布している。立地は砂丘とラグーンに狭まれた低湿地である。

　　ハマナツメは夏緑広葉樹で秋には黄葉し。背後のウバメガシの常緑葉と対照的である。林床にはモクタチバナ

の芽生えが目立ち，草本植物としてサワスズメノヒエ．ツルソバ，センニンソウ。アマチャズル，テリハノイバラ

　などのほふく性またはつる性の植物がみられる。

　　ハマナツメ群落は現在までまだ記載がないが，海岸に接した低湿地に於けるマント群落としての位置をしめ，今

後も九州南部の暖地で見出される可能性がある。

Tab　8。　ハマナツメ群落

調　早番　号 505

調査面積（rn2＞ 30

低木層の高さ（m） 25

低木屡斗升率（％） 70

草本層の高さ（m） 0．8

草本層植下率（％） 50

出現阻隔 16

群落区分種

ハマナツメ S 4・3

随　伴　種

マサキ s 十

サワスズメノヒエ K 3・3

ヒメウズ K 2・2

モクタチバナ K 2・3

テリハノイバラ K 1・2

ツルソバ K 1・2

ツボクサ K 1．2

ノビル K 1．2

センニンソウ K 1・2

ニガナの一種 K 1・2

オオバノヤエムグラ K 1・2

ヘクソカズラ K 十・2

オニタビラコ K 十

アマチヤズル K 十

ソルボ K 十

調査地　」二丁（1976．　三2．　26）

調査者　奥認，佐々木，大山，箕輪
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1◎。　ハマグルマーコウボウムギ群集

　薩摩無配北部の海岸植生は，今β大部分が破壊されつくされている。一部はクロマツ植林等もみられるが，広ぐ

堤防が建設され，さらに無植生域となっている。

　ハマグルマーコウボウムギ群集は，下こしき島浜田の海岸砂丘上に生育する草本植物群落である。ハマグルマ

＿コウボウムギ群集は高さ15㎝，植被率70～80％でコウボウムギが被度。群度4・5で優占する。コウボウム

ギ，ハマヒルガオ，ケカモノハシを群集標徴種蔚よび区分種とするハマグルマーコウボウムギ群集は，海岸砂丘上

という貧養で保水力の貧しい，また海からの塩分を多く含んだ海水の飛沫をあび，表層の砂の移動が多くみられる

という植物の生育条件としてもっとも極端な立地に生育する。したがって，保水力の高い多肉質の葉からなるハ

マヒルガオや根系をながく延ばすイネ科植物のコウボウムギ，クカモノハシを主な群落構成種としている。

　　　　　　　　τab　9．ハマグルマーコウボウムギ群集

調　査　番　号 4◎9 411

調　査　面　積　（窺2） 25 25

方　　　　　位 WNW W
傾　　　　　斜　（。） 5 5

植生の高さ　（鍛） 0．15 α15

植　　被　　率　（％） 70 80

出　現　種　数 2 3

群集標徴種澄よび区分種

コウボウムギ 4・5 4・5

ハマ　ヒルガオ 1・1 1・1

ケカモノハシ 8 十

調≡査地，調査年月日　409，411　浜田，…ドこしき島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1976。　12．2婆　）

調査春　大野，箕輪木村

11．チガヤーハマ：ゴウ群集

　　海岸砂丘に生育する櫨生は汀線側にハマグノレマーコウボウムギ群集が生育し，その内陸側は柏観的には，しばし

　はクロマツ林的である，マサキートベラ群集など風衝低木林の前線にはチガヤーハマゴウ群集にまとめられる海津

　砂丘低木林が生育する。

　　今回植生調査資料が得られたチガヤーハマゴウ群集は下こしき島浜田，唐浜海水浴場の4地点である。植生の高

　さ0．3～0．6窺で植被率70％の値を示す。チガや一周マ．ゴウ群集はハマゴウが高い被度で生育し優陣するのが一

　般的であるが，今回調査資料が得られた4地点はいずれも人為的千渉が加えられて割り；ハマゴウの被度は高くな

　ぐ，隣接群落であるハマグルマーコウボウムギ群集の構成種であるコウボウムギ，ケカモノハシなどが高い被度で

　混生する。チガヤーハマゴウ群集は，生育するハマゴウとオニシバを群集標券種澄よび区分種とし，出現種数3～

　7種，平均出現種数6種を数える。

　　ハマゴウの優引する海岸砂丘低木林は，本彊中部，四国，九州に生育するチガヤーハマゴウ群集の他に，本州中

　北部，四国に分訂するウンランーハマゴウ群集，琉球列島にみられるクロイワザサーハマゴウ群集が日本各地でハ

　マゴウ群団，ハマゴウオーダー，ハマゴウクラスに上級単位の所属がまとめられる。
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Ta1）三〇．　チガヤーハマゴウ群集

調　査　番　号 410 408 289 288
調　査　面　積（㎡） 4 5 5 8

方　　　　　位 ㎜ ㎜ w w
傾　　　　　斜（。） 15 25 15 20

植生の高さ（辮） α3 0．3 α6 α4

植　　被　　率（％） 70 70 70 70

出　現　種　数 3 6 7 7

群集標徴種知よび区分種

ハ　　マ　　ゴ　　ウ 3．3 3・3 2・2 2．3

オ　　ニ　　シ　　バ o o　　　　卜 1・2 1・2

随　伴　種

コウボウムギ 2・2 2・2 3・3 3・3

ケカモノハシ 3・4 1・2 4・3 3・3

ハマヒルガオ o 1・1 ● 十

ハ　マ　ニ　ガ　ナ o o 十 十。2

ハマボウフウ ● ● 1．2 1・2

ソ　ナ　レ　シ　バ o 2．3 0 ■

ホソバワダン o 十 o o

ハ　マ　グル　マ ● ● 十・2 9

調査地及び調査年月鼠　410，408：浜田，下こしき島（1976．12．24）

289，288：唐浜海水浴＝陽（1976．12。18）
調査者　418・410：大野・箕輪・木村，288，289：藤原，箕輪’
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翅．シオカゼテンツキーコウライシバ群落

　　海岸に面した断崖，急傾斜地は，風衝低木林のオニヤプソテツーハマビワ群集，マサキートベラ群集，トペラー

　ウバメガシ群集などから毎η以下の樹高で舞対称形の樹形をなし亜高木，低木がマッキー状の生育を示している・

　これらの風衝低木林の海岸前線には，木本植物が生育できず，ボタンボウフウ群団にまとめられるシオカゼテンツ

　キーコウライシバ群落，サツマノギクーホソバワダン群落など草本植物群落の生育地となっている。

　　シォカゼテンソキーコウライシバ群落は，岩盤地で基盤が露頭している海岸断崖地に，コウライシバ，ケカモノ

　ハシなどが限られた岩隙や小面積の土壌堆積地に生育している。群落の高さ0．05～0．1窺でコウラィ

　シバ，シオカゼテンツキを群落区分種としてシオカゼテンッキーコウライシバ群落にまとめられる。シオカゼテン

　ッキーコウライシバ群落は，出現種数3～8種，平均出規種数5種を数え，コウライシバ，ボタンボウフウ，ホ

　ソバワダン，シオカゼテノツキが恒存種として生育する。

13．サツマノギクーホソバワダン群落

　　風化した砂礫の堆積した海岸断崖地には，サツマノギク　ヒメハマナデシコ，タイトゴメ，ハチジョウススキ，

　ヒゲスゲを区分種とするサツマノギクーホソバワダン群落が分布する。今回植生調査資料が得られたサソマノギク

　ーホソバワダン群落は爾方町人形岩，長目の浜，下こしき島手打ち，下こしき島小牟田の逡地点である。群落葛は

　1吻以下でススキ，ハチジョウススキ，サツマノギク，ボタンボウフウ，ホソバワダン，テリハノイバラが高い

　被度で生育がみられ，とくにホソバワダノ，ボタンボウフウは高い常在度で生育している。

　　サツマノギクーホソバワダン群落は，より自然度の高い林分，より貧養な海岸最前線の急傾斜地でハチジョウス

　スキが生育し，土壌の堆積のある緩斜面でススキが特徴的にみられ，下位区分される。サツマノギクーホソバワダ

　ン群落は，シオカゼテノッキーコウラィシバ群落などと同様に，その残存画積は上こしき島を中心に著しぐ限られ

　ている。

一39一



Tab　1こ．　シオカゼテンツキー貰ウライシバ群落およびサツマノギクーホソバワダン群落

Aシオカゼテンツキー旨ウライシバ群落

　a1ケカモノハシ下位単位
　a2典型下位単位
B　サッマノギクーホソバワダン群落

　b1典型下．位単位

　　b2ススキ下位単位
` B

通　し　番　号

al　　　　　　　　　　　　　a2

P　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9

　　bl　　　　　　　　b，→
P0　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20　　21

調　査　番　号 415　416　486　488　540　541　542　543　414’258　257　49G　491　413　546　436　539　462　434　326　327．

調　査圃積（mXm＞ 20　　25　　　4　　　4　　04　　25　　　8　　　4　　　1 6　　15　　32　　　3　　　3　　　2　　25　　20　　40　　　2　　40　　60

方　　　　　位 SB〕　S理　　　～　　　一　　S　　　S　　　S　　　S　　　轡 SW　遇　　一　　一　WSW　－　W　　S　旦　　W　　W　　W

傾　　　　斜（。〉 25　　35　　　一　　　一　　40　　一　　　一　　　一　　　60 5　　85　　25　　25　　60　　一一　　　70　　40　　70　　20　　20　　　5

植　　生　　高（m） 05　　03　005　008　006　　0ユ　0∫〕5　006　　0ユ 04　　08　　1D　　O5　　02　　0ユ　　02　　03　　05　　02　　04　　12

植　　被　　率（％） 95　　80　　80　　80　　50　　40　　70　　80　　40 70　　70　　90　　90　　40　　50　　40　　60　　30　　70　　60　　85

出　現　種　数 6　　　8　　　8　　　6　　　4　　　5　　　4　　　4　　　3 9　　10　　　7　　　6　　　6　　　5　　　9　　　9　　　8　　11　　　8　　　6

群落区分種
ロ　ウ　ラ　イ　シバ 1．2　1。2　5●4　5。窪　3●3　4●4　4・4　5・4　3・3 ・　・　・　・　…　　　　十・2　・　…

シオカゼテンツ　キ ・1・2十　十　・　÷　一ト　十　・ o　　　　o　　　　・　　　　●　　　　●　　　　　・　　　　●　　　　●　　　　●　　　　o　　　　■　　　　●

下位単位区分種 一一｝一戟@　　　　　　　　I

　ケ　　カ　　モ　　ノ　　ハ　シ

Q落区分種
・　…　　　　十・2　・　・　・　…　　　　　十

サ　ツ　マ　ノ　ギク ・　十　。　・　・　・　… 1。2　　・　　1・2　5●4　2●2　1・2　　十　　　一ト　　1・2　　十　　　・　　　・

ヒメハマナデシコ ●　　　　o　　　　　o　　　　　●　　　　　■　　　　・　　　　　o　　　　　魯　　　　　● 2。2　1。1　　十　　十・2　　・　　　・　　　。　　1．2　1。1　　．　　　一ト　　　’

ハ　　マ　　ナ　　タ　　マ　メ 3　　　●　　　　o　　　　鱒　　　　■　　　o　　　　o　　　　曾　　　● 一ト◎2　　「ト　　1鼻2　　。　　　。　　　9　　　6　　1・2　　9　　　十　　　。　　「ト

タ　　イ　　ト　　ゴ　メ ・　　　・　　　瞬　　　・　　　・　　　9　　　。　　　・　　2・2 十　　2・2　　・　　　・　　292　　。　→→2　　　・　　・　　1●2　　8　　　8

ハチジョ　ウススキ ・　　　　●　　　　8　　　　0　　　　　0　　　　0　　　　．　　　　騨　　　　撃 3●3　2●3　5●5　　馴　　　●　　　十　　　〇　　　・　　　0　　　9　　　9　　　’

ヒ　　　ゲ　　　ス　　　ゲ ・　　　・　　　8　　　費　　　．　　　・　　　・　　　。　　　● 2・3　1唇2　　・　　　◎　　　・　　　・　　　●　　　●　　　。　　　9　　三・2十・2

下位単位区分種 「皿一一一一 @一一　一一一一一一一「
　ス　　　　　ス　　　　　キ

Q団標三種澄よび区分種

@ボ　タ　ン　ボ　ウ　フ　ウ

2・21・2　…　　　　　十　十　・　・
　　　　　　　　　　・　・・…　　11・22・32・33・32・23・41　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　＿　　　＿　　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　　一　　一　　一　　　一　　㎜

¥　　　十　　　十　　1・2一←2　102　十●2　　十　　一｛一・2　2．3　2。2　　十　　2。2　1・1　1●2　2。2　3●3　　十　　3・2　1・2　2・3

ホ　　ソ　バ　　ワ　ダ　ン 一卦　　　十　　　一十・　1・2　　8　　　・　　　… 1・2　2・3　　十　　　9　　　・　　1●2　2●2　2●2　1●2　1・2斗→2　　・

ハ　　マ　　ボ　　ッ　　ス ・　・　十　1・2十　・　… ・　　1・2　　十　　　　◎　　　十　　　　・　　十　　　　・　　十　　　÷　　　・　　　・

ハ　　マ　　エ　　ノ　　コ　ロ O　　　　o　　　　●　　　　O　　　　　o　　　　・　　　　畳　　　　，　　　　o ・十・2　・　・十・2　・　＋　・　・　…

　ハ　　マ　　ト　　ラ　　ノ　オ

潤@　伴　　種
@テ　　リ　ハ　　ノ　　イ　ノく　ラ

o　　　　響　　　　銅　　　　■　　　　　，　　　　o　　　　o　　　　9　　　　9

怐@　　　　臓　　　　　o　　　　　，　　　　　●　　　　■　　　　　●　　　　　・　　　　　o

。　・　・　…　　　　　十　十　・　2・2　・　・

E　　　撃　　　。　　2。2　　・　　1。2　　・　　2●2　　・　　2・2　　5　　　。

カ　　モ　　ノ　　ハ　　　シ …　　　　　十　　・　…　　　　　。 G　　　O　　　。　　　・　　　。　　　9　　　。　　　8　　　9　　　・　　3●3　　・

シ　ャ　リ　ン　パ　イ 十　十　・　・　。　・　… 9　　　　　8　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　●　　　　　9　　　　“　　　　●　　　　　■　　　　●

ギ　　ョ　ウ　ギ　　シ　バ ・　・十・2　・　。十・2　… ・　　　　　●　　　　●　　　　奮　　　　唇　　　　o　　　　●　　　　　●　　　　●　　　　蓼　　　　　●　　　　o

リ　ユウ　ノ　ウ　ギ　ク g　　　　　o　　　　　o　　　　　●　　　　　魯　　　　●　　　　　量　　　　　．　　　　　o ・　・　・　…　　　　　十　・　・　十　・　・
オ　　ガ　　ル　　ガ　　ヤ 費　　　　・　　　　曾　　　　邑　　　　　幽　　　　唇　　　　，　　　　●　　　　o 。　…　　　　　　。　・　…　　　　　響　1・2十・2

出現1回の種　　5：ソナレムグラ十，8：トベラ÷，　10：ツワブキ十，11：ハマエンドウ十，13：ハマアオスゲ

1・2，コメヒシバ十・2，18：チガヤ1・2，キランソウ？，　十，1g；スイカズラ十，　20：アキグミ十，

調査地及び調査年月日　　　4ユ5，416，4ユ3：下こしき島浜田（1976，12，24），258，257，326，西方町入形岩

（1976，8，1）486，490，491，488：長罠の浜（1976，1島26），436，437，434，下こしき島手打，426‘下

こしき島小牟田（1976，12，24＞，460：下こしき島鹿島，539，540，541，542，543，546：下こしき島荒串

（1976212，25　）o

調査者　　413，414，415，416：大野，箕輪，木村，486，488，490，491：菖脇，河野，中

　　　　　村，木村，539，540，541，542，543，546：奥田シ257，258：奥田，中村，大山
　　　　　434，436：奥田，望月，大山，462：望月，箕輪，326，327：藤原，望月，箕輪
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鋒．イソテンツキ群落

　　甑島をはじめとする北部西海岸の海岸断崖地の発達する地域には，波打ぎわ近ぐの裸岩地に，海風や高潮の際の

　海水の飛沫を浴びて，イソテンツキ群落が生育しているのが見られる。　イソテンツキは岩の割目にそって下根し，

　照塊状の群落を形成する。共存種はごく少なく，ギョウギシバ，ボタンボウフウ，ハマボッスなどが低被度で見ら

　れるのみである。植生高は20傭内外で，きわめて低い。

　　生育地の土壌は，上：方から崩落して岩隙にたまったわずかの土で構成される。土壌量が増すに従って，隣接植生

　の風衝草本群落であるサソマノギクーホソバワダン群落に移行してゆく。一方，汀線た近い部分には甑島での場

　含コウそイシバ群落が出現することがある。

　　イソテンツキは耐塩性があるため，塩沼湿地にも出現し，ハママツナや，ホソバノハマアカザなどと共存する場

　合がある。

τab．12．　イソテンツキ群落

通　し　番　号 1 2 3

調　査　番　号 439 441 438

調　査　面積　（㎡） 0．2 10 4

植　　生　　高　（㎜） 20 20 20

全　植被　率　（％） 50 60 60

出　現　種　数 4 5 5

群落区分種
イ　ソテンソキ 3・3 3・3 3・3

随　　伴　　種

ギョ　ウギシバ 2・2 1・2 1・2

ボタンボウフウ 十 十 十

ソナレムグラ 十 の ●

ギ　シ　ギ　シ ● 十。2 ●

ハマ　トラノオ ● 十 ●

ハ　マ　ボ　ツ　ス ● ● 1・2

けユウノウギク ● 9 十

調査地1－3：下甑島手打（1976．　12、24）

調査者：奥田，望月，大山

15．塩沼地植物群落

　　遠浅の入江や，河口付近に拭いて，潮の干満の影響を受ける塩生湿地に生ずる植物群落は，塩沼地植生とよばれ，

　耐塩性のある特殊な植物で構成される。

　a．ナガミノオニシバ群集

　　　河口付近の低湿地で潮の干満の影響を受けるところに発達する。構成種は殆んどナガミノオニシバ1種よりな

　　り，30伽内外の植生高で80～90％の植被率となる。群落の相観は芝生状を呈する。

　　　群集の立地は。河川が運搬した砂礫を主とし，泥地のシオクグと対照的である。

　　　群集分旧地は纏の江で得られたが県下ではすでに串木野でも報告されている。
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b．コォニシ！ノく春羊落

　　上甑ではナガミノォニシバの母種であるコオニシバの群落が調査された。相観や生育環境などはナガミノォニ

　シバ群集と類似している。

C．　シオクグ群集

　　河口付近の塩性の泥湿地には，シオクグ群集が見られる。シオクグの桿は高さα5～0．7η内外に達し，細長

　で，干満に際し屈曲し潮流に抵抗力がある。根部は塩分を含む粘質士に詮おわれている。またわずかではあるが

表層土に有機質の堆積を見る。

　　シオクグ群集の生育地は一上甑下甑，福ノ江などで見られた。わが国では関東地方以西の各地の湾内に広く分

布している。

d．　フクド群集

　　フクドはヨモギ属の植物であるが，塩沼地では満潮時の波うちぎわ，すなわち塩沼地としては限界付近に生育

　する。群落高は0．5魏内外で，地際に多数のロゼット葉を生育させ，有機物を堆積させる。

　　フクド群集の分布は関東地方以西の太平洋岸に限られている。調査資料は出水市荒崎で得られた。

e．ハママツナ群集

　　ハママツナ群集は塩沼地としては最前線に位置し，満潮の際にもっとも半かん水に冠水する時間の多い植物群

　落である。ハママツナ．ホソバノハママツナなどの多肉化した1年生の耐塩生植物が篇ゼット状に発育する。生

育地の土壌は，塩分含量の多い粘質土で，最も不安定地であるため有機物が供給される機会は少ない。

　ハママツナの分布地は福ノ江で記録された。
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甑わ13．　ナガミノオニシバ群落、コオニシバ群落、シオクグ群集、フクド群集及びハママツナ群集

調 査　　番　　号 1　　　2　　　3　　　4　　　δ　　　6　　　7　　　8　　　9　　　1G　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　　20

氈@　　出福上　　　　　　下　　福出　　　　　福
@　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　水

調 査　　　地
ノ　〃　〃帯ノ　　〃　！！〃　〃　　〃ノ　市　〃　〃　〃ノ　〃　〃
@　　　荒　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒
]　　　　　崎　江　甑　　　　　　　　　　甑　　　江　崎　　　　　　　　江

調 査　　面　　積（㎡〉 8　　　6　　30　　12　　　　　　　3　　15　　25　　　　　　　9　　75　　　4　　　6　　12　　　2　　35　　10　　10　　　4　　10

麺 生　　　高伽） 03　　02　　02　　Gユ　　α7　　02　0ユ5　　G5　　05　　05　　02　　02　　07　　05　　05　　03　　05　　06　　03　　04

全 植『被　率・（％） 95　　95　　95　　80　　90　　70　　95　　90　　90　　80　　75　　80　　95　　75　　80　　50　　80　　95　　60　　70

出 現　　種　　数 1　　　1　　．1　　　3　　　3　　　1　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1　　　2　　　3　　　3　　　2　　　4　　　5　　　3　　　7　　1G

群 集　標　徴　種

iガ　ミ　ノ　オ晶　シバ
＿　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一一　　　一

堰@　　　　　　　　　　　　　l
P5・5　5●5　565　584　4・3　1’　　　。　　　脅　　　・　　　。　　　。　　　・　　　・　　　贋　　　．　　　纏　　　・　　　・　　　◎　十・’2

群 落　区　分　種
L＿＿＿＿＿＿＿＿一

コ オ　　ニ　　シ　　バ
　　　　　　　「一一一町●　　　8　　　　●　　　　・　　　　◎　　4曹4　　5．51　・　　　　・　　　　。　　　　●　　　　。　　　　。　　　　◎　　　　●　　　　’　　　　●　　　　・　　　　●　　　　’

@　　　　　　L＿＿＿＿1群 集　標　徴　種
r一一一｝一一一｝一一一一｝「

シ オ　　　ク　　グ ．　　　・　　　・　　　●　　　。　　　．　　一ト　15・4　594　5・4　594　5・4　5・4　4・3【2・3　　9　　　・　　　・　　　。　　182

群 集　標　徴　種
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

群

　　　ク　　　　　ド

W　標　徴　種
@’マ　　マ　　ツ　　ナ

一・ ﾄ・・一・一一… 汳ao弥＋＋
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一扁皿一｝一一圃
E… @　3・3・…　　一一…　　一・4・侶・矧

ホソバノハマアカザ ・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　申2聖2＋1

随

ウ　　イ

　ラ　　　ギ　　　ク

¥　　テ　　ン　　ッ　キ

ｺ　　種

一・・ {・一・・一・・唱…
@　一・＋…i．　　　．　　　。　　　．　　　．　　　●　　　．　　　◎　　　。　　　・　　　・　　　。　　　。　　　・　　　〇　　十弔2　（十）1　・　　4・3　2。2　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＿＿＿＿＿」

ヨ シ …　　　＋・2・　・　・　・　・　…　　　1・22・2・　・　ゆ　’　・　・
ノ、 イ　　　キ　　　ビ 醤　・　．　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　＋　＋　…

ギ ヨ　ウ　ギ　　シ　バ ．　．　・　、　・　・　・　…　　　　　．　…　　　　　’　＋＋・2　…

オ 漏　　　　シ　　　　ノく ．　　　．　　　．　　　．　　　●　　　．　　　・　　　。　　　・　　　。　　　・　　2．3　　　・　　　啓　　　・　　　・　　　…　　　　　　　　　　　。

ノ、 マ　　　サ　　　ジ ．　、　．　。　。　．　．　。　・　・　・　…　　　　　●　・　・2・2　・　・

メ ヒ　　　　シ　　　　ノく ・　・　。　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　◎　…　　　　＋　・
イ ヌ　　　ビ　　　エ ．　．　・　・　。　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　　＋　・

ホ ウ　　キ　　ギ　　ク ．　．　。　．　．　．　・　．　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　＋・2

タ カ　サ　　ブ　　ρ　ウ ．　，　。　。　，　。　．　・　・　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　＋

オ オ　ホ　ウ　キ　ギク ．　・　・　・　…　　　　　．　・　…　　　　　●　・　●　”　　・　〇　＋

調査年月日澄よぴ調査者
　1－3，5，13，18－20，；1976，8。2　（藤原，望月，Ll」懸）　4，．14，15，16，17：1976，8．2。（藤源・

　望月，山田）　6－10と1976，12，26，（宮脇，河野，中村，木画）　11－12：1976，12，2唾，（藤原，箕

　輪）
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16．ビ日一ドテンツキーハタガや群落

　　河川の下流部のはんらん原や河口付近に形成された埋立地などの，乾生で砂漠状態になった平坦地には，一般に

　1年生草本による先駆植生が形成される。ハタガヤはこのような立地にしばしば見られ，先駆植物群落を形成する。

　　講査された場所は川内用下流の船間島で，広大な埋立地は，強ぐ乾燥してほゴ無植生の状態となっているが，わ

　ずかに，・・タガヤ．ビロードテンツキ，イガガヤツllなどが10～40％の被度で斑紋状に生照している。共有種

　は他にコマツヨィ，メヒシバなどがあるが出現纏は5～7種ときわめて単調である。

　　生育地の土壌は河川が運搬した土壌と河口付近の砂丘の砂を主とし，有機質に乏しぐ，貧養状態にある。風による

　表層上の移動は砂丘の場合ほどいちじるしぐはない。

　　ハタガヤはチャガヤソリとともに河床の砂礫地にも見られる。したがって砂丘と河床との立地の類似性が推定さ

　れるQ

　　　　　　　Tab　14。　ビ日一ドテンツキ皿ハタガや群落

調 査　番　号 1 2 3 4 5

調 査　面　積　（η22） 25 4 25 25 100

植 生　　率　（㎝） 20 20 15 15 15

全 植　被　率　（％） 35 40 40 40 10

出 現　種　数 5 5 6 7 7

群落区分種
ハ　　タ　　ガ　　ヤ 3・3 3・3 3・3 3・3 1・2

ビロードテンツキ 1・1 1・2 1・ユ ユ・2 1．2

イ　ガガヤ　ソ　リ 十 ÷ 十 十 ●

随 伴　　種

メ　　ヒ　　シ　　バ 1・2 1．2 1・2 1・2 1・2

コ　マ　ツ　ヨ　イ 唇 1・1 十 十 1・1

コ　ヌ　カ　グ　サ 8 o 十 十 ■

ダンドボロギ　ク ● ◎ 費 o ●

クナシヒメムカシヨモギ 騨 o ● 十 ■

ギヨ　ウ　ギ　シバ 置 o o ● 十

ク　　サ　　ネ　　ム o 9 ■ 蓼 十

コ　ウ　ボ　ウ　ムギ ● ● ● o （＋〉

調査地薄5：川内翻鵬（1976・8・斗）
調査者：爽田，中村，大山

17．抽水植物群落（ヨシクラス）

　　ヨシクラスに所属する植物群落であるが，出現指数のきわめて少ない単調な植生単位は，繁とめて表14に示さ

　れている。

　a．シログワイ群落

　　　シログワィ1種が構成種となる単調な植物群落で池沼の岸部の水深30～50αηの範囲内に生育する。桿は細

　　長で密生して水面上に0．3～0．8鋭抽水する。陶久根市瀬之浦で記録された。

　b．マコモ群落

　　　マコモ1種よりなる群落で，池沼の津部にそって，水深0～30磁の範囲にみられる。植生高は，群落の発達
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する状態では2鵤を越す場合がある。マコモ群落はウキヤガラーマコモ群集として報告されたものの断片にあた

　るが，一般に南方では発達が悪い。富栄養湖ではいちじるしぐ繁茂する。

c．シチトウイ群落

　　シチトウイが優占する群落は．一般に九州南部以南の暖地に眼られる。海岸に近い沼地や水田跡などに生育し，

　1窺内外の密な植分を形成する。ときにヨシが侵入して2層群落と奉る。今回は甑島の須日池畔飽で観察された。

d　サンカクィ君羊落

　　シチトウイと同様海岸に近い池沼に齢いて富栄養化した泥湿地に生育する。サンカクィはゆるく流れる海辺に

　も分布し，コガマなどと共に群落を形成することがある。今回の資料は共存種にとぼしぐ断片的左植分である。

e　ヨシ群落

　　ヨシの密生する植分が船間鑑の河辺低湿地で記録された。植生高は1．2～1，5彿に達し共存性を欠いている。

f。　コウキヤガラーフトイ群落

　上甑島の須口池は。海岸に接して存在し，塩水の侵入を見る。この池の岸辺で，遠浅になった泥湿地にはコウ

　キヤガラの優占する草原がみられる。水深が増す池側では，フトイが出現し，反対に岸偵膨）薩水しない立地では共存

　するヨシの植被率：は高ぐなる。

　　コウキヤガラは，沖縄島付近では水田雑草となっているが　（コウキヤガラ群集M圭yawaki　1960），自然状態

では日本列島の各地の塩沼地に広ぐ生育して詮り，塩沼地植生の一つのタイプと考えられる。
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㌘ab　15．　シ隣グワイ群落，マコモ群落，シチトウイ群落，サンカクイ群落9ヨシ群落及びコウキヤガラーマコモ

　　　　　群落

調　査　番　号 1　　2 3　　4 5 6 7　　8 9　　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17

水　　　　深（㎝） 50　50 30　30 一 一 一『
一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　一

植　　生　　高（勉） 1　　1 08　一 0β 5 9　　25 40　　20　　25　　100　　25　　25　　25　　25　　25

全　植被率（％） 8◎　9G 90　80 90 90 50　90 90　　80　　60　　80　　85　　85　　70　　75　　80

出　現　種　数 1　　1 2　　1 1 1 3　　1 1　　　　3　　　　1　　　　1　　　　3　　　　3　　　　3　　　　4　　　　5

群落区分種
「㎜｝一一一一『「

シ　ロ　グ　ワ　イ i5・4　5・5　4・4｝　　・　’ ● ．o ●　　　　　　　　　o ●　　　　　■　　　　　o　　　　　書　　　　　●　　　　　o　　　　　o　　　　　9　　　　　9

L＿＿＿一＿＿」．

群落区分種
」マ　　　　ロ　　　　　モ 膨　　　　　　　　　●

「｝一一一π・15・45・51

k　＿＿＿＿＿［

， ，　　　　　　　　　． 8　　　　　　●　　　　　　・　　　　　●　　　　　　■　　　　　●　　　　　　●　　　　　　o　　　　　　●

群落区分種
シ　チ　ト　ウ　イ o　　　　　　　　　● ●　　　　　　　　　脅

「一　一一「
E15。5　2・2L＿＿＿＿」 8

・　　　　　●　　　　　　o　　　　　　●　　　　　9　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　・　　　　　　，

群落区分種
「一｝…一｝一｝「

サ　ンカ　ク　イ o　　　　　　　　　● ●　　　　　　　　　● 響 o 0　1　5。4　　535　　2・2　1　覇　　　　の　　　　。　　　　。　　　　・　　　　・　　　　。

k＿＿＿＿＿＿＿＿1

群落区分種
r｝一一一『一一一一一『｝一「

コ　ウキヤ　ガラ ．　　　　　　　　　o ・　　　　　　　　　● ● ● ●　　　　　　　　　9 ●　　　　’　　　。　　　。　i5・4　5・4　3・3　3電3　2・2　1　　　　　L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1

7　　　ト　　　イ ●　　　　　　　　　o ●　　　　　　　　　・ o ■ 9　　　　　　　　　・ 。　　　　．　　　　・　　　　・　　　　。　　　　・　　2・2　　1・2

ヨシ’クラスの種

ヨ　　　　　　　　　シ ，　　　　　　　　● ，　　　　　　　　　● o ◎ 3・3　　。 ●　　5・4　4・4　5。4　1・1　1・2　　　十　　5・4　5・5

セ　　　　　　　リ ●　　　　　　　　o 0　　　　　　　9 o ■ g　　　　　　　　　o

●　暦　9　’　…　　　　　＋＋・2

　ヒトモトススキ

潤@　伴　　種

@ハ　　イ　キ　　ビ

o　　　　　　　　o

潤@　　　　　　　◎

o　　　　　　　　　o

Q・3　　・

o， ◎σ （1・2）・

@3　　　　　　　　　0

。　　’　　・　　。　　。　　・　　．　　。　　。

E㈲　・　・　．　．　．　。1．2－

ギ　　シ　ギ　　シ ・　　　　　　　　　8 嘩　　　　　　　　o o ● ◎　　　　　　　　o

●　’　。　・　・　…　　　　　＋

調査地・調査年月日および調査老

　1－5：阿久根市瀬之浦（1976．12。20），鈴木，井上，6；下甑（1976。12．24）g藤原，箕輪，7，13－17上甑須

　口池畔（1976．12．26），奥田，佐々木，大由，箕輪，8－9：上甑（1976、12。26），宮脇，河野，10；下額（1976．

　12．25），望月，　箕輪，　11－12：船田島（1976。12．　18），藤原，　箕輪
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王8．アキカサスゲ群集（’仮称）

　　姶良郡菱刈町の海抜340窺内外の由地の谷状地に，きわめて自然な状態でアキカサスゲの密生した草原が見出

　された。アキカサスゲが優占し，植生高は60～70傭で植被率も90％を越している。共存種は少なく，わずか

　にカンガレイ，アブラガヤ，ヌマトラノオなどの湿生植物が低；被度で宥在するのみである。

　　生育地の土壌は，ひかくてき粘性の泥土を主体とし，常に0～10απの停滞水をみる。しかし，雨期には冠水し，

　また運搬された±砂によって地表面がおへわれる・場合がある。

　　アキカサスゲ群集の相観は，いわゆるスグ型の植生ですでに報告されているカサスゲ群集（Miyawaki　u．　Oku－

　da　1972）ときわめてよぐ似ている。アキカサスゲの分布は本州の西部，四国，九州に限られている。したがっ

　て群集の分布もこの地方に限られ，カサスゲ群集とすみ分げているものと考えられる。

　　アキカサスゲ群集は，カサスゲ群集，アゼスゲ群集などと共に大形スゲ群団を構成し，ヨシクラスに所属するも

　のと考えられる。

Tab　16。　アキカサスゲ群集

通 し　番　号 1 2 3 婆 5

調 査　番　号 337 338 339 340 341

調 査　面　積（㎡） 16 16 16 16 25

植 生　　　高（㎝） 70 60 65 65 70

全 植　被　率（％） 95 95 95 95 90

出 現　種　数 2 3 2 3 3

群集標徴種

ア　キ　カ　サ　ス　ゲ 5・5 5・4 5・5 5．5 5・5

ヨシクラスの種

カ　ン　　ガ　レ　イ 2・2 1・2 o ■ o

ア　　ブ　　ラ　ガ　ヤ o 十・2 十・2 匿 o

ヌ　マ　ト　ラ　ノ　ォ ● o ● 十 十

随 伴　種

ヌ　　　カ　　　キ　　ビ o o 曾 十 ■

ス　　イ　　カ　ズ　　ラ
■ o ● o 十・2

調査地　姶良郡菱刈町（海抜3407η）　調査年月縫　1976，12．20

調査者：奥田，中村，小川

19．ナガボノシロワレモユウーヌマトラノオ群落

　　ヨシクラスに所属する植物群落の左かで，由間の谷戸状地や，台地上に見られる谷状地さらに，ため池などの岸

　辺に生育する群落は．多様な湿生植物で構成される。主として，ヌマトラノオ．ヌマゼリ，ヒメシダ，ノハナショ

　ウブ，ナガボノシロワレモコウ，サワギキョウなどの植物が出現する。大住で得られた，ナガボノシロワレモコウ

　ーヌマトラノオ群落も，このような植物群落の一つである。生育地は小形のため池の岸部の湿地で，ヌマトラノオ

　の被農が高く，チゴザサ，ヌマーぜリ，シカクイ，ホタルイなどが出現している。沼の水は，灌溜iの農的で利用され

　るため，水位に季節的な変化がある。そのため，ヤノネグサ，ヒナガヤソリ，ミゾカクシなどの岸辺生の植物が共存している。

　　群落の所属は，アゼスグ群集などと同様にヨシクラスである。
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Tab　17．　ナガボノシqワレモコウーヌマトラノオ群落

調査番号 ユ49

調査二二（㎡） 9

植　生　高伽） 50

全植被率（％） 90

出現記数 11

群落区分種

ヌ　マ　　ト　ラ　ノ オ 4・4

チ　　　ゴ　　　ザ サ 2・2

ナガボノシロワレモコウ 1・2

ヌ　　　　マ　　　　ゼ り

1・2

シ　　　カ　　　ク イ 1．2

ホ　　　　タ　　　ル イ 十。2

ノ　ハ　ナ　シ　ョ　ウ ブ 十

随　伴　　種

ヤ　　ノ　　ネ　　グ サ 1・2

ヒ　ナ　　ガ　ヤ　　ツ
り

1・2

ア　　　　シ　　　ボ ソ 十。2

ミ　　ゾ　　カ　　ク シ 十・2

調査地，大住　（1976．7，28）

調査者　　奥出，中村，大山

20．セキショウ群落

　　出間の漢流やその周辺に誇レ・て，半陰で常に流水にうるおされる立地には独特な植物群落が形成される。生育

　地の多ぐは岩隙などの安定地で，発達した根茎をもつ植物が生育する。

　　セキショウはこのような立地に最も適した生育形をもつ。根茎は横走して岩隙にくい込み茎葉を叢状に密生する。

　　葉は細長くて光沢があり，水流に対し，抵抗が少ない。

　　鹿児島県北部で得られたセキショウ群落は随伴する植物が異なる。薩摩郡ではアキカサスゲと共存し，出水市犬

　山では苔類やヒソジゴグの～種が密生する植分が観察された。また，犬山や薩摩町ではタニガワコンギク？，ナル

　コスゲ，コゴメスゲなどを伴なうセキショウ群落が見出された。これらの中でタニガワコンギク，コゴメスゲは，

　本州での分布は稀で，地域的な群集標徴種となり得るものと考えられる。ナルコスゲは，広域的に分布し，上級単

　位の標徴種になり得る（奥田1976）。

　　漢流植生は現在まだ十分調査が進んでいないが，関東地方に寿げるヒメレンゲーナルコスゲ群落（奥田1976）

　や琉球地方のサづコクホソグゥシダ群落との種組成の比較が望まれる。
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Tab　18．　セキショウ群落

調 査 番 号 1 2 3　　　4 5 6 7

調 査 面 積（㎡） 16 40 6　　　1 1 0．2 4

植 生
一」

ai㎝） 70 40 30　　40 40 30 王5

全 植 被 率（％） 30 5（ソ如70／30　95 70 60 60

出 現 種 数 3 5 6　　　3 4 5 5

群 落 区　分 種

セ キ　　シ ヨ
ウ 3・3 4・3 4・4　5。4 4・4 2・2 ．

下位単位区分種
ア キ　　カ　サ ス ゲ

「一一一l

P2・31
k＿＿＿F

o ㊤　　　　　　　　　　● o 0 o

1、…一喘一…一1
ヒ ツ　ジ　ゴ ケの一種 ● 13．3 2・21　● ◎ ● ●

苔 類　　の 一 種 o
　1Q，2卜　5

o ● ●

タ チ　ツ　ボ　ス ミ レ ■

Il十8～一一一＿＿｝

十　i　・

@1
o ● ●

「一一｝　一『一一｝一　一一「
タニガワ　コ　ンギク

？
o ● 。　11。2 十 2・2 3・31

「…｝一｝一一一1一一一．一一
＿＿」

ナ ノレ　　　コ ス ゲ ● ● ・　11。2 1●21 ● ●

L＿＿＿＿＿＿1
@　　　［一｝一一｝「イコ

タ　　チ

S　　　メ

ガス ヤゲ ●　　　　　　　　　　　●

掾@　　　　　　　　　　●

o● 11’2　1’211　　　　　　1

kL∫二a」

随　伴 種

シ ラ　ネ　セ ン　キ・ ユ　ウ 十 o o　　　　　　　　　　　． ■ ● 8

イ ワ　　　ヒ ト デ 9 ÷ o　　　　　　　　　　● o 腰 o

セ り o ● 十　　　。 o o 9

フ モ　　　ト シ ダ o ◎ 十　　　・ o ● o

ト べ ラ o o ●　　　　　　　　　　　9
（十）

● ●

カ タ ヒ パ ● ■ ●　　　　　　　　　　　． ■ 十 ●

ス ス キ 9 9 ，　　　　　　　　　　　8 8 8 1・2

ス ズ　　メ　　ノ ヤ り
o o o　　　　　　　　　　● o 曝 十

調査地　1』　薩摩君1蛛ノ谷（1976．12．21），奥沼，中村，小川，2～5二出水毒犬山（1976。12．22），

望月，藤原，箕輪，　6－7：薩摩i町観音滝（1976。12。23），奥田，中村，ノ」＼川，
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21．オギ群集

　河川は一般に中流部に達して勾配をやわらげ，流域に土砂を堆積させる。この堆積土は微～粗砂を主体とし，保水

力に富み，また冠水のくり返しによって，上流方向から栄養分の供給を受ける。このような立地には9一般にオギ

が密に繁茂し，相観的にススキ草原によく似た草原を形成する。

　オギ群集は，オギを標微種とする冠水自生草原の『つであり，わが国に広い三三域をもっている。調査地域内に

　も各地の河川ぞいに断続的にオギ群集が観案された。Tab・19に示された資料は東郷町鼠ケ郷で得られたものであ

る。植生高は1．7～1．8物植被率は10G％に近く診十分発達した植分である。構成種にはヨシ，セリ9クサヨ

　シgツボスミレなどの湿性立地の種群が存在している。

　オギ群集はp根群が発達するため河岸の保全には重要な役割を果たす。

　　　　　　　　　　　Tab　19．オギ群集

調 査 番 号 1 2 3

調 査 面 積 （㎡） 25 18 25

植 生 高 （伽） 1ン 1．8 1．7

全 植 被 率 （％） 90 100 90

出 現 種 数 11 11 20

群　集 標 徴　種

オ ギ 5・5 5・5 5・5

ヨ　シ　ク ラ スの種

ヨ シ 1・2 十 1・2

セ り 1・2 o 王・2

ヌ マ　　　ト ラ　　ノ オ ● ● 十

湿性立 地揚標種 群 、

1」一一｝一一一 u
ク サ ヨ シ o 11・2 2・2　i

@「ツ ボ　　　ス ミ レ 撃

Il十・2

1・2　1

@「
ヨ メ ナ ●

【1十・2

P

　ξ1・2　1

ヤ ブ　　　ジ ラ ミ ■ 　1¥　　1
ミ ゾ ソ

ノく o 　i¥　　暮
@｝

ヨ モ ，ギ ●

1｝1・2
1・2　1

@1ノ チ ド メ ■

【［十

1・21
一一一一一｝一一

随 伴 種

テ ツ　　　　ホ シ ダ 十 十 十

イ ノ　　　　コ ズ チ 十 鴫 十

ス ギ ナ 十 十 o

1回出現種　　1：ヤブガラシ2。3，イシミカワ十，セイタカアワダチソウ十，ミゾシダ十，カナムグラ十，

　3呂アキノノゲシ十，スイバ十，ヤブマメ十，イ十，　トウバナ十・2，ミッパ÷，

調　　査　　地 1－3：東郷町三ケ郷（1976．8。1），奥田，中村，大山，
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22，ツルヨシ群集

　　ソルヨシ群集ぼ，急勾配で砂礫陸の洲を形成しやすいわが国の河燐に適応した河辺生の一植生単位である。

　　ツルヨシ群集を構成するツルヨシは高さ1．3窺内外で，外観はヨシに似るが，地上部ではうぼふく枝が発達して

　いる。また桿はきわめて硬質で，増水による流水の水圧に抵抗力がある。さらに突発的な洪水によって檀物体が

　土砂に埋積されても，節より発根し，発育をつづげる特姓がある。

　　ツルヨシ群集は，ツルヨシー種を標徴種とする。構成種は一定せずスギナ，ヨモギ，ミゾソバ，アメリカセンダ

　ングサ，セリなどの河辺に生育する一年生草本植物や多年生草本植物が低い被度で出競する。

　　今頃の資料は，東郷町三ケ郷，栗野町上村，大ロ市などの山間部の漢流に高いて得られた。

　　　　　　　　　τab　20。　ツル譲シ群集

通 し　　　番　　　号 1　　　　2　　　　　3

調 査　　　番　　　号 246　　　　　144　　　　　176

調 査　　　面　　　積（㎡） 12　　　12　　　　10

植 生　　　　　高（襯） 1．3　　　1．3　　　09

．全 植　　被　　　率（％〉 80　　　　80　　　　70

「出 現　　　種　　　数 10　　　　16　　　　21

群 集　　標　　徴　　種

ヅ　　　　　ル　　　　　ヨ　　　　　シ 4・4　　　　5。4　　　　4・4

ヨ　シ　ク　ラ　ス　の　種

ク　　　　　サ　　　　　ヨ　　　　　シ 1。2　　　　十　　　　　・

随 伴　　　種

ス　　　　　　　ギ　　　　　　　ナ 十　　　十・2　　　十

ノ　　　　チ　　　　　ド　　　　メ 十　　　十・2　　　●

ヨ　　　　　　　モ　　　　　　　ギ ・　　　　1・2　　　十・2

カ　　　　　タ　　　　　パ　　　　　蓬 ・　　　　十　　　　　十

ミ　　　　ゾ　　　　ソ　　　　バ 1。2　　　　・　　　十・2

出現1回の種　　1呂ジャヤナギ十，ホウキギク十・2，セリ1。2，　Garex　sp．十，オヘビイチゴ十，

2：カナムグラ牽，ギシギシ十，コヌガグサ十・2，ウシノシッペイ（十1，イヌタデ÷，ヤノネグサ十，オオバコ十，

ヤマアワ十，ハイコヌカグサ1・2，スカシタゴボウ十，　3呂ツユクサ1・2，セイタカアワダチソウ十・2，

クズ十，ノイバラ十。2，アキノノゲシ十，アキノウナギツカミ1。2，ツリフネソウ十，トコロ（÷），タネツケバ

ナ十，イネ科Sp・1・2，ユキヤナギ÷o

調　　査　　地　　B東面町三ケ郷（1976．8．1）

3：大［コ市，（1976．7。29）

2：栗野町上村（1976。7。28），

調 i査 者　　二　1－3　奥濁，中村，大山
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23．アゼトウガラシ群集

　　アゼトウガラシ群集は，河川敷に訟いて夏季減水によって干上った場所に生育する短期1年生草本群落である。

　群集記載は，多摩川の中流の富栄養化した河辺泥土一とに生育する植分によって行なわれた。（簸yawaki　u，　一

　〇Kuda　1972＞

　　アゼトウガラシ群集はこのような河州敷の他に，貯水池や排水溝，水田の畦や，イネの収獲後の水田土壌上に

　見られる。調査された資料は，上甑の水田耕作あと地で得られた。

　　群落構成種はアゼトウガラシ，ニッポンイヌノヒゲ，ヒデリコ，カワラスガナ，ケイヌビエ，マソバイなどの1

　年生草本植物と，ホタルイなどのヨシクラスの種などがある。全般的に種数は少ない。

　　アゼトウガラシ群集の存在は，その立地の安定盤を示すものである。砂利採集や埋立てなどの人為的撹乱の起る

　ところでは構成種は少ないも

　　　　　　　　　τab　21．　アゼトウガラシ群集

調査面積（㎡）
植　生　高（㎝）

全植被率（％）

出現種数

群落区分種

　　アゼ　トウガラ　シ

　　ニッポンイヌノヒゲ

　　ヒ　　デ　　リ　　コ

　　カ　ワ　ラ　ス　ガ　ナ

随　伴

　　ケ

　　ホ

　　ミ

　　マ

種

イ　　ヌ

　タ

　ゾ

ス“

　ツ

ビ

ノレ

ソ

コ

ノく

エ

イ

ノぐ

ベ

イ

コウガイゼキショウの一種

5

20

40

10

十

1・5

1・2

1・2

2・2

2・2

十・2

十・2

十

1・2

調査地’上甑　　（1976．12．27）

調査者．奥田，佐々木，大山，箕輪

24．ヒツジグサ群落

　　水深が50翻以上をもつ池沼やため池などには，浮葉植物や沈水植物による植物群落が生育する。ため池の場合

　は，それが古く，しかも，三位の変動が少ないほど，これらの植物群落の発達は良い。

　　鹿児島県北部には，ひかくてきため池は少ない。大口市福属に位置するため池にはヒツジグサの繁茂する浮葉植

　物群落が見られた。この群落は，水深が浅く，岸辺よりウキシバが侵入し，ショウブ，ミゾソバなども出現する。

　　山間に形成されたため池は，一般に水質が貧養であるため，沈水植生や浮葉植生の発達は悪い。多くの場合ヒッ

　ジグサ，ジュンサイ，マソモなどが生育する。資料に示された植分はこれらのうちヒツジグサのみが生育する断片

　的なものと考えられる。
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響ab　22．　ヒツジグサ群落

調査番号 1 2

水　　　深（㎝） 10 30

調査諭積（㎡） 25 25

植　生　高（辮） 10 10

全植被率（％） 喚0 5◎

出現種数 3 4

群落区分種　・

ヒソジグサ 3・3 3・4

ウ　キ　シ　バ 2・3 2・2

随　伴　種

シ　ョ　ウ　ブ 十 1・1

ミ　ゾ　ソ　バ ● 無

調癖地：大口市福川　（1976，7，29）

調査者：望月，木村

b．ブナクラス域

　　日本の西南端に位置する鹿児島県土内は，常緑広葉樹林の成立するヤブソバキクラス域にそのほほとんどが

　属して診り，夏緑広葉樹林の成立するブナクラス域は山地上部のごく限られた場所に散在するにすぎない。

　　九州地方のなかで，北九彊に位置する福岡県下の福智山900規，英彦山1200搬では標高約650彿ないし

　800彫以上の山地がブナ帯に属する植生域といわれている。

　　九州南部のこの鹿児島県では最：高峰である霧島火山群の韓国岳1700晦，お・よび紫尾山1067糀，高隈山ユ237

　勉の山頂部がブナクラス域の植生帯に属するのみである。

　　ブナクラスの気候的極相林であるブナ林は韓国岳と南部の高寄山に限られ標高約1300η付近に現存する。
　　　　、

　　しかし，霧島火由群山四域では火山活動による土地の貧化と，山頂効果によって針葉樹類夏緑低木，草本植

物群落による偽亜高山植生を形成して診り，その範闘はブナ林よりずっと広ぐ，高度的にも燧火山群域で880

　～1300窺，新火回群域では1050彫以上の1お地で発達している。これらの偽亜高鋤植生を鈴木時夫1969は

　九州山頂帯という地方的な垂直植生図を認めている。

25．シラキーブナ群集

　　鹿児島県内のブナクラス域の植生を代表する夏緑広葉樹林には，ブナ，ミズナラ，タンナサワフタギなどの夏緑広

　葉樹が高被度で生育する。

　　調査された群落は群落高12初～22拠に及び高木履はブナ，ミズナラ，コハウチワカエデなどが占め，植被率

　約80％に：達している。

　　亜高木層は高さ8～1婆規でタンナサワフタギ，コハウチワカエデ，ネジキ，シロモジ，ナナカマドなどが高い

　植被率を占めて生育している。
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　低木層では約4翫で植被率は約90％と高い。この低木麟の高い植被率はスズタケの密生によるもので，他に

はハイノキ，ネジキなどが散生するにすぎず，この高いスズタケの植被によって草本贋を欠ぐ植分も多い。

　この夏緑広葉樹林はシラキ．モミ，ハイノキ，ツクシイヌツゲ，ナツツバキなどを標徴種寿よび区分種としてシ

ラキーブナ群集にふくめられる。

　シラキーブナ群集は以下の4亜群集が区分された。

i）アカガシ亜群集

　　アカガシ，シラキ，’アオハダ，ヒメシャラ，ツガ，ツルリンドウを区分種とし，亜高木：麟にはハイノキ，シキミ

　の常緑広葉樹の植被率が特徴的に高い。また高木層はツガ，モミ，ヒメシャラ，アカガシなどの植被率が高ぐ，

　ブナは小被度を占めるにすぎない。．

　　このアカガシ亜群集は韓国岳齢よび大浪池付近の1180～1310吻付近で，他のブナ林より低海抜地に発達し

　ており，ミズナラ，シロモジ，タンナサワフタギなど多くの夏緑広葉樹類を欠いている。平均出現種数は28種

　と他の三亜群集より多い。

li）コバノミツバツツジ亜群集

　　コパノミツバツツジ，アオダモで区分されオオカメノキ，シロモジの植被率が高く．ハイノキ，シキミなどの常緑

　広葉樹を欠いている。コバノミツバソツジ亜群集は大浪池付近の標高1270魏付近に発達し，平均出現種数は

　17種類と少ない。

睡Dハリモミ亜群集

　　ハ1，モミによって区分される群落で，平均群落高15彿ともっとも低ぐ，平均出現種数も16種類と少ない。

　　このハリモミ亜群集は韓国岳の1340～1430彿付近の高海抜地の緩傾斜地に発達している。

iv）典型亜群集

　　シラキーブナ群集の典型部分でツガ，ハリモミ，モミなどの針葉樹類やハイノキ，シキミ，アカガシなどの常

　緑広葉樹類をもまったく欠ぐかあるいはきわめて小被度で生育するにすぎない。典型亜群集は韓国岳の1380〃z

　付近の傾斜地に発達しており，平均出現種数は16種類である。
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26．オォマルバテソニンソウーブナ群落

　　紫尾山頂の標高約1000～1050物にはブナ・イヌシデ，ウリハダカエデなどの夏緑広葉樹林が発達している。

　群藩高王3～ユ8彫で高木層にはブナ，イヌシデ，ウリハダカエデの他にアカガシ，モミを混じえ，髄高木層診よ

　び，低木層にはコハウチワカエデ，シラキ，シロモジ，タンナサワフタギ，ヤマボウシ，オトコヨウゾメ，カマツカ．

　コガクウツギなど多ぐの夏緑広葉樹類を混生している。さらにハイノキ，シキミ，ヤプッバキ，シロダモ。イヌガ

　シなどの常緑広葉樹類の生育も認められる。：草本層は植被率60％にも及びスズタケを欠き，モミジガサ，チゴユ

　リ，サツマアオイ，ヤマジノホトトギス，オオマルバテンニンソウ，アキノタムラソウ，ヤマジオウなど多数の草

　本植物が混生している。このように多数の草本植物によって林床が占められていることは，空中湿度（雲霧）や地

　表水によって酒養される湿生林であるといえ，その群落構造は灘谷林のケヤキ林あるいはシオジ林に類似している。

　　紫尾山は標高1067㎜で，標高的にはブナクラスの植生帯を形成するのは無理であり，実際，山頂部はシキミ

　ーモミ群集が大半を占めている。したがってこのブナ林は北西斜面に土地的局地的に発達したブナ林として他の地

　域でのブナ林であるシラキーブナ群集とは組成的にも異なることからオオマルバテンニンソウーブナ群落として独

　立した群落として筏とめられる。

　　群落の区分種としてサツマァオイ，オオマルバテンユンソウ，ツクシガシワ，ミヤマナミキ，ヒメウワバミソウ

　左どの草本植物があげられる。平均出現種数も60種類ときわめて多いのが特徴といえる。
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τab　24。　オォマルバテンニンソウーヅナ群落

通 し　　番 号
1 2 3

調 査　　番 号 182 183 184

調 査　年　月 日 ケ6

V

今6

V

ケ6

V

30 30 30

海 抜 高（鶏） 1024 1010 1040

方 位 層W 即 w
傾 斜（o） 15 20 8

調 査　　面 積（m2） 30x10 20x2◎ 20x20

高木第11馨の高さ（m　） 14 18 13

高木第1層の植被率（％） 80 80 80

高木第2層の高さ（m） 9 12 9

高木第2層の植被率（％） 40 40 40

低木層の高 さ（m）
4 4 4

低木層の植被率（％） 40 30 30

草本贋の高さ（m）
0．8 0．8 α8

草本腰の植被率（％） 60 40 60

出 現　　種 数 67 55 55

群落区分種

サ ソ　マ　ア　オ イ K 十 十 十

オオマノしバテンニンソウ K 3・3 3．3 3・3

ソ ク　シ　ガ　シ ワ K 十・2 ● 2・2

上位単位の種

ナ Bl 4・3 3．2 4・3

B2 書 十 1・2

S 十 罐 十

イ ヌ　　　　シ デ B1 1・1 3・2 2．3

B2S一 o 十・2 ±

シ ラ キ B2 3・3 3・3 3・3

S 1．1 1・2 2・2

シ ロ　　　　モ ジ B2 2・3 1・2 2・3

S 2・2 1・2 2・2

タンナサワフタギ B2 1・2 1・1 ●

s 2・2 十・2 1・2

ソ リ　　バ ナ　　　　B2S ± 十 ，

一
ヤ マ　　ボ　　ウ シ 82 1・2 o 1．1

S 儘 ◎ 十

オ トコ　ヨ　ウゾメ S 1・2 十 1．2

カ マ　　　ソ カ s ÷ 十 十

キ ガ　　ン ビ S 十 ■ 十

コ ガ　ク　ウ　ツ ギ S 十 十 1・2

ミヤマカタバミ K 2．2 十 十・2

イ ワ　ガ　　ラ ミ　　　　SK：
～

± 十 ■

コ？ ト　ウ　ズ ル　　　B遜 ± 十 o

工 ゴ　　　ノ キ　　　　SK
『

± ■ 十

コタチソボスミ レ K 十 十 十

カ ナ　ク　ギ　ノ キ B2 o 十 ◎
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　ア馳オ　ハ ダ

随伴種
　ウリハダカエデ

ツルマサキ

モミジガサ
ハルノタムラソウ

チゴユリ
コ　ナ　ス　ピ

マソ武人ソウ
コチヂミザサ
ヤマジノホトトギス

キヨタキシダ
ナルコユリ
ナツトウダイ

ヤワラシダ
ヤマジオウ
‘セントウソウ
ツ　　ノレ　　キ　　ン’　ノく　　イ

ヤマヒヨドリバナ

イヌトウバナ
ア　カ　ガ　シ

モ
ミ

ハ　イ　ノ　キ

シ　 キ　
ミ

シ　ロ　ダ　モ

ヤブツバキ
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ミヤマシキミ
イ　 ノ　デ
ナガバモミジイチゴ

ァキノタムラソウ

Carex　　　sp・
コバノタソナミソウ

コハウチワカエデ

ク　 サ　ギ
イ　ヌ　ガヤ

ヤマムグラ
ヒメウツバミソウ

ヒメガンクビソウ

ミヤコナミキ

S猛
B2

81

B2旦

S

K

K

K

K

K

K

K

K

K
K

K

K

K

K

K

K

K
31

B2

S

旦1B2

S

K
82

s

32

S

s

旦2S

s

K

K

K

K

K
BIB2

S

S

K

K

K

K

0

6

1－1

1・1

十

十、

3。3

十

1・1

十

十

十

十

十

十

十

十

2・2

十

十

〇

1・2

2・1

1・1

◎

±

十

●

十

十

2。2

2。3

十

十

．十

十

十・2

1・2

1・2

十

2・1

十

十

十

1・2

1・1

十

一． T8一

±　 十

十　2・2

3・2

十

，

十

2・3

0

十・2

8

0

十

十

十

十

●

0

1・2

0

0

十

2・2

十

1・1

十

十

十

●

十・2

1・2

2。3

1・2

3・3

十

十

十

1。2

十

十

●

o

十

十

十・2

十

●

●

±

o

o

1。2

十・2

十・2

十

十

十

十

〇

十

十

十

1。2

十

十・2

十・2

十・2

1・1

●

5

1・1

0

0

0

十

十

1・2

十

1・2

0

0

十・2

1。2

十

一ト

2・2

十

奮

●

o

●

十



カ　　サ　　ゴ　　ケ

ナ　　ツ　　ヅ　　タ

ツ　タ　ウ　ル　シ

　M

　B2

　K
B2K

1・2

　●

　0

　9

●

十

十

±

十

〇

十

十

通し番号：1：ペニドウダンS－1・2，コバノガマズミS一十，イヌガシS一十，ピサカキS一十p

　アキギリK一十，ナッエビネK一十，フタリシズカK：一十，タニイヌワラビKl・一十，シシガシラK一

　十，マムシグサK一十，アォスグK一十・2，2：ミズキB1－1・1，サンカクズルB2一十，サルナ

　シ82一十，リョウブS一十，．ソルウメモドキS一十pジユウモンジシダK：一十，ミャマシケシダK一

　十，チヨウケンゴケM一十・2，3：ウメモドキS一十，イチヤクソウK：・一十，サルトリイバラK：一

　十，ササガヤK一十，ヒメテンナンシヨウK：一十P

調査地：紫尾山，　調査者：宮脇，望月，藤原，木村

27．ツクシコウモリーミズナラ群落

　　韓国岳の山頂部，標高1550祝付近では群落高3～4初のミズナラの低木林が発達している。低木層には植被率

　50～80％を占めて，ミズナラ，タンナサワフ軍内，キりシマミズキ，オオカメノキ，ミヤマキリシマなどの夏

　緑広葉樹類が繁茂している。また草本層は高さ約80㎝で90％の高い植被率をなし，ソクシコウモリ，キリシマ

　ヒゴタイ，ヤマヒヨドリ，ソクシァザミ，ショウジョウスゲ，ススキ，スズタケなどが密生している。

　　このミズナラ低木林はべニドウダン，ソクシミソパツツジ，キリシマミズキ，ナガパノモミジイチゴの低木類と

　ツクシコウモリ，キリシマヒゴタイ，ヤマヒヨドリ，ツクシアザミ，ショウジョウスゲなどの多くの草本植物によ

　って区分され，ツクシコウモリーミズナラ群落にまとめられる。

　　平均出規種数は20種類である。

　　このツクシコウモリーミズナラ群落は生態的には齢もに裏羅本山地に発達するウラジロヨウラクーミヤマナラ群

　団に類似して澄り，九州地方に多く分布しているミヤマキリシマーマイズルソウ群集の低木林に組成的にかなり似

　かよっている。
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τab　25．　ツグシコウモリーミズナラ群落

通 し　　番 号 1 2 3 4

調 査　　番 号 42 78 34 43

調 査　年　月 日 76
V

76
V

76
V

76
V

26 26 26 26

海 抜　　高 度（隅） 1550 1550 1550 1555

方 位 SW SW SW SW
傾 斜（o） 2S 25 25 25
調 査　　面 積伽x励 4×10 5×10 10×LO 8）く生0

高木箆2層の高 さ（窺） ～ 一 一
4

高木第2層の植民率（％） 一 一 〔 80
低 木層　の高 ．さ（アπ） 4 3 3 1．5

低木層の植：被率（％　） 80 80 60 50
草 本国　の高 さ（窺） α8 0．1 0．8 α4

草本層の薄髭率（％） 90 90 95 80

現　　種 数 14 17 19 31

群蕩区分種
べ ニ　　ド　ウ　ダ ン B2 旦 o 玉　。1 1・2 十

ナガバモミジイチゴ K ● o 十・2 十

ショウジョウス ゲ K ● o 1・2 1　・2

ツ ク　シ　コ　ウ　モ り K 2　。3 十 1・2 5　・4

キ　リ シ’マ　ヒ　ゴタ イ K 十・2 十 2．2 2．2
ヤ マ　　ヒ　　ヨ　　ド リ K 十 ● 十 十・2
ツ ク　　シ　ア　ザ ミ K ÷ ■ 1　・2 十・2
キ　リ　シ　マ　ミ　ズ キ s 2　・3 o ● 十

ツクシミツバツツジ 旦2 K 1　。2 1　・1 ● ±

上級単位の種
ミ ズ　　　ナ ラ 旦2 s 婆　。4 4　・4 4　・4 4　。4

K 1　。2 ● o ●

ス ズ　　　タ ケ s K ■ 4　・4 5　・4 ±

一
タ ンナサ　ワ　フ　タ ギ B2 ●

8 書 2　・2

s ● 1　・1 2・2 十

　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ

R　ハ　ノ　ク　ロ　ソ ノレ B2 ● ● o 2　。2

s K 1　。2 2　・2 十
一

ミ ヤ　’マ　キ　リ　シ マ S K 3　・3 1　・1 2　・2 3　・3
一

ノ リ　　ウ　　ツ ギ s o ● 2　・3 十

ナ s K 1　。2 ± ● o

一
オ オ　　カ　　メ　　ノ キ S 】　・2 ÷ ●

十・2
ツ リ　　　パ ナ B2 髭 ± ● 十

コ　ノ、　ウ　チ　ワ　カ　エ デ B2 s 2　・2 ● o 1　・2

　　♂　　　　、R　ツ　ク　ノ、　不　ウ　ツ ギ
鳶

o ● 十 十

随 伴 種

ヤ シ　　ヤ　　ブ シ s ● ● 十 十

コ ガ　ク　ウ　ツ ギ K 1　・2 ◎ ● 十・2
ス ス キ K o ● 1　・2 1　・2

アキノ　キ　リ　ンソ ウ K 十 ● 十 ●

出現1回の種
通し番号　2：リョウブS一十．イソノキK一十，アカショウマK一十，ノアザミK一十，ヤマトウバナK一十．

　3＝アオダモS一十，ナナカマドK一十，　4；ナツツバキB2一十9　晶シキウツギB2－1。2・　ギリシマリ

　ンドウKl一十，アオスゲK－2・3，チダケサシK－1・1，マムシグサK一十．テンニンソウKl一十2・晶ガ

　イチゴK一十，キクパヒヨドリKl一十．

調査地　　1～4：韓国
調査者　　1，3，4：菖脇，藤原，望月，木村，2：大野，大山
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28．ミヤマキリシマーア：カマツ群集

　　韓国岳，新燃岳，高千穂峰，えびの高原等の標高970～1300窺付近では標高8～16吻に達するアカマツ林

　が発達している。高木層はアカマツが占め，わずかにモミを混生している。亜高木層は8窺高，80％の植被率で

　タンナサワフタギ，コハウチワカエデ，ハリギリ，ネジキ，ヤマウルシ，カナクギノキなど多ぐの夏緑広葉樹類が

　生育し，低木層においてもタンナサワフタギ，ノリウツギ，コガクウツギ，アォハダなど多ぐの夏緑広葉樹類が生

　育している。：草本層は植被率40％ほどで比較的まばらでマイズルソ．ウ，サルトリイバラ，シシガシラ，ヤマカモ

　ジグサ，アキノキリンソウ，コパノクロヅルなどが目立っている。このアカマツは霧島火山群の古い溶岩上に発達

　したもので，マイヅルソウ，ノリウツギ，オオバノトンボソウ，ナガバノモミジイチゴ，カナクギノキを標徴種お・

　よび区分種としてミヤマキリシマーアカマツ群集に含めまとめられた。

　　しかし旧火山溶岩上に発達したこのアカマツ林はすでに多ぐの夏緑広葉樹類が優勢に生育し，モミ林へ移行しつ

　つあるものも多い。

　　ミヤマキリシマ～アカマツ群集は以下の二亜群集が区分された。

　i）ミヤマガマズミ亜群集

　　　ミヤマガマズミ，オオカメノキ，オトコヨウゾメ，ネコノチチ，シキミによって区分される群落で，えびの高

　　原，韓国岳の標高約130◎付近にみられ群落高12～16初でモミを高木層に混生している。シキミーモミ群集

　　の区分種を混生し，同群集への移行型と考えられる。

　iDアカショウマ亜群集

　　　アカショウマ，ミヤマキリシマ，スイカズラ，ヤシャブシ，ヤマトウバナを区分種とし，新燃岳，高千穂峰，

　　大浪池など各地に局所的に分布し，ミヤマキリシマーアカマツ群集の典型部となる群落と考えられ，夏緑広葉樹

　　類の植被率が継ぐ，ヘクソカズラ，ミツバアヒグ，ノブドウなどのツル植物が多ぐ混生している。
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響ab　26・　ミヤマキリシマーアカマツ群集

　　　　a。　ミズナラ亜群集
　　　　b。　ミヤマキリシマ亜群集

b 1

通 し　　番　　号

1　1 a2　　　3　　　塵

5　　　6 7

調 査　　番　　号 47 25　　24　　51 142　123 105

調 査　年　月　日（！76） 76
V26

76　　76　　76
V　　　7　　　7

Q6　　26　　26

76　　76
V　　　7

Q8　　27

76
V27

海 抜　　高　　度（彿） 1280 1300　1260　1235 1195　　970 1100
：方 位 劃W　　煎W　　S S登　　SW NW
傾 斜（o） L 5　　　5　　　20 5　　　2 12

調 査　　面　　積伽x窺〉 15×20　20×20　20×20　15＞q6　10＞＜1G　10＞＜10　20＞く20

高木第1層の高さ　（俄） 16 14　　12　　一 10　　一 10

高木第1層の植被率（％） 60 70　　40　　一 30　　一 40

高木第2層の高さ　（窺） 8 8　　　9　　　8 5　　　8 6

高木第2履の植被率　（％） 70 70　　40　　60 50　　40 70
低 木山の　高　さ　（飢） 2 3　　　4　　　2．2 1．2　　3 1．3

低木層の植被率：（％　） 30 30　　50　　80 30　　80 30
草 本玉　の　高　さ　（解　） α3 0．2　　0．8　　0．3 α6　　1．0 1．0

草本層の殖被率（％） 40 45　　40　　40 40　　40 嘆0

僻苔層の植被率（％） 一 一　　　一　　　15 一　　　　　　　　　　　　　　　一

一

出 現　　種　　数 27 31　　52　　31 35　　39 65
群 、標徴種及び区分種
ナガパモミジイチゴ K ● 十　　　十　　　÷ 1・1　　・ 2・2
カ　ナ　　ク　ギ　　！　キ B2 ● ・　　・　　十 2・2　　・ 1．1

s o ・　　÷　　　・ 。　　1・1 o

マ　イ　ヅ　ル　ソ　ウ K 3・4 3。3　3・4　3・4 エ・2　十・2 十

ノ　　リ　　ウ　　ツ　　ギ B2 o ・　　十　　　・ 2。2　　。 十

s 十 十　　1・2　　・ ・　　2。2 ●

K 十 ●　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　● o　　　　　　　　　　　● ●

オオパノ　トンボソウ K 十 十　　十　　　・ ・　　十 十

亜群集区分種
ミ　ヤ　マ　ガ　マ　ズ　ミ S 1　十一一一一一一一一一｝@　÷　刊・ ●　　　　　　　　　　　o ●

K ÷　　　・　［　・ o　　　　　　　　　　　● ●

オ　　オ　　カ　　メ　　ノ　キ s 1　十 十　　十　1　・ ●　　　　　　　　　　　　　● o

1
5

オ　ト　コ　ヨ　ウ　ゾ　メ s 1　　　・ 十　　十　1　’ o　　　　　　　　　　　　　● ●

ネ　　コ　　ノ　　チ　　チ B2 1　　　・ 十　　十　i　・ ●　　　　　　　　　　　　　● ●

シ　　　　　キ　　　　　　ミ S K 1　十 ・　1・211・1 o　　　　　　　　　　　　　● ●

一 　一P
1

ツ　　タ　　ウ　　ル　　シ B1 匙 1÷・2 十　　い2｝　・ ●　　　　　　　　　　　● ●

｝s 1　1。2
十　　十・21　・　　【

●　　　　　　　　　　　　　■ ●

K ．t十・2 1・2　＋・21÷ o　　　　　　　　　　　　　o ■

ミ　　　ズ　　　ナ　　　ラ B2 1　十 3．32．21．　　1
o　　　　　　　　　　　● ●

s 1　　．
十　　1・21　・ ・　　十 o

ツ　ル　　リ　　ン　　ド　ウ K 1　十 十　　十　1　・ ●　　　　　　　　　　　o ●

ハ　　　イ　　　ノ　　　キ s 1． ＋…　卜 ●　　　　　　　　　　　　　■ o

K i　　． ・　　十　1　・ ●　　　　　　　　　　　● ●

1
　　　　1＿　　　　＿　　　＿　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　｝　　　一　　　一

＿　　｝　　一　　一　　一　　胴　　一　　一　　一　　一　　一　　…　　一　　一

コ　ガ　　ク　ウ　　ツ　ギ S K o ・　牽・21± 十　　．皿 十　　1

一
ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ　ラ s K ●

　　｝0　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　．

@　1
±　÷・2 1・2　i

一
ア　　カ　　シ　　ョ　　ウ　マ K o ・　　・　1十 十　　　。

十　　1

ミ　ヤ　マ　キ　ジ　シ　マ s 王く
● 。　　　・　1・ 3・2　狸 2。2　［

皿
ス　　イ　　カ　　ズ　　ラ

п@　シ　　ヤ　　ブ　　シ B2

K旦 。　　　．　1．
@　｝●　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　●

@　【

。　　十

B　皿

÷　　i

R●3　1

ヤ　　マ　　ト　ウ　パ　ナ K o ・　　。　！十 ●　　　　　　　　　　　● 十　　1

一一一一一一一一一一一一一層

一62一



上級単位の種群

　　ア　．　カ　　マ　　　ソ

　　ヤ　　マ　　ウ　ル　　シ

サルトリイパラ

コ　！《　ノ　　ガ　　マ　　ズ　　ミ

　　ヤ　　マ　　ツ　　ツ　　ジ

その他の種
　　ロハウチワカエデ

タンナサワフタギ

リ ギ り

コノくノクロズル

モ

ネ

ア

ジ

オ　　　ハ

キ

タ

シ　　シ　　ガ　　シ　　ラ

イ　　ヌ　　ツ　　ゲ

アキノ　キジ

ゼ

リ

ス

ヤ

フ

ツ

シ

ス

ヤ

ノ

ヤ

コ

ツ

チ

ナ

マ

ツ

’、

ン

ヨ

ンソ

マ

ウ

　　　ス

マ　　ボ　　ウ

ク　オ　ウ　ソ

ク　シ　コ　ウ　モ

　ロ　　　　モ

　ズ　　　タ

マ

マ　　ヤ　　ナ

　ブ

　カ

　ナ

ツ　 パ

　リ

ヤ　　’マ

　コ

　　ド

モ　ジ

　ス
　ア

　ノく

　　　　シ

　　　　礁
　ツ　　　ヅ

　ツ　　　ブ

ク　シ　ア

リ　ガネ　ワ

グ

ケ

キ

ザ

ラ

　　B2

　　S

　　B2

s　匹

　　B2

　　s

　　S

　　B2

　　S

　　K

　　B2

　　S

　　K

　　B2

S　K
　　B2

　　s

　　K

　　B1

匙s
　　K

　　B2

　　S

　　B2

　　S

　　K

　　s

　　K

　　K

　　K

B2旦
　　K

B2旦
　　K

　　K

旦2s
　　s

B2旦
S　K
　　K

　　K

　　K

　　s

　　s

　　K
S　　1（

　　K

　　K

　　K

4齢4

1・2

　0

o

●

o

●

●

十・2

十

　・

2。2

1。2

　・

1。1

　●

o

●

1・2

　■

1・1

　●

●

　・

1・2

十

　9
十

十

÷・2

　．

　●

　÷

十・2

　0

1。1
・

・

o

■

o

土

・

●

●

4・4　3膨3　3瞬3 3・3

2●1

　陰

3・3　3’3
十

●

●

÷

●

●

o

9

十

●

十

●

十

〇

　●　　　　　　　　　9

十　　十

十　　・

　・　　2。3’

2。2　2・2
o

十

十

十

〇

十

・

十

〇

2。2

　●

2。2

1・2

十

十

　・

・

●

±

●

±

●

十

・

十

●

●

．

，

o

十

●

●

9

o

　・

2。2
●

・

　o

　●

1・2
十

三・2

　0

十

十

　●

　o

÷

十・2

十

十

　■

●

9

■

●

±

●

　0

3・3

●

　・

十

　〇

2・2
十

1・1

　0

1・2

　●

●

o

o

9

十

十

●

・

●

●

1。1

　0

　o

十

1・1

　・

●

o

　0

2・2

　●

2・3
三。玉

　●

2・2

　0

十

　●

÷

●

十・2

　●

　十

　〇

〇

十

塵

●

十

〇

o

十

●

十

●

　●

十

1・2

　・

■

■

●

十・2　　・

十　　十

2・3　十。2

　　　　●
・

o

o

　●

十

十・2

　6

o

十

の

十

〇

十

〇

9

十・2

　．

十

　〇

　●

1・2
o

●

●

　・

十

十

　●

玉。2

　■

●

o

働

　●

十

十

十・2

十

　●

・

o

●

o

●

●

o

1・2

1D2
　0

●

〇

十

十

十

〇

十

〇

●

十

・

　0

1・1

・

〇

十

●

●

●

十

〇

o

o

十

・

十

〇

十

．

十

・

　0

1。1

1・2
9

o

±

畠

十

十

・

　●

2・3

　0

十

　●

三。三

　・

十

，

十

十

十

十

十

●

o

・

±

．

十

十

●

o

・

　〇

十・

十・2

十

出現1回の種
　調査番号1・ヒ〃ヤラS一＋」ソノキ貼一＋・2；アオスゲK一＋・3：カマツカS一＋3ミネカエデ墜一
　1・1．S一十，サルナシ馬一十，ソヨゴ馬一十．ツルアリドウシK一十、ツクシイヌツゲS－1。2，ヒュウガミズキS一
　十，ブナS一十，ックノ｛ネウツギS一十．ナツツバキS一十。フモトスミレK一十。ワラビK一十．イネ科SPS一十，コシアブ

　ラK一十。　4；オオパゥマノスズグサK一十。コパ／ミツバツツジS一十，アオダモS一十，ヤエムグラK－1・2，ックシシ

　ョウジョウバカマK一÷，ヒメスゲK－2●3・ハイゴケM｝1。29　5εハリモミ環～一2’2・ツガ喚～一1●Lサンカ
　クヅル馬一＋，アカシテ馬一七トウゲシ・｛K一＋・チヂミザサK一＋・・タチツボスミ瞳升・ヘビイチゴK一七ヒメ

　オトギリK一十，ノアザミK一十．　6ごアキグミS－1。2，カキノキS一十．オオコユミS一十，クρキK一十。キリシマノ

　ガリヤスK－2・3，ックシゼリK一十。ムベK一十．イタドリK一十。シハイスミレK一十．ショウジョウスグK一玉。2，　ト

　グシバK－1・2。ウメガサソウK一十。マルパハギK一十．　7＝マルパウッギS－1・2，キッコウハグマK一十。イヌガヤ

　S一÷。コチヂミザサK－1・2，タチツボスミレS一十，ヤマザクラB1一一ト．クサギS一十，サンショウS一十，ツルニンジ

　ンS一十．コアカソK一÷，ヤーマグルマK－1。2。キヨタキシダK一十．パライチゴK－22。ミズヒキK一十．シユウブンソ

　ウK一一ト2，テンナンショウSP．K一十，キジムシpK一十。イナカギクK一十，キリシマヒゴタイK一十。ハクモウイノデK

　一十，ジユウモンジシダK一÷，ノギランK一十，ヒメスグSP。K－1。2窟ヒメガンクビソウK一十。ホソバシ晶ロソウK一

　十，ヒメワラビK一十，ヤマジノホトトギスK一÷，ツヤナシイノデK－1・1、ヒメノガリヤスK一十2．

調査地　　1：えびの，　2，3：韓圏鰭P　4：大浪池登由道，　5：親燃岳登山口・　6：高千穂峰霧島神宅

　跡，7：高千穂峰登山日

調査・者　1，4，5：奥田源田，鈴木，山田，　2，3：宮脇藤原，望月・木村・　6，7：奥田・中村・
　・1・川
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29．ミヤマキジシマーヤシャブシ群落

　　新しい火山である韓国鑑や高千穂峰の1640窺から王115～1160規前後には先駆低木群落としてミヤマキllシ

　マーヤシャブシ群落がみられる。

　　ミヤマキリシマーヤシャブシ群落は，ヤシャブシ，ミヤマキリシマ，コバノクロヅル，ニシキウツギ，アカマツ，

　ネジキ，ノリウツギ．ススキ，ヘクソカズラ，ツクシアザミを群落区分種としてまとめられた。ミヤマキリシマー

　ヤシャブシ群落の植生高は1．3～2．3ηで，出現種数は6～17種と他の森林群落に較べて少左く，ミヤマキリシ

　マ，ヤシャブシ，ニシキウツギなどの先駆性夏緑低木と，ススキ，ツクシアザミ，ニガイチゴなどのススキクラス

　の種が多ぐみられる。ヤシャブシが被慶，群度3．4～5．4と優占し，倭生化した風衝低木群落は，低木第一周のヤ

　シャブシ・アカマツと低木第2層のミヤマキリシマ・ノリウソギなどの2膀構造を示し・その下に草本屡をもつ・ミヤマキ

　リシマーヤシャブシ群落の成立する高千穂峰，韓国岳の新しい火山は表土の形成が不十分で岩礫地となっている。

　　高千穂峰では1160窺前後までミヤマキサシマーヤシャブシ群落が成立し，それ以⊥の高海抜になるとショウジ

　ョウスゲ，キリシマノガリヤス，マイヅルソウなどからなる：草原に移行する。

30。コバノクほズルーコバノミツバツツジ群落

　　霧島山山系の大浪池のカルデラ壁の外囲部に発達する低木群落で，風衝作用を強ぐ受け，植生高は1．8彿内外で

　斉一である。低木林構成種はきわめて豊富で，とぐに決った優占種はなくコバノミツバッツジ，イヌツグ，ヤマツ

　ツジ，コバノクロヅル，タンナサワフタギ，ミネヤナギ，ベニドウダンなどの群落区分種の他，コハウチワカエデ，

　ミズナラ，イヌシデ，アカシデなどの高木類が低木に生膏形をかえて共存している。低木林は一般に夏緑性の植物

　で構成され，』稀にモミなどの針葉樹が混生している。低木層の植被率が90％と高いため，草本層は貧弱でわずかに

　キリシマコザサ，ススキ，マイヅルソウ，チゴユリ左どが出現する。

　　生育地は海抜1380御であり種構成からも，高度の分布範囲からもブナクラスに所属する自～黙組生の一つと考

　えられる。

　　群落の生育地は韓国岳を中心に，尾根状地に広ぐ分布している。
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Tab　27。　ミヤマキリシマーヤシヤブシ群落

通　　し　番　号 1 2 3

調　査　番　号 77 122 王06

海　抜　高　度（那） 1β40 1ユ15 1ユ60

方　　　　　　位 SW S NW

傾　　　　　　斜（。） 8 30 20

調　査「面　積曜） 25 24 100

低木層の高さ　（搬） 1．8 2．3 1．3

低木層植被率（％） 80 90 90

：草本層の高さ　（搬〉 0．8 0．6 0．2

草本層植被率　（％） 90 20 20

出　現　種　数 6 11 17

群　集　区　分　種

ヤ　　シ　　ヤ　　ブ　　シ S 3・4 5・4 4・4

ミ　ヤ　マ　キ　リ　シ　マ S 2・2 4・4 3・3

コ　パ　ノ　ク　ロ　ズ　ル S 3・3 ● 1・1

ニ　　シ　キ　　ウ　ツ　ギ S 1・1 9 十

その他の種
ア　　　カ　　　マ　　　ツ S ■ 1・1 十

ネ　　　　　ジ　　　　キ S o 1・1 十

ノ　　リ　　ウ　　ツ　　ギ S o 1．2 十

ス　　　　　ス　　　　　キ K o 1・2 2．2

ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ　ラ K 疇 十 1・2

ツ　　ク　　シ　　ア　　ザ　ミ K 十 十 ，

1回出現の種　 1：キリシマコザサK：一5・5，　2：イヌツゲK一十，オオバノトソボソウK・一十，

サルトリイバラK一十，　3：ノブドウK・一十。2，ニガイテゴK一十，ナガバノモミジイチゴK一十，アカショウ

マK一十，イタドリK一十，リョウブS一十，ヤマヤナギS一十，ヒメノガリャスK一十〇

調　　　査　　地　　　11韓国岳（1976。7。24），　2－3：高千穂峰（1976。7、27）

調　　　査　　　者　　　1：大野，中村，大山 2－3：　奥田，中村，大山
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Tab　28。　’コバノクロヅルーコバノミツパツツジ群落

調 査　　番　　号 1 2

方 位 ．S SE
傾 斜（湯） 20 15

調 査　　面　　積（o） 30 25

低木層の高さ　（加） 1．8 L8

〃　　植被率　（％） 85 90

葦本層の高さ　（窺） α5 α2

〃　．植被率　（％） 30 20
出 現　　種　　数 27 29

群 落　区　分　種

コパノミツパツツジ S 3・2 2．2

イ　　ヌ　　ソ　　ゲ S 1・2 2．2

ヤ　　マ　　ツ　　ソ　　ジ S 十。2 2・2

1圓嵐現種

　コバノクロズル
　タンナサワフタギ

　ミネヤナ　ギ
　ベニドウダン
ブナクラスの種

　コハウチワカエデ

　ミ　ズ　ナ　ラ
　ア　オ　ハ　ダ
　イ　ヌ　シ　デ
　ア　カ　シ　デ
　ヤ　マ　ウ　ル　シ

　ネ　　ジ　　キ
　コバノトネリコ
　キリシマコザサ

　ミヤマキリシマ
　マイスゆノレソウ

随　伴　種
　モ　　　　　

ミ

　ス　　 ス　　 キ

　チ　ゴ　ユ　リ
　サノレトリイバラ

S

S

S

S

ll

・1

副
sl

S

gK：

K

SK
K

S

K
K
S

ユ・2　 1・2

1。2　 1。2

王・1　　十

十　　十

1。2

1・1

十

十

十

十

十

十

2・2

1・2

十

十

2。2

十・2

十

1・2

1。2

1。2

十

十

十

±

1・2

1・2

1・2

1・1

1・2

十

十

1：ブナS一十，マンサクS一十・2，アカマツS一十，イソノキS一ナ，ナガバモミジイチゴ

K：一1・1，2＝コソクバネウツギS－1・1，キガンビS－1・1，シロモジS一十，オトコ

ヨウゾメS一十，ヤシャブシS一十，ツリバナS一十，ナソソバキsp・S一十〇

調　査　地：　大浪池（海抜1，380祝）1976。7．26

調　査　老＝　奥田，原田，鈴木，山二
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31．識ツクバネーピカゲツツジ群落

　　霧島火山帯の韓国岳南方に位置する大浪池はカルデラの中に位置しているが，そのカルデラ壁は，急角度にき立

　し，垂直に近い断崖地を形成している。この断塵地には，岩隙やたな状地を選んで低木群落が強い風衝作用を受け

　てかろうじて生育している。このような特殊な立地にはヒカゲソツジ，コックバネ，コメツツジなどの低木が高さ

　25α納外で生育している。草本植物にはックシコウモリカ唱立つ。

　　生育地は崩壊のいちじるしい岩壁地であるため，所々に高等植物が欠けて裸地となったりシモプリゴケやスナゴ

　ケなどのコケ植物が団塊状に生育している部分がある。

　　ヒカゲッツジやコメツツジは本州，四国，九州に広く分布し，断崖植生の主要な構成種である。コツクバネーヒ

　ヵゲツッジ群落は九州地方に分布する、コックバネ，ツクシコウモリなどを地域的な標的種として群集レベルの独立

　性の高い群落と考えられる。

　　　　　　　　　Tab　29。　期ッバネーヒカゲツツジ群落

調査番号 1 2

調査面．積（㎡） 2 1

植 生　高（㎝） 25 25

全植被率（％） 80 80

出 現寸数 10 13

群落区分種

ヒカゲツツジ 4・4 3・3

コ　ツ　ク　バ　ネ 十・2 1・2

ックシコウモ　リ 1・2 1・2

コ　メ　ツ　ソ　ジ ■ 1・2

随 伴　　種

アカショ　ウマ 2・2 1．2

ヤ　マ　シ　グ　レ 十 十

シモブ　リゴケ 3・4 十・2

コガクウツギ 漸 1．2

ノ　リ　ウ　ツ　ギ 1・2 ●

ヒ　ナ　ス　ゲ？ 十 o

ナ　ナ　カ　マ　ド （＋）
唇

ス　ナ　　ゴ　　ク’ ● 4・4

ショウジョウスゲ ● 1・2

ソ　ク　シ　ゼ　弓 ● 十・2

フクオウソウ o 十。2

ヌ　　カ　　ボ　sp・ ● 十・2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地1－2　大浪池。霧島1360η～N．80　（1976，7．26）

調査者：奥田，原田，鈴木，山田
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32．ショウジョウスゲーミヤマキリシ≒・群落

　　中岳御鉢，高千穂峰の標高約1200～1400隅付近の野地ではシ∋ウジョウスゲの草原となって知り，マイ

　ズルソウーミヤマキリシマ群集の先駆群落として分布している。

　　このショウジョウスゲーミヤマキリシマ群落は以下のこ下位群落に区分される。

　i）シモブリゴケ下位群落

　　　シモブリゴケ．ススキゴケ，スギゴケのコケ植物によって区分される群落で高千穂峰1300勉付近の急傾斜

　　地に発達し平均出現種数6種類そある。

　li）典型下位群落

　　　ショウジョウスゲーミヤマキリシ・マ群落の典型群落で特別の区分種をもたず，ショウジョウスゲ，ミヤマキリ

　　シマ，ツクシゼリ，イタドリの4種類で構成される。

33．マイヅルソウ～ミヤマキジシマ群集

　　韓国岳，大浪池周辺，中岳，新燃岳，高千穂岳などの霧島火山群の山頂部（1200～1680窺）に発達する低

　木群落でミヤマギノシマ，キ1ノシマコザサ，ヤシャブシ，ノリウツギなどの低木類の他，マイヅルソウ，キリシマ

　ノガリヤス，ススキ，トダシバ，ショウジョウスゲ、ノアザミなどの多くの草本植物が混生する。

　　この低木群落はミヤマキリシマ、ノリウツギ，マイズルソウを標微種澄よび区分種としてマイズルソウーミヤマ

　キリシマ群集にまとめられる。

　　マイズルソウーミヤマギ」シマ群集は以下の二亜群集，三変群集に区分された。

　i）ヤシャブシ亜群集

　　　コックバネウツギ，ヤシャブシの低木類およびキリシマヒゴタイ，アキノキリンソウ，ノアザミ，アカショウ

　　マ，キリシマリンドウなどの多くの草本植物によって区分される。平均出現種数も18種類と多ぐ，マイヅルソ

　　ウーミヤマキリシマ群集から亜高木林への進行遷移型と考えられる。すなわち，亜群集区分種群の他にもオガク

　　ウツギ，タンナサワフタギ，コハウチワカエデ，ベニドウダンツツジなどの低木類が低被度，低常在度ながら混

　　生している。

　　a）ナガバノモミジイチゴ変群集

　　　　マルバハギ，サルトリイバラ，ナガバノモミジイチゴ，ヘクソカズラ，チゴユリ，クサボケで区分される群

　　　落で相観的にはススキ，ミヤマギ，シマの植被率が高い。・一ム質土壌上の富養立地の群落であり，平均出現

　　　種数は28種類ともっとも多い。

　　b）　コモウセンゴケ変群i集

　　　　シハイスミレ，ノギラン，リンドウ，コモウセンゴケ，シュロソウ，アリノトウグサ，ヤマニガナ，ミヤマ

　　　カゼクサで区分される群落で，相観的にはススキ，キリシマヒゴタイ，ミヤマキリシマ，コックバネウツギの

　　　植被率が高い。平均出現種数は26種と多い。中岳周辺に多く分布している。

　　C）キリシマコザサ変群集

　　　　キリシマコザサ，ニシキウツギ，ベニドウダンソッジで区分される群落で相観的にはキリシマノガリヤスと

　　　キリシマコザサの草原にミヤマキサシマやニシキウツギの低木類が散生している。キリシマコザサの優占によ

　　　って種類組成は貧弱でススキ，イタドリなどを欠いている。平均出現種数は14種である。韓国岳周辺に分布

　　　している。

　ii）典型亜群集

　　　マイヅルソウーミヤマキリシマ群集の典型群落でマイヅルソウ，ススキ，ミヤマキリシマ，ショウジョウスゲ，

　　ツクシゼリの主な4種類によって高い植被率を占め平均旛現種数も7種類ともっとも少ない。
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了ab　30．　ショウジョウスゲーミヤマキリシマ群落

a：典型下位群落

b：シモプリゴケ下位群落

b

卜一・
通　　し　　番 号 1　　　2　　　　3　　　4 5　　　6　　　7　　　8　　　9 10

調　　査　　番 号 1026　　　116　　　102a　　139 117　　　114　　　115　　　111　　　1エ2 U3

調　　査　　月 日　（1976） 7ン／倉7　　7／27　　7レづ≧7　　7ン復7

㎎7η7η7脚7η7 η7

海　　抜　　高 度．（級） 1400　　1325　　1400　　1400 ●　　　1320　　1325　　1320　　1320 1320

方 位 E　　　　… ・　　　SW　　。　　　SW　　SW SW

傾 斜（。） 5　　　… ・　　　　　35　　　　31　　　　35　　　　41 35

調　　査　　面 積（mX挽） 6×5　　4×5　　2×3　　05×1 5×5　　2×2　　1×2　　5×5　　5×5 2×2

草本層の高さ （規） 0．1　　0．G4　　　　0．1　　　　0，7 0，04　　0，03　　0．03　　0．04　　0，03 0．05

草本麿植被率 （％） 40　　　20　　　75　　　95 15　　　20　　　　35　　　20　　　35 20

蘇三層植被率 （％） ●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　● 2　　　35　　　20　　　30　　　20 40

出　　現　　種 数 2　　　3　　　4　　　4 4　　　6　　　δ　　　6　　　5 6

群落区分種

ショウジヨ　ウスゲ K 3　●　3　　2　。3　　3　・3　　2　・2 2・2　　2　．2　　3．3　　2●2　　3●3 2・2

下位単位区分種

シモプ　リ　ゴケ 瓢 ●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　● 。　　　1　・2　　1　・2　　1　●2　　2・2 2・3

ススキゴケの一種 M ●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　● ．　　　一ト02　　1　・2　　1　・2　　1　。2 1・2

スギゴケの一種 M 0　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　◎ ＋・2　・　　・　1・21・2 1・2

その他の種

ミ　ヤ　マ　キ　リ　シ　マ K ・　　　　十　　　十●2　　4●4 十　　　1　・1　　1　。2　　　「ト　　　1　・2 十

ツ　ク　シ　ゼ　リ K 1　・2　　　　●　　　1　・2　　1　82 ・　　1・2　十　　　・　　・ ●

イ　タ　ド　リ K ・　　1・2　3・3　　・ 十　　十　　　・　　華　　　・ ●

ノ　リ　ウ　ツ　ギ K： …　　　　　　　　十・2 ・　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o ■

ヤ　マ　ヌ　カ　ボ K ●　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　● O　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　● 十・2

調査地点

調　査　者

1，3：中岳御鉢，　2，5～103高千穂峰，　43中岳登山口

1，3，4：大野，原田，鈴木，山田，2の5～10：奥田，大1珈中村
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謎．ツクシテンツキ群集　　　　　・　　　　　　　　　　　　　、

　　霧島温泉の硫気孔周辺にはックシテンヅキ群集がみられる。

　　ックシテンジキ群集はツクシテンツキを群集標徴種とし，イオウの噴気がたちこめる硫気孔よりの最前線にみられ

　る草本植物群落である。より硫気の弱まった後方にはミヤマキリシマ，アセビ，サヨウブ等よりなる低木群落がみ

　られる。ツクシテンツキ群集は喰気からやや遠ざかった地温45℃以下になるとみられるようになり，植生高は20

　～30㎝，もしぐはそれ以下で，出現種数は2～5種で，地表や枯枝上に多くみられるイオウゴケと，メ11ケンカル

　ガヤ，アリノトウグサ，ミズスギの貧栄養地に生育するススキクラスの種のみとなっている。硫気孔付近は硫気の

　影響，貧養土等極めて植物の生育には不良な立地である。ツクシテンツキは好硫気性植物として，別府など主に九

　州の火山地に分布域をもつ。

望ab　32．　ツクシテンツキ群集

調査番号 1 2

調査面積（㎡） 1 8

植　生　高（侃） 30 20
葦本層植被率（％） 70 60
コケ層植肥率（％〉 5 5

出現軒数 2 5

群集標徴種

ツクシテンツキ 4・4 3・3

上級単位標徴種

イ　オ　　ウ　ゴ　ケ 1・2 十・2

随　伴　　種

メリケンカルカヤ ■ 十

アリノ　トウグサ ● 十

ミ　　ズ　　ス　　ギ 十

調査地1　林田温泉（560規）（1976，7．26）佐々木，大山

　〃2　〃　（1976，エ2．三9）奥厩ヨ，中村，／」、ノll

H）代償植生

　　薩i摩半島北部では山地頂上部や水辺などをのぞきその大部分が人為的影響により，おきかえられた代償植生

　である。森林ではこ次林の形態を呈していても種組成的に自然林と変わらない常緑広葉樹林に対しては自然植

生に含め，代償植生としての形態を有している植分について記載された。鹿児島県北部では植林の種類，竹林の

　種類がきわめて多いことが特徴的である。

1．ハクサンボクーマテバシイ群落

　薩摩半島北部では薩摩大川で調査されたが，上甑島，下甑島の東斜面には高木層にマテバシイが樹高7～15初

の林分を形成している。一般にマテバシイは風衝の強い毘根部などにわずかに生育しているが，頻繁な伐栽に

　より二次的に広がり萌芽林を形成しやすい。甑島東翁喬では海岸の風衝が強いため，二次的に広がったマテバシイも

塩害で多く枯死しているのがみられた。
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Tab。33　バクサンボクーマテバシイ解藩

通し番号
調査番号
調　査　月　日（ノ76）

海抜高度1田）
方　　 位

傾　　 斜（o）

調査面積く㎡）

高木第1履の高さ（m）

高木第1層櫃被藥（％）

高木第2箱の高さ〔m＞

高木第2屠植被率（％）

低木屡の高さ〔m）
低木層檀被率（％）

草本層の高さ（m＞
草本層植被率（％）

出現種数
群落区分種

　マテバシイ　
Bl

　　　　　　B2
　　　　　　S
　ノ、　ク　 サ　 ン　 オぐ　ク　　　　　B2

　　　　　　s
　　　　　K．下位単位区分種

　シヤリンノくイ姻　　　　 B2

　　　　　　S
　ク　テ　ナシ　 S

　アマクサシダ　 K

　アラカシ飯S
　ハマヒサカキ　蝕．S
　コバノタソナミ　　K

　ウ　ラ　ジロ　K

ア　 オ　キ　B2
　　　　　s
ホノパタブ　B2
　　　　　S
ヒメアリドウシ　　K

コパン．モテ　
Bl

　　　　　B2
　　　　　S
イタビカズラ　丑2S

　　　　　K
センリョウ　S
　　　　　K
ヤマビワ旦2s

ハナミHウガ
オ　 モ　

ト

サ　ザ　ン　カ

ミヤマトベラ
ノくリノくりノキ

キジョラン旦K
キエピネの欄穫　　K

キジノオシダ　 K

ミヤマシキミ　 S

　　　　　K

K

K
82

S

K

S

ホウライカズラ　SK

アリドウシ　
S

　　　　　K

123456789101112131嘆15161718192〔｝21523　249　290　545　524　516　518　514　517　520　471　519　530　532　531　454　444　443　453　442　512

12　 8　　正2　12　12　12　12　12　12　12　12　12　12　12　12　12　正2　12　12　正2　12
27　　1　　18　25　27　 27　27　 27　 27　27　26　27　25　 25　25　25　25　25　25　25　27
35　　5　　20　　　・　　75　　　・　　370　　・　　　。　　350　210　420　290　320　310　500　　。　　504　500　605　250

NNW　NW　SB　W　　聾　　E　SW　　’　N　NE　NNW　SW　NW　醤賜　翼W　NW　NNW　NW　N　S罵　W
25　　26　 30　　35　 30　　15　　20　　25　　10　　・　　15　 30　　30　　30　　25　　10　 15　　王8　　3　　　5　　25

3DX釦匡5X，。10X、520 l。15廃。20X，。30X，。3。・艶2。・助30×、。1。・，。2。・♂X，。20X，。20X、。10×1520X、。20X、。5X，。1δX，。20X，。

12　　一一　　一　　一　 三1　　一　　一　 12　 12　14　　・一　　一　　一　 王3　13　　－　 12　　一　　 一　　一　 15

90　　一　　一　　一　 80　　一　　一　 80　90　80　　一　　一　　一　 80　90　　－　 85　　一　　一　　一　 85

781010787－897799887758820　90　90　70　40　90　8G　　－　 30　40　90　90　90　40　60　80　3◎　85　80　75　3G

3，82．5443．5334443334332．5222360　 60　 3⑪　 70　30　3G　3e　　30　 30　　30　 30　 30　 30　　30　30　 40　30　30　 60　30　40
0．8　　0．6　　α3　　0．6　　0．8　　0．8　　α8　　0．3　　0．8　　0．6　　0．6　　0．8　　0．6　　0．7　　0．6　　0．3　　0．5　　0．5　　α3　　0，6　　0．8

30　30　30　20　 10　 10　 30　 3〔｝　20　 25　30　30　 20　 4G　30　 三〇　 10　 20　20　 4◎　 3G

44　 39　 3G　 50　39　 32　51　42　45　38　 39　 33　 47　57　 53　 44　49　 52　52　 63　55

・　　…　　　　　　564　 ・　　・　3・33835・4　 。　　・　　3　3。33・3　●　2’2　驚　　。　　0　4巳4

5・45齢45露44・4　 ・　4●44。4　8　　・　　9　2・25。43r3　●　　。　4●4　u　2●34933の3　 。

・・3。3・・。・十・…　　1・2・’・十十十十1・1
。　，　・　・　・　…　　　、、十・十・　・1・1。　・十・　・　。
1巳2　1・2　十　　 十　 2・2　1・2　 十　 1・1　　十・　　9　十・2　　…　　　　　　　　　十　　一i一　ま。2　　。　　十　　一ト　　十

．　．　・　…　　　十・　。　・　・　。　．　・　・　。 ・十・　。　。

・。・。・・・・・・… @　十●・十・’・・
＋＋土・＋i・・・・…　！…　＋●…
1　十　 牽・2　一ト　　・　　8　1　●　　・　　。　　亀　　。　　十　　 ・　　喩　　…　　　　　　　　．　　9　　。　　9　　9

　　　　　11・・十十十1・・’・．・・・・・…　　’．・
1十±十・gl・・ ’・●’ @・・。。・・’。。・h・軒・±・レ・・・・・・・・・・・・…
1．十．2・・十、…　　．・・・・・・…　　o・。1

1・2…　　十1・・’・・’・・…　　。・。。・l　　　　　　　　I
　　　　　…
　　0　　 9　　　　　　　　　■　　 o　　　　　　　　　■　　

●　　 ●　　　　　　　　　　　　●　　 o　　 ．　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　。　　　・1・　　　。 ・　　　　・十・　　　　　・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　●　　　・　　　・　　　6　1　・　十〇2　　率　 2P2　1。王　　十　　 。　十・2　2。2　2，3　1・2　　→一　 2。2　 →一　　→一　　一ト　」

　　　　ユ．　　、　　．　　。　　。　i　…　　　　　　　　　．　　・　　　…　　　　　　　　1。1　1・1　　・　　　・　　2・2　　・　2・2　　・　韮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま・… @　．レ＋’“・・り2＋●h・2＋＋＋＋＋．＋1
・　…　　　“，・1・2＋＋＋・2＋＋・2＋＋・2ヤ2・・＋・2＋・2ナ＋1
．，・・一・・1・1＋・・・・・・・・…　　1・1r．
　　　　　．．…　　1…　　玉．1十・1・11。1…　　。…　　 。1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・… @｝＋械＋・・＋＋・・・・…　＋＋1
。．…　　1十十十・・・…　　士．・十　十・1
．．…　h・＋・…　争2＋＋．・＋＋・＋：
．。… @卜・…　＋・・一・2・＋＋＋・・1
．．… @　h・・＋・＋・・＋・・十・・十十1
・，・・ |・＋＋・2＋…　＋・・…　＋・継：
　　　　1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一」

　　　　　　　　　　　ニ．・ @・　・　・…　　　．＋　・・1÷＋　・1・2＋1・2＋1・2・：
　　　　　　　　　　　　．　　．　　・　　・　　…　　　　　　　　●　　・　　。　　一1一　　◎　1　働　　→一　　・　　劃一　 十　→」2　十　 十　　書　1

．。・・一・・… @　■・・弔…2・＋・＋1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　・　　。　　・　　◎　　・　　・　　。　　…　　　　　　　1　・　　．　　●　2・2　1・2　十　 1。2　1●1　　。　1
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　灘査番一号523：ツルアリドゥシK．一十・2，ナンカイィタテシダK一十，ホウロクィテ’ゴK一十，249：オオバグミS一十，ナツヅタS一十，オ

　ォィタチシダK一十，ナッフジK一十gオオバウマノスズクサK一一』リ晶ウキ岳ウヤブラソK一十，290：オニヤブソテツK一十，ヤマイタチシダ

　K一十，コチヂミザサK一→一，545：コウシユウヤクS．一十，シヤグワS－1。1，ヘクソカズラS一十・2，ハドノキS一十，カカツガユS門十，

　マサキS一十，ツルモウリンカS－1・2，ハチジ冠クキブシS一十，ホシダK－1・2PツルソバK－1・2，オニタビラコK－1・2，ハマウド

　　K一・十PキケマンK一十・2，カラムシK一十PイヌザンショウK一十，ユウコクラソK一十，タソナミソウK一十，ボタンヅルK一十P524：ウバ．

　　メガシ81－1’1・Bf王・2・ハゼノキB1一十，　K一十・516：り詠ウキュウテクS－1。2，畢18：イボタノキS一÷・，ヤ7’ムラサキS．一→一，

　　514：オニトウゲシバK一十p5ま7：ホシケ・fラソK一十，バクチノキB2一十，クズB2一→一，ツクシヤマザクラBエー十p　52．0：ヨゴレイタチンダK｛

　十，519：コウソ’B2一十，530：ナタォレノキS一十，カゴノキS一十，ヒメフタバラソK一十，ガソゼキラγK一十，532：イワヒトデK・一十，

　コウモゥクジャクK一十，531：ヤクシマネッタ4ランK一十p454：リ3ウブB2一十pクマノミズキB2一十，444：ミヤマウズラK一牽，

　　荏43：ソルマサキ．B2一十，S一十，シュスラ．ンK｝十，オォサンショゥソウK一十，453：キブシ　 ．B2一十ぴミヤマクマヤナギSr十pカミエ

　　ピK一十，442：ナンバンキブシB2一十，クワS一十，ミズキS一十，シシラ：／S一十，ホウピシダS一十，クサギK．一十，ナガバィタテシダK一≒ト，

　　512：ギョクシンカS｝率，ヤマヒハツK皿一←，

謁査地通し番考1，5，6～10，12、13，17，三8，20：上こしき

　　　　　2：月i内帯，　3：さつま大：ノll，　4P11，14～16，ユ9 ：下こしき

凋甕者通し番号L4，5：奥田，佐々木，大由，箕翰，2：．夷遡，中轡，大山，3：㌧藤原，箕輪　　6～10，12：欝脇，湾野，中村，ホ村，

　　　　　1L　13～15　：宮脇，墾月，大山，箕輪，　16，1g：佐々木，中柑，大山、18，20＝大野，藤原，木村
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　ハクサンボク「マテバシイ群落は大隅半島から宮崎県にかけての海岸沿いの小症隆地，屋敷林にはきわめて多ぐ，

スダジイの萌芽林と時に隣接してみられる。薩摩半島南部の鹿児島湾沿岸に発達しているが北部ではきわめて少な

い。これは海からの風衝の影響と，潜在自然植生がミミズバイースダジイ群集であることに関連すると考えられるQ

さらに種組成の比較を通じ確認したい。

2．アラカシークスノキ群落

　　薩摩半島南部では常緑広葉樹林の屋敷林は高木屡にコジイ，スダジイ，タブノキなどがそれぞれ優占するミミズ

　バイースダジイ群集やムサシアブミータブ群集が多くみとめられた。薩摩半島北部では大隅半島の内陸部の屋敷林，

残存林と共通してアラカシ，クスノキ｝リンボク，カゴノキが高木屡にみられるアラカシ～クスノキ群落が調査さ

　れた。

　　アラカシークスノキ群落はミミズバイースダジイ群集の標徴種のミミズバイ，ヤマモガシ，あるいはイチイガシ

群落区分種シラカシ，シリブカガシなどをもっことによりイチイガシ群落の代償植生と考えられる。人為的影響が

林内に強く加わっているため，ウラジロが林床に被度4と優占することがあるが，スダジイ，コジイが全く生育し

ていない。タブノキが比較的高常在度で生育しているのが特徴である。人為的影響が林内に多ぐ加わると，樹高は

　17～21窺とクスノキの生長が良好なため高いが，潜在自然植生の標徴種が復元できない場合が多い。

　阿久根布，宮之城町，薩摩町，出水市などで調査された。
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Tab。34　アラカシークスノキ群落

通 し　番　号　　’ 1　　　2　　　3 4 5 6

調 査　　番　号 371　399　401 391 407 373

原 調　査　番　号 K王　　ONO　　YS K工 KI K1

22　　24　　28 29 33 24

調 査　　月　　日 76　　76　　76 76 76 76

12　　12　　12 12 12 12

21　　23　　23 22 23 21

海 抜　　高　度（恥） 160　360　450 100 o 50

方 位 NE　’　・　　Nli｝ 即 L SE

傾 斜（o＞ 35　　15　　15 25 ε 30

調 査　　面　積（㎡） 15×2。15×3。15×2。20×2。15×2。2gX2。

高木：第1層の高さ（疏） 15　　18　　17 21　1 18 20

高木第1層の植破率（％） 80　　90　　50 90 80 80

高木第2膠の高さ（m） 8　　8　　　・ 7 10 ユ0

献第2層の植被率（％） 30　　40　　　・ 30 30 30

低木層の高　さ（m） 3　　25　　　4 3 3 2

低・木層の植被率（％） 40　　30　　20 30 40 30

草本層の高　さ〔m＞ α5　　0．8　　1 0．6 05 α5

草本履の植被率（％） 25　　70　　95 20 20 30

出 現　　種　　数 59　　72　　45 51 51 52

群落区分種
1一一｝『 u

ウ　ラ　ジ　ロ　ガ　シ 31 11・1　1・1i・ o ， ■

イ　　　ス　　　ノ　　キ

SB2
1十　　1・21．i　　　　　　　　I

I十　　・　1・

o● 9●

S 1十　　1・21・ o o 膠

ミ　ヤ　マ　シ　キ　ミ S
1十　　十　1．　　　1

■
響 嘩

シ　　　イ　　モ　　チ

^　　ラ　　ヨ　　ウ

s82
1十　　十　1。l　　　　　　　　r11・1　　・　1　。

■o

S 1＋　＋卜 o o
●

イ　　　　ノ　　　デ K 1十　1．21， ●
● o

コバノカナワラビ K
1　　　　　　　1

P2．22’21’ ● ■ o

サソマイ　ナモ　リ K 1十　　1・21・ 6 ● ●

群落区分種． 　　　1P＿一『一一 噤w一一一一一『一一 u
ク　　ス　　　ノ　　キ 3i ・　　　・　13・3　　1

3・2 1・1 3・3　1

ナ　ナ　　メ　　ノ　　キ S ・　　・　1十 十 十 十　i

@…
ヒ　メ　ユズ　リ　ハ B！ ・　一＋ 虚 ■ ◎　　1

B2 ’　　　●　1● 十 9 ．　1

SK ・　　・　1十　　1・　　・　1十 十5 十の 　l
潤@1

怐@　1

ク　　　　ロ　　　　キ B1 。　　・　【十 ● 9 。　　1

B2 ・　・ト o o
1・1　！　1

s ・　　　・　ほ・1 十 十 ・　1

タイミンタチバナ B2

r

　．　　lo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

@　［E　　・　1十　　1

o十
十十 。　l

@l
B　1
1
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フウトウガラシ

ジヤノヒゲ
ヤブムラサキ
カクレミノ

ツワブキ
ャフ　フン

群落区分種

キダチニンドゥ　　　S

　ウラジ「ロ　 K

サルトリイバラ　　 SK
群落区分種

バクサソボク　　 S

カガソガユ　SK
上級単位の標徴種・区分種

タブノキ

ネズミモナ

ヤ　ソ　デ
テイカカズラ

ミミスハイ

ア　オ　キ’

ツルグミ
キ　ヅ　タ
イタビカズラ
サカキカズラ
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フユイチコ
ム　　　 ベ
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K
S
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S

K

K
K

Bl

B2旦

K
B2

s

S基
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K
Bl
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S
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K
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Bl

B2

S

Bl

B2

s

S

S

s・
K

旦K
B2

S

s

s

　　　　　　｝・・h・十・！・一・＋＋・2＋・・
・・ h＋＋＋｛
・・ m十十十・｝
．．1・・1・1・1
　　　　　　　・　　　。　　1十　　　・　　1・2　　・　i

．．1 ¥…　　1　　【
・・ h＋・＋1
・・ P・十・2・2、
　　1　　　　　【
・・「：「下｝・・
・　・i5・5＋・21・　・

・・1±十1・・　　l　　　i
　　　　l　　i…　　　。i十十1
・… @iト2±レ
　　　　L＿＿＿＿」
282　　　・　　2・1　　3・2　　2・2　　1・1

十十・2…　　土　一　
王（i

…　　 十。o・1・2・十・・
十　　十。2　　十　　 十　　 十　　 十
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±十・2十・十十
・　　2・2　　・　　282　 4・4　　 ・

1・2　 1。2　　 。　　1・2　 2。2　　2・2

十・2・　・1・2。　・
’・1．1一磨置 D． C．・
。1・2・1・1・、11・1

十…　　十十．・　　1儘2　　十　　　十　　　 離　　　十

十1・2十・十・
・… @　 ．ト・
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十1。2・十。21・2・

十十・・十十
十・・十十十
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〇

十

十

±

十

●

■

◎

〇

十

十

◎

o

十

辺
1・2

◎

曹

●

●

◎

◎

十

。　　　　　　　　轄

。　　　　　　　じ

撃　　　　　　　 ・

●　　　　　　　 纏

●　　　　　　　●

，　　　　　　◎

o

●　　　　　　　　麟

十　十
脅　　　　　　 o

●

繍

2。2

調査地

調査者

1：出水市下：大川内，2：鹿兇鶏県薩摩町，3：宮ノ城町山野上の奥・

4：出水市松本御原下，5：阿久根市内田，6：出水市上鯖淵

1’4～6：鈴木，山鑓，井上，2，3：大野，佐々木，大山
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3．木ソバタブ群落

　大口布十曾川流域や出水市樋谷，東郷町などの山地斜面，あるいは岩頭が露出している、ンニ地にホソバタブの優占

する植分をみることができる。時に高木層にオユグルミ，アカメガシワ，イイギリなどが優占し，高木第二層にホ

　ソパタブが被度3～5と優占する。海抜200～600窺付近の内陸地にみられる。

　　このような植分は出環種数50～60種と比較的多く，イチイガシ群落やイスノキーウラジ・ガシ群集の伐採あ

と地で萌芽林を形成しやすい。ホソバタブはイチイガシ群落やイスノキーウラジ簾ガシ群落の低木磨や亜高木層に

一般に生育しているが，伐採などの人為的影響により，シイ，カシ類よりも先に生長し，高木。亜高木層をおおい

やすい。ホソバタブ群落は潜在自然植生の相違や入為的影響の強弱によりいぐつかの下位単位に区分される。

4．コシダーシャシャンボ群落

　　牧園町林田温泉の硫気孔周辺，霧島温泉，さらに上甑島では樹高1～3窺の低木林がみられる。コシダが林床に

被度2～4と優占しカーペット状に地上をおおいかくし，林分にはシャシャンボ，クロマツ，ピサカキが高常在度

で生育している。磁気孔周辺ではやマツソジ，サカキが特徴的に生育している。　伐採後貧化した上甑島

　におけるコシダーシャシャンボ群落はタブノキ，シャリンバイ，テリハノイバラ，バクサンボク，ネズミモチ，ク

　ロマツ，カンコノキなど低木が多く劣化した立地に強い植物が多い。

　上甑島では調査対象地は地形が細い階段状に構成されていることより，かつて畑耕作地として利用されていたあ

　とと考えられる。

5　アオモジ群落

　　出水市，阿久根市などの川沿いには伐採あとや崩壊地などにアオモジが被度4～5と優占する植分がみられる。

　アカメガシワ，カラスザンショウ，タラノキ，クサギ，ビロ　ドカジイチゴ，ヌルデなどクサギーアカメガシワ

群駈の標徴種を区分種としてアオモジ群落にまとめられた。アオモジ群落はさらに上甑島の東斜面の林道周辺にも

　みられる。

　　人為的影響の強弱，立地の相違により，アカネ，ヨモギ，チカラシバ，イノコヅチで区分される下位単位

エゴノキ，オォカグマ，タチツボスミレ．オトコエシ，ヤブタビラコで区分される下位単位、イズセンリョウ，

　アラカシ，ミミズバイ，バクサンボク，ヤブツパキ，ハナミョウガ，イタビカズラ，ツルコウジで区分される下位

単位に区分された。
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Tab・35．　ホソバタブ群落

通 し　番 号 1 2 3 4 5

調 査　　番 号 135 395 366 211 208

調 査 年 今6 〃 〃 〃 〃

月 日 ％8 1％3 1％1 ％1 ％1

調 査　　面 積（盗2） 20×25 20×30 10x30 20×30 20×20

方 位 SE o K E N

傾 斜（。） 5 30 1δ 20 30

海 抜（m） 475 160 290 210 230

高木第一層の高き（m） 20 9 ユ8 o 12
高木第一層植被率（％） 90 o 85 o 80

高木第．二層の高さ（狙） 10 10 13 8 8

高木第二屡檀被率（％） 80 90 40 95 80

低木履の高さ（m） 4 4 3 3 3

低木層植被率（％〉 30 70 30 20 30

草本層の高 さ（田〉 α5 0．8 0．3 α8 0．δ

草本層植被率（％） 10 80 20 30 30

出 現　　種 数 58 65 54 52 61

群落区分種
ホ ソ　　バ　　タ B2 5・4 5・4 3・3 5・4 4．4

SK：一 2・2 1．2 1・2 十・2 2．2

下位単位区分種

オ ニ　グ　　ル
ミ B1 5・4 ●

」 o ■

モ ミ B1 1・1 ◎ o　　．、 o o

S 十 o ● o ●

シ キ ミ B2 十 o ● ● ●

S 十 ● ● 9 o

キヨスミヒメワラビ x 1・2 ● o 魯 ●

ムカゴイ　ラク サ K 十 o ● 9 ●

ノく リ　バ　リ　ノ キ B2 9 1・2 o 0 o

S o 十 十 十・2 十

イズセンリヨ ウ S ● 1・2 十 1．2 十・2

イ ヌ　　　ビ ワ B2 ■ ● ■ 1・2 1・2

S ● 十 十 1・2 十

イ ヌ　　ガ シ B2 ● ● 十 ● o

s ， 十 十 十 十

ノ、 ナ　ミ　ヨ　ウ ガ K ● 十 十 十 十。2

キ ジ　ヨ　ウ　ラ ン SK 唇 十 十 ± 十

サソマイナモリソウ K 8 ÷・2 十 1・2 十・2

ア ラ　　カ シ BIB2 o 1・1 十 8 ±

一s 醤 十 ● ● ，

コ ジ イ BIB2 ● 1・1 o ● 1・1
一S ● o 十 o 1・2

ア リ　ド　ウ シ K ● 十 o 十 ÷

ナ ガ　サ　キ　シ ダ K ■ 十 o 1・2 1・2

ノ コ　ギ　リ　シダ K o 十 ● 1．2 十

ギ ン　モ　ク　セ イ B2S 置 十 ± ● 繭

一
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ヤ　 ソ　 デ

ツ　ワ　ブ　キ

イワヒトデ
ヒメアリドウシ

ァカメガシワ
ミ　　ズ　　キ

ア　オ　モ　ジ

ミソバアケビ

　エ　ゴ　ノ　キ

　ツクバ不ガシ
　ヤフムフサキ
　キジノオシダ
　ミヤマノコギリシダ

　ォニカラワラビ
　エビネの一種
ヤプソバキクラスの種

　ヤブツバキ

ピ　サ　カ　キ

ア　　オ　　キ
コバノカナワラビ

ヤフニソケイ
サ　ザ　ン　カ

テイカカズラ

イ　ヌ　ガ　ヤ

シ　ロ　ダ　モ

ネズミモチ

フユイチゴ
イタビカズラ
ビナンカズラ
サ　　カ　　キ

キ　　ヅ　 タ

オオバジュズネノキ

フモトシダ
イ　ス　ノ　キ
マ　メ　ヅ　タ

ウラジロガシ

ソ　ル　グ　ミ

s

K

K

s茎
BIB2

Bl

B2

B2

Bβ2

s

B2

32

s

K

K
K
K

32

s

B2

S

s

K
B2S

S

s

K
B2S

K
B2

s

B2

s

K

SK
K
B2S

s

K

SK：

K
B2S

s

B1

32

s

B2S

K
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●

o

●

●

o

o

●

●

●

●

o

o

o

o

o

纏

十

十

十

十

1。2

十

十・2

十

十

十

十

■

●

十

十

十

十・2

十

十

十

十

十。2

±

9

1。1

1。1

2・2

1・2

十

±

■

÷　 ユ・1　　・

十　　十　　・
9十　 2・2　 ・

十・2　十・2　 ・

十　　。　 2・3

’　　1・1　　・

。　　・　　1。2

●　　。　　十
・　　。　　±
o　　　　　．　　　　　●

。　　・　　十
●　　・　　1・2

。　　十　　十
◎　　。　　1・2

。　　。　　1・2

0　　・　　2・3
⑤　　・　　十

1。1

十

■

十

1・1

5・4

±

十

十

〇

十

十

●

十

〇

十

1・2

十

十

十

〇

●

十

9

●

●

o

●

●

●

2・2

1・1

0

十

1。2

1。2

十

十

●

十

±

●

1。1

0

0

十

〇

十・

9

9

十・2

0

●

o

o

o

◎

璽

〇

十

0

1・2

十

●

十

十

●

十

十

十

十

●

十

十

〇

〇

十

●

十

◎

o

o

十

●

±

十

●

●

●

o

■

9

0

0

0

4。3

1・1

2。2

1・1

十

十

十

十・2

十

1・2

十

十・2

十

1・1

●

0

1・1

十

2・3

十

●

O

o

o

o

●

o

o

1・2

±

十

±

●

●

十

十

〇

，

◎

十

〇

十

〇



　　コ　　ノく

　　ミ　ヤ　マ

　　タ　　ラ

　　モ　　チ

随伴種
ク

キ

イ

マ

．へ

ン　　ノ

　ト　ベ

リ　ハ

工

ノ

ム　　シ

ナ　イ

ラ

ヨ

ノ

ラ

ビ

グ

カ

シ

キ

ラ

ウ

キ

ン

ネ

デ

サ

ダ

ダ

ヌカボシクリハラン

ナガバイタチシダ

イ　ワ　ガ　ラ　ミ

イ　　ワ　　ヘ　　ゴ

ジュウモンジシダ

ネ　　ム　　ノ　キ

ムラサキシキブ
コガ　ク　ウ　ソ　ギ

ミ　　ソ　　シ　　ダ

タカサゴキジノオシダ

ヤ　　フ　　ソ　ア　　ソ

オ　オ　 カ　グ　マ

ォォハナワラビ

S

K
S

S

　K

　K
　K：

　K

　S

　K

　S

　K

　K

乾S

　K

　K

　K

　81

　B2

B2璽

　s

　K

　K

　K

　K

　K

十

■

十

十

十

十・2

十。2

十

十・2

翻

●

　●

十。2

1・2

1・2

1・2

十

　●

±：

十

■

十

十

■

の

■

o

2・3

十・2

　●

　o

十

1・2

　0

十・2

十

　●

●

o

o

o

●

o

●

o

9

9

o

o

＠

十

十

十

十

十

〇

o

o

o

o

3

●

o

B

8

8

●

9

十

〇

◎

十

十

●

o

◎

2。2

　0

1・1

十

　〇

o

o

o

　㊤

±

　0

1・2

十

　〇

●

●

●

■

o

●

o

十

1。2

　●

o

9

●

　9

十

　〇

十・2

十

十・2

十

　〇

o

　0

1・1

2。2

十

1・2

十・2

十・2

十

十

十

出現一回の種　通し番号隻；フジB2一十，　S一十，カゴノキS・一十，サンショウS一十，ソルマサキS一

　十，K一十，スギs一＋，オオバノイノモトソウK一十，ベニンダK一十，アマチヤヅノレK一十・ヤマ

　イタチシダK：一十，ソクシゼリsp。　K一十，キソコウハグマK一十，ヤブコウジK一十，ハルノタムラ

　ソウK一十，オオバウマノスズクサKl一十，コチヂミザサKl一十，コバノタソナミソウK一十，番号2

　；・・リギリB・一1・1・アカ〃B・一＋一，ンボクB・一＋・S一＋・ヤマ／’ゼBr＋・イチイガシBゴ

　十，サソマルリミノキS一十，センリョウS一十，ヤマビワS一十，ジ論ズネノキS一十，ハドノキ

　S一十，ナワシログミS・一十，シイモチS・一十，ルリミノキS一十，オォカナワラビK一十・2，ムペ

　K一十，サンシヨウソウK一十，オオバヌスビトハギK一十，イブキシダK一十，トキワカモメヅルK：

　一十，サルトリイバラK一十，オオサンシヨウソウK一十，オシダ科の一種K一十・2，ハチジヨウシ

ダK一＋・ソ・レコウジK一＋・番号3；ムクノキBl－2・2・クスノキB1－2穆1・イイギ，81－3’2

　カゴノキB1－1・2，　B2一十，ムクロジユ81－1・1，エノキB王一1・1・スダジイB1－1●1・シラ

　カシBr　1・1，アオソヅラフジS｝十，オォソヅラフジS．一1・2，マンリョウS｛十，クロキS一

＋・ホウラィカズラs一＋・・シ・ウノキs一＋播号4；・・ゼノキB・一＋・マタタビs…＋・ソ・レコ

　ウゾS一十，ヤノネシダK一十，ヒメウワバミソウK：一1・2，カソモウイノデK一十・ヤマノイモK

　一十，ガンゼキランK一十，ノササーゲK一十，ドクダミK一十，ホソバヤブソテソK：一2・3，番号5

　；カラスザ〃・ウB1－2・2・ナツ〃’3・一＋・ミミズバイB・一＋・ナ〃ジB・一＋・S一＋・夘

　ガネモチS一十，タニイヌワラビK・一十，ジャノヒゲK一十，オオアマクサシダK一十，クマノミズキ

　Bユー十・

調査地　通し番号1：大口市十曾川，2：東郷町，3：大［コ市山野，4，5：出水市樋之谷

調査者　通し番号1：藤原，望月，木村，2：宮脇，望月，藤原，3：佐々木，大山，木村，4，5：

　　　　　　　　4，5：宮脇，望月，藤原，木村
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Tab　36．　コシダーシャシャンボ群落

通 し　番 号 1 2 3 4

調 査　　番 号 63 304 508 510

調 査　　月 日
！76 ！76 ㍗6 176

’7 12 12 12

26 19 26 27

海 抜 高（m） 760 570 125 220

方 位 一 一 E S封

傾 斜（・） 一 一 25 15

調 査　　面 積（㎡） 3×4 1×5 10×10 15x15

低木層の 高さ（m）
2 1．3 3 1

低木三三被率（％〉 60 80 40 50

草本層の 高さ（m＞ α3 一
1 0．5

「草本三三被率（％〉 70 一 100 60

欝苔謄植被率（％） 10 一 一 ｝

出 現　　種 数 8 9 35 38

群落区分種

シ ヤ　　シ　　ヤ ン　ボ S 2・2 4．4 o 2・2

コ シ ダ K 3・3 2・2 4．4 3．4

下位単位区分種

ヤ マ　　ソ　　ソ ジ S 2．2 2・2 o o

サ カ キ S 1・1 十 o ●

タ ブ　　　ノ キ S o ● 2・2 十

シ ヤ　リ　ン バ　イ S ●
蓼 1・2 1．2

テリハノイバ ラ S ● 8 1．2 十

K ●
o ● 1・1

バ　ク サ　ン　ボ ク S ●
響 1・1 1・2

K 9 o o 十

ネ ズ　　ミ　モ チ S ●
o 1．2 十

ク ［コ　　　　　マ ツ S ■ 0 2・2 十

カ ン　　コ　　ノ キ S o o 2．2 十

イ　ヌザンシ　ョ ウ S 9 o 十 十

サルトリイバ ラ K ， o 十・2 十

ネ ム　　　ノ キ S ■ 魯 十 十

ツ ワ　　ブ キ K o 0 十 十

サ ソ　マ　ノ ギク K ■ o 十 十

ホウ　ロクイチ コ甲 K ◎
◎ 1・2 十

ア レ　ノ　ノ　ギ ク K 6 o 十 十

アキノキリンソウ K o
●

十 十

コバノタソナミソウ K 9
● 十 十

ミ ズ　　　ス ギ K 0 o 十 十・2

その他の種

ヒ サ　　　カ キ S 王．2 十 2．2 2・3

ス ス キ K 1・2 o 2・2 1・2

ク 口 キ S ● 十 ◎ 十

調査地及び調査者：1：牧園町（佐々木，大山）　，2：霧島温泉（奥田，中村，小用），3：上甑

　（奥田，佐々木，大山，箕輪），4：上甑（穴野，望月，藤原，小川〉
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Tab　37、　アオモジ群落

通　　し　番　号 1 2 3 4 5

調　査　番　号 278 476 2「09 275 390
調　　査　　月　　日（1976） 8 12 4 8 12

2 26 3エ 2 22

海　抜　高　慶（ητ） 100 180 270 30 100
：方　　　　　　位 N W E 聾E NW
傾　　　　　　斜（Q） 15 30 35 20 15

調　査　面　積（，ず） 塵X8 20×20 5×8 15×15 5×5

高木層の高さ（俄） ● 8 6 ● ●

高木層植被率（％） ■ 70 60 巳 欄

低木層の高さ（飛） 6 2 3 7 3．5

低木層植被率（％） 90 50 30 90 80

：草本層の高さ（規） α8 α8 1 α8 α6

草本層植被率（％） 70 30 40 50 30

嵐　　現　　種　　数 29 43 婆1 58 婆0

群“及び群翅標徴種澄よび区分種
ア　　　オ　　　モ　　　ジ B ● 4．4 3・3 ● ■

S 5・5 十 ● 4・4 5・婆

ア　カ　　メ　ガ　　シ　ワ　　　　　　　　B S 1・1 ± 3・3 2・3 ÷

… 　
カ　ラ　スザ　ンショウ B ● 1・2 1・1 ● ●

S ● 十 ● ● 1・2

タ　　　ラ　　　ノ　　　キ　　　　　　　　B S ● 1・2 十 2・3 十

一 一
K ● 十 o ● ●

ク　　　　　サ　　　　　ギ B ● 1・1 十 ● ●

S 1・1 o 1．2 ● o

ビロ　一　ドカ　ジイチゴ S ● 1・1 ● ● 十・2

K ● 2．2 ● 9 ●

ヌ　　　　　ル　　　　　デ S 2・1 ● 十 ● o

下位単位区分種 ｝一一 A

ア　　　　　カ　　　　　ネ K 十 i　　　・ ● ・ ・

ヨ　　　　　モ　　　　　ギ K
　51・2

　●P
● ● ●

チ　　カ　　ラ　　シ　　バ K ÷ 1　　　●

P

● ● ●

イ　　ノ　　コ　　ヅ　　チ K 十 1　　●
● ● o

一一 u一一一一一一一 u
エ　　　　ゴ　　　ノ　　　キ B2 ■ 1　1・1 2●21

● r　　　o

S ■
【　． 十

1　　．
P

●

オ　　オ　　カ　　グ　　マ K o ！＋ 十 1　　　　●

P

●

タ　チ　ツ　ボ　ス　ミ　レ K o 十 ｝　　● ，

オ　　　ト　　コ　　ェ　　シ K ● 　1P・2 　●c ●

ヤ　　ブ　　タ　　ビ　ラ　コ K o 1　十 十 i　　。 o

『一一一一一一回Zー一一桝一一一「
イ　ズ　セ　ン　リ　ョ　ウ s ● ● ■ 1　1・1

P
十　1

ア　　　ラ　　　カ　　　シ S ● ● 9 1　1・2
÷　1　し

ミ　　ミ　　ズ　　バ　　イ S ● ● ● 十　【

@i
バクサンボク
ヤブツパキ
ハナミョウガ
イタビカズラ
ツ　ル　コ　ウ　ジ

カツモウイノデ

　S
　S
　K
　K
　K
　K
－85一

●

●

■

■

o

●

o

●

●

o

o

◎

・　÷　1・21
　　　　1・　十　十【
　　　　1・　1・2十・2
　　　　ロ・　＋＋1
・　1・2　2・21
　　　1　　　1。　’11・2i
　　　l　　I



コパノカナワラビ
ァ　マ　ク　サ　シダ

フ　　モ　　ト　　シ　 ダ

キチジ　ョ　ウ　ソウ

ナガパイタチシダ

K

K

K
K

K

●

●

o

o

9

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　　l　　　l
’　11’11
・1＋・2・
　　　　　・　1十　l
　　l　　　l
・　1十　【
　　l　　　l
・　【十1
　　μ．＿＿」

コナラーミズナラオーダーの種

　　イ　　ヌ　　ビ　　ワ

　　ハ　　ゼ　　ノ　　キ

　　　ミ　　　　ズ　　　　キ

　　ニガガシュウ
　　　コ　チ　ヂ　ミ　ザサ

　　ヤ　マ　ノ　イ　モ

　　ヤ　ブ　ム　ラ　サキ

　　ツ　ル　 コ　ウ　　ゾ

　　イヌザンショウ
　　ヤ　　マ　　 フ　　ジ

その他の種
　マ　　 ビ　　ワ

ズ　　ミ　　モ　　チ

　ジ　　　イ　（スダジイ）

　　ス　　　　キ

　ラ　　ジ　　ロ

ナ　ン　カ　ズラ

　ブ　　ノ　　キ

　サ　　カ　　キ

カ　ラ　ス　ウ　リ

ユ　イ　チ　ゴ

　　イ　チ　 ゴ

　カ　カ　ズラ

　ト　リ　イバラ

　ワ　　ブ　　キ

S旦
　S
B旦
　S
　K
S篁
　S
　S

　S
　S

±

1・1

2・2

●

●

o

十

●

十

●

●

●

÷

■

十

●

÷

十

　●

1・1

十・2

十

十

十

2・2

　0

十　　十・2

・　　1・2

2・2　　。

・　　1。1

2。2　　÷

±　　十

。　　1。2

十　　 十

十　　　・

十　　÷

ヤ

ネ

コ

ス

ウ

ビ

タ

ヒ

キ

フ

ク

テ

　　サ

　イ

サル
ッ

ク　　ス　　ノ　　キ

　S
　S
　S
　K
　K
SK
　S
　S
SK：

　K
　K
　K
　K
　K
S　K

　S

●

●

●

●

●

●

〇

十

4・4

●

o

■

十

●

〇

十

〇

●

十

±

o

十

÷

●

2。3

●

●

十

十

±

●

●

十

÷

●

●

十

●

十

2・2

　■

2・2

±

十

十

十

1・2

0

●

o

÷

●

o

十

1。1

●

■

●

●

●

●

●

÷

十

÷

十

2・2

●

●

●

十

÷

十

十

÷

●

十

出現1鳳の種　 1：ノイバラS一÷，アオツヅラフジS一十。2，エビヅルS一十・2，ヤマノイモS一十，ガ
マズミS一十，ネムノキS－1・1，アケビS一十，キンミズヒキK：一十費ホシダKl一十，カジイチゴK一十，ヨメナK一

十，ノイバラK一十，　2とサツマサンキライS一十，オオムラサキシキブS一十，シマイズセンリョウS－1・2，

ナンパンキブシS～王。2，フカノキS一÷，ヤマグワS一十，サカキカズラS一十，コシダKl－1・2，ホラシノブ

K－1・2，ホウロクイチゴK一十，ツルソバK一十，アオノクマタケランK一÷，ヤブコウジK：一÷，アオスゲK一

十，イワガネK一十，ガガイモ科の一種K一十，　3；ニガキB－1・1，サルナシB一十，コガクウツギS－1・2，

キクパドコロS一十，　　4とヘクソカズラS一十，メダケS－1・2，イチイガシS一十，イヌガシS一十，ツルグミ

S一十，アケビS一十，シロダモS一÷，クロガネモチS一十，カゴノキS一十，ウラジロガシS一十9ヤマモガシS

一十，クチナシS一十，リンボクS十，シャガK一十。2，センリョウK一十，ジャノヒゲK一十・2ρコヤブランK

一十，オオパヌ久ビトハギK一十，ヤマイタチシダK一十，　トコロK一十，シキミK一十〇

調査地　　．1：出水郡上持平，2：上甑島皿石東，3：出水窃桶谷，4：阿久根市宮原，5：出水布竹本御原下

調査者　　1：喜脇，大野，木村，2：大野，望月，藤原，小川，3：宮脇藤漂，望月，木村，4：宮脇，大野，

　　　　　奥田，木画，5：鈴木，山田
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6．アカメガシワーカラスザンショウ群落

　森林が伐採されて3～4年を経た立地では，伐り跡先駆的草本植物群落のベニバナボ・ギクーダンドボ・ギク群

集は消滅し，替わって先駆的木本群落のアカメガシワーカラスザンショウ群落を生じる。アカメガシワーカラスザ

　ンショウ群落の成立により相観的には草原から森林へと遷移相の移行がみられる。そのために今回調査された植分

　でも3～7鱗と植生高の較差iが大きい。

　　アカメガシワーカラスザンショウ群落はマント群落の構成種を中心に，アカメガシワ，キブシ，カラスザンシ

　ョウ，コウゾ，ヌルデ，タラノキ，クサギ，ネムノキを区分種として識別される。植生高が7糀に及ぶ植分では高

木踏にアカメガシワーカラスザンショウ群落の区分種群，低木層に潜在自然植生構成種群のヤブッバキ，シキ㍉

　ウラジ篇ガシ，ホソバタブ，シ・ダモ，ピサカキなどが明瞭な階層分化のもとに生育し，進行遷移途上の世代交代

が進んでいると理解される。

7．クスノキ植林

　犬ケ倉に置いてクスノキ植林が調査された。樹高20規にも達したこの植林地ではクスノキが高木層にぬきん出

て，亜高木層にアラカシ，ヤブツバキ，シリブカガシ，イヌガシ，ミミズパイ，タブノキ，シロダモなど常緑広葉

樹が12窺にまで生長している。低木層，葦本命にも常緑植物が多く，ヤマビワ，ミミズバイ，シリブカガシ，ハ

ナミョウガなどミミズバイースダジイ群集やイチイガシ群落の標面面。区分種を有している。’

　　クスノキは明治時代しょうのうをとるため各地に栽培されているが，鼠本の気候に比較的適合性がよいためか，

逸出して生育しているものがあるが，日本ではまだその自然林はみとめられていない。鹿児島県下では大隅半島内

之浦にクスノキ植林が多く，屋敷林としてアラカシークスノキ群落が一部みられる。

8．ヤヅツバキ植林

　上甑島東斜面にはかつてツバキアプラを採徽したやブツバキの植林が島状に数ケ所みとめられた。阿久根市的場

　に含いても同様に樹高8～10㎜の馬面がみられる。

　　ヤブツバキは風衝低木林にも生育可能なように海風に対してはきわめて強ぐ，伊豆大島をはじめとし，福共晶大

島半島などでも植栽がみられる（宮脇・藤原1975）。

　薩摩半島北部や甑島では，ヤブツバキ植林中にモクタチバナ，タブノキ，アォノクマタケラン，；フウトウカズラ

などムサシアブミータブ群集の標徴種や区分種をもち，人為的影響により縄乱されているものと考えられる。

　ヤブツバキ植林中には常緑広葉樹の復元がきわめて良好である。
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τab　38。　アカメガシワーカラスザンショウ群落

調 査．

@番 号 134 133
調 査　　月 日 7 7

28 28
海 抜　　高 度（搬） 670 780
方 位 NE SW
傾 斜（。） 30 30
調 査　　薗 積（窺x規） 8×10 5×10

高 木　纏　の 高さ（ηの 7
一

高 木屠　植 被率（％） 90 ｝

低 木　層　の 高さ（鴛） 3 3

低 木　磨　植 被率（％） 50 8G
草 本　磨　の 高さ（㎜） 0．6 LO
草 油層　植 被率（％） 10 30

出 現　　種
「　数 49 43

群　落 区　分　種
ア カ　　メ　　ガ シ　　ワ　　　　B S 4　・4 2　・2

『カ　ラ ス　ザ　ンシ ヨウ　　　　B S 2　。2 3　・3
『

キ ブ シ B 3　・3 o

S 1　・2 1　・2

コ ウ ゾ　　　　　B S 1　・1 土

｝
ヌ ノレ デ　　　　　B S 十 ±

一一

タ ラ　　　ノ キ　　　　　B S 十 2．2
㎜ ～ク サ ギ S

q．．

十

ネ ム　　　　ノ キ S 十 十

K ● 十

ヤブツパキクラスの種
ビ ナ　　ン　　カ ズ　　ラ S 十 十

K 十 o

ヤ プ　　ツ　　パ キ S 十 十

シ キ ミ S 十 十

ウ ラ　　ジ　　ロ ガ　　シ S 2．2 ■

ホ ソ　　ノく　　タ S 2　・2 o

サ ザ　　　　ン カ S
．÷・

・

シ 　　1．香@　　　タ モ S 十 ●

ヒ サ　　　　カ キ S 十 陰

イ ヌ　　　ガ ヤ S
・十

●

　　　　識’L　ヨ　ス　ミ　ヒ　メ　ワ　フ ヒ K 十 ●

ト ウ　　ゴ　ク シ　タ． K 十 o

キ タ K 十 ．

キ ジ　　ノ　　オ シ　ダ K 十 ●

イ ヌ　　　ガ シ S o 十

ネ ズ　　　ミ　　モ チ S o 十

イ ス　　　　ノ キ S o 十

タ ブ　　　ノ キ S ● 十

その他の種
工 ゴ　　　　ノ キ B 1　・1 ●

S 1　。2 十

カ ナ　　ク　ギ ノ　キ S 十 1・2
コ ノく　　ン　　　ノ キ S 十・2 十

ヤ プ　　ム　　ラ サ　キ s 十 一ト

へ ク　　ソ　　カ ズ　ラ K 十 2　・2

ナ ツ　　　ヅ タ K 十 十

コ チ　　ヂ　　ミ ザ　サ K 十・2　層 十・2

出現1圓の種　調査番号　134：ムラサキシキブS一十，エワーS一十，ミズキS一十，アカシデS一ト，
ツルウメモドキS一÷，ナガパモミジイチゴS一十・2，K一十，クマヤナ・ギS一÷，ミツバアケビS一÷，ジャケツイ
バラS一÷，カラスウリK一十，ヘラシダ属の1種K一十，フユイチゴK一十・2，イナモリソウK一十・2，キヨタキ
シダK一÷，フモトスミレK一三・2，イヌワラビK一÷，アマチャヅルK一十，ノササゲK一準，パライチゴK一十・
2，ガンクビソウK一÷，キランソウK一十，　133こクマイチゴS－2。2，サルトリイバラS一÷，イヌツゲS一十，
コガクウツギS一十，ハマクサギS一十，ノブドウSr十，　ゴンズイS一十，ウリハダカエデS一十。2，ハゼノキS一
÷，　晶シ！キソウS－1。2，　ツクシイバラS－1。2，　ススキLK－1・2，スギK一十，　オトギリソウK一十，　ツタウル
シ王～、一十。2，ヒメワラピK一十，クサイチゴK一十・2，ボタンヅルK一十，窟シダK一÷，ハリガネワラビK一十，
オオアレチノギ． NK一十，

調　査　地
調　査　 者

大口市
藤原，望月，木村
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了ab　39．　クスノキ植林

調 査　　番 号 323
調 査　　月 臼 76

12
19

海 抜　　高 度（辮） 110
方 位 N罰

傾 斜（・） 15

調 査　　薗 積（アη×アη） 15＞（20

　㊧
vﾘ第1層の高さ（魏） B1 2G

高木第1層植被率（％） 80

高木第2旛の高さ（簿） B2 12

高木第2磨植被率（％） 30

低木層の高さ （俄） s 4

抵木遣植被率 （％） 婆0

草本層の高さ （蝦） K α5

草本層植被率 （％） 30
出 現　　種 数 60

植裁樹種
ク ス　　　　ノ キ

B1 5　・5

ヤブツパキクラスの種
ア ラ　　　カ シ

B2 1　。1

ヤ ブ　　ソ　　バ キ
B2 1　。2

s 2　・2

ウ ラ　　ジ　　ロ　ガ シ
B2 1　。1

シ リ　ブ　カ　　ガ シ
B2 1．1
s ÷・2

イ ヌ　　　　ガ シ
B2 十

S 2　・2

ミ ミ　　ズ　　パ イ B ÷

S ÷・2

サ ン　　ゴ　　ジ ユ
B2 十

s 十・2

タ ブ　　　ノ キ B2 十十

シサ ρ　　　ダ

U　　　ン

一モ

J

B2
唐

十十1　。2

ア ラ　　　カ シ
s ÷

K 十。2

カ　ク　レ　ミ　ノ

ヤ　マ　ビ　ワ
イズセンリョウ
ピ　サ　カ　キ
フウトウカズラ
不ス　ミ　モチ
ヤ　　ツ　 デ

ツ　ル　グ　ミ
オガタマノキ
ナナメノ キ

トキワカモメソル

ヤブユソケイ
カ　カ　ツガユ
ホソパタブ
ク　　ロ　　キ
ヒメユズリハ

一89一

s

s

s

s

s

s

s

S

S

S

s

s

s

s

s

s

1。2
1・2
十

1。2

十・2
十

十

十

十

十・2
十

十

十

÷



マルバシヤリソバイ

センリ　ョ　ウ
フ　ユイ　チ ゴ

ハナミヨウガ
テイカカズラ
オオイタビカズラ
オ　オ　カ　グ　マ

ム　　　　　　　 ペ

キ　ジ　ョ　ラ　ン

イタビカズラ
　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　

コハノカナワフヒ
カツモゥイノデ
ボ　タ　ン　ヅ ル

ク　リ　ハ　ラ　ン

オオイワヒトデ
ヌカボシクリハラン

その他の種
オオムラサキシキブ
ハ　ナ　イ　カ　ダ
ト　ウ　グ　シ バ

ウ　 ラ　 ジ　 ロ

ミ　　ソ　 シ　 タ

エ　　 ノ　　 キ

ボ　タ　ン　ヅ　ル

キダチニンドウ
ホ　　シ　　ダ
フ　モ　ト　シダ
オオハナワラビ
コゴメ　スゲ

s

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

B2
s

K
K
K
K
K：

K
K
K
K

K

十

1・2
2・2
1・．2

2・2

十

十

1・2
十

1・2
1・2
1。2
÷

十

十

1。1
十

十

十

十

十

÷

÷

十

÷

十

十

調査地：犬ケ倉

調査者：鈴木，井上，山田
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τab　40、ヤブツバキ植林

通　し　番　号 1 2 3

調　査　番　号 255 472 511

調　査　月　臼 76 76 76

8 12 12
1 25 27

海　　抜　　高（m） 51 265 一

方　　　　　位 SW RNW E

傾　　　　　繕（。） 30 20 20

調奪面積（㎡） 5x15 10×20 15×15

高木層の高さ（m） 8 8 10

高木層回忌率（％〉 90 90 85

低木層の高さ（m） 3 3 4

低木層植被率（％） 40 20 30

草本層の高さ（m） 0．6 0．7 0．6

草本層植被率（％） 30 30 20

繊　現　種　数 18 37 46

植　栽　種

ヤ　　ブ　　ソ　バ　　キ B 4・4 5・4 4・4

S 1・2 1・2 十

ヤブソバキクラス標徴種

ヤ　ブ　ニ　ソ　ケ　イ B o 1・1 ，

S 十・2 十 十

ソ　　ワ　　ブ　　キ K 十 十 十

モ　ク　タ　チ　パ　ナ B 1．2 ● ●

S 十・2 十 ●

ク　　チ　　ナ　　シ S 十 十 ●

フウ　トウカズ　ラ S ● 十・2 ●

K 3．3 十・2 ●

ネ　ズ　　ミ　モ　チ s 1・2 9 十

K 十 ● ●

ト　　　　ベ　　　　ラ S ÷ ● 十

ハ　　　マ　　　ビ　　　ワ s 十 ● 十

テ　イ　カ　カ　ズ　ラ K 十 ● 十・2

ビ　ナ　ン　カ　ズ　ラ K 牽 o 十

タイミンタチバナ BS ● 十 1・1㎝
｝

ア　　　　オ　　　　キ S o 2・2 1・2

ヤ　　　　ソ　　　デ S ● 十・2 十

シ　　　ロ　　　ダ　　　モ S 8 1．1 十

K ● ● 十

タ　　ブ　　ノ　　　キ B 暦 9 1・1

s o 十 十

バ　ク　サ　ン　ボ　ク S ● 十 十

アォノクマタケラン K ， 十 1・2

コ　　ク　　　ラ　　ン K 9 十 十
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その他
　　ソ　ル　コ　ウ　ゾ

　　イ　　ヌ　　ビ　　ワ

出現1回の種

　1：

　K－1。2，シャリンバイK一十，

　2：

K

B

S

8

十

十

1。1

十

十・2

　の

十

モチノキB－1・1，マサキS－1陰1，オオバグミS一十，クスドイゲS一十，オニヤブソテツ

　　　コジィB－1・2，ショウベンノキS一十・2，ホソバタブS一十，ホウラィカズラS一十，K一

　十，イズセンリヨウS一十，ミヤマトベラK一十，カツモウイノデK：一1・2，リュウビンタイK－1・

　2・ノシランK：一十，ヒロバカ7ンK：一十・ナギランK：一十，アカシユスランK一十・ミヤマノコギリ

　シダKl一十，センリョウK一十，ヒメアリドウシK一十，キジヨランK：一十，ヤブランK一十，ホソバ

　カナワラビK一十。2，コバノカナワラビK－1’2，ヤクシマネッタイランK・一十・2，

　3：シタキソウK一十，ヒサカキB一十，S一十，コバンモチB－1。1，オォムラサキシキブB一十，

　フカノキ8一十，S一十，エゴノキB－1・1，ネムノキB－1・1，バリパリノキS一十，ヤマビワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　S一十，マンリョウS一十，コシ3ウノキS一十，サツマモクセイS一十，サンゴジュS一十，ヒメユ

　ズリハS一十，シヤシヤンボS一十，イヌガシS一十，バクチノキS一十，ソルグミS一十，ナンバン

　キブシS一十，ヤマモガシS一十，ナキリスゲK：一十・2，オオハナワラビK一十，コシダK一十Pオ

　オカグマK－1。2，ウラジロK－1・2pギヨクシンカK一十，ホシダK一十，ヘクソカズラK一十，

調査地及び調査者：1：阿久根市的場（奥田・中村・大山＞2：下甑島1鹿島村（望月・箕輪＞3：上甑

　島（大野・望月・藤原・小川）

9．スギ，ヒノキ植林

　　スギ，ヒノキ植林は，植栽後の経過年数により構成種は大きく異なる。Tab－41に示されるように，スギ，ヒノ

　キ植林は，ヘクソカズラ，ヌルデ，カラスザンショウなどのマント群落構成種の下位単位と，イズセンリョウ，テ

　イカカズラ，シロダモなどの常緑植物の下位単位に下位区分される。前者は樹高が1～2魏の植林地で，樹冠はう

　っ閉して詮らず，旧地性のナガバモミジイチゴ，カラスザンシ・ウ，ヌルデ，バライチゴなどのマノト群落構成種

が多く生育している。一方，樹高が5窺をこえると，樹冠はうっ閉し，陽地性のマント群落構成種は生育できず，

かわって亜高木層や低木層に潜在自然植生の構成種であるタブ，ホソバタブ，イズセンリョウ，シロダモ，ヤツデ，

草本層にテイカカズラ，コバノカナワラビ，ベニシダなどが多く生育し，出現種数も43～79種と多ぐなる。

一92一



　Tab，41。　スギ，ヒノキ植林

通し番一号　　　 8910
調　　査　　番 号 320 197 王32　　329　　357　　228　　306　　362　　36王 358
調　査　年　月

日（／76） 12 7 7　　　　12　　　12　　　　8　　　　12　　　12　　　12 三2

19 30 28　　　21　　　21　　　　1　　　　19　　　21　　　21 20
調　　査　　面 積（㎡） 150 ｛00 400　　　一　　　　　一　　　500　　100　　375 875
海　　抜　　高 度（解） 200 69Q 890　　　一　　　　　一　　　370　　350　　235　　220 一

方 位 S SSW E　　　　　S　　　　　S　　　　NE　　　　－　　　　　N　　　　　一 N猛
傾 斜（o＞ 15 15 5　　　　25　　　15　　　35　　　　5　　　　25　　　15 5

高木第1層の高 さ（m） 一 一 一　　一　　一　　24　　12　　16　　12 27

高木第1層植被率（％） 一 一
一　　　　．一　　　　　一　　　　8δ　　　70　　　80　　　95 90

高木第2層の高さ（窺） 一 一

＿｝一一｝一…
14

高木第　2　層　植被　率（　％　　）
一 一

一一一一一一一
30

低木層　の高 さ（搬） 2 1 1　　　　　5　　　　　5　　　　　4　　　　L8　　　　25　　　　2 3

低木層植被 率（％） 30 30 30　　　90　　　80　　　7G　　　10　　　20　　　20 30

草本1韓の高 さ（況） 0．8 0．8 0．3　　　0．8　　　0B　　　　O．8　　　　1　　　　0．7　　　0，9 1

草本層植被 率（％） 90 95 70　　　　5　　　　10　　　70　　　80　　　80　　　30 80
出　　現　　種 数 28 29 42　　　崔5　　　44　　　79　　　57　　　43　　　53 51

植栽樹種
ス ギ B－1 ● o ・　　　　　亀　　　　　。　　　　　麟　　　4・4　　5・5　　5　◎5 3・3

S ■ 3．2 。　　　　　・　　　4　・4　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　。 8

ヒ　　　　　ノ キ B－1 ● 撃 ・　　　　　曾　　　　　・　　　5　・4　　　　… 3．3

s 3・3 曹 1　。1　　4　・4　　　　・　　　　　の　　　　　9　　　　　8　　　　　● ●

下位単位区分種 r一｝『@｝『一一一「
ナガパモミジィ チゴ S 【　　　．

G

● 十・21　・　　・　　十　　　… 8

K 1　十 十 ．　1　．　　．　　．　　。　　．　　． ，

ヨ　　　　　モ ギ K …【十・2
十

【●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　…

P

●

コ　　　ガ　　　ン ビ K ｝　十 十 ，　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　o

バ　　ラ　　イ　　チ コや K
　　…2・王

十　　　・　　　…　　　　　　　　　　。　　　’ ■

ベニバナボロギク K： i　・　　4・4　　　　1
　…
¥　　　…　　　　　　　　　　　’　　　・　　　・ ●

ソ　　タ　　ウ　　ル シ K 1　， 十 ＋ド　　8　’　’　”
●

ノ　　　ブ　　　ト“ ウ ．K
「　響
P 十 ＋ド　　’　●　．　匿　’

■

カラスザンショ ウ K 1　　膠 十 十　　　●　　　・　　　・　　　’　　　●　　　’

@き
9

ヌ　　　　　　ノレ デ S・K一 1　　　。 ± 十　1　…　　　　　　　　’　　●　　’
駐

へ　ク　ソ　カ　ズ ラ K 1　8
y

÷ ÷　1　…　　　　　　　　●　　●　　● 犀

L　＿　＿　＿　＿　　＿　　＿　＿　　＿ L＿　＿＿＿．＿　＿＿＿＿一一一一一一一一
イ　ズセ　ン　リ　ョ ウ S。K ， ● 　　　　　　　　　　　｝E　　1→一・2　　十・2　　1・2　　　士　　　1　・2　　2。2 2．2　；

テ　イ　カ　カ　ズ ラ K ● ■ ・　【十・2　1・2　十・2　十　　十　1・2 ・　i

ホ　　ソ　　バ　　タ ブ S ■ o ・｝＋　　＋　　＋　　・　　・　＋
十　　1

シ　　　照　　　：ダ

п@　　　　　ソ

モデ sS
99

一＋　1・1　＋　＋　・　＋Ir÷　51．ユ＋　●　÷
　1●　1

¥　　【

マ　　ソ　　リ　　ョ ウ s・K ■ ● ・　i±　　・　　十　　十　　・　　十 ±　　1

一
コバノ　カナワラ ビ K 陰 o ・1・ @＋　＋・2　8　2’3レ2　　1÷・2
タ BゴS o 曙

・　　12　。2　　2・3　　2・2　　　9　　　　十　　　　　・
±　1

一ベ　　　　ニL　　　シ ダ K ● ● ・1＋・2　＋　＋　＋’2　＋　’ 浮　1

ヤ　　ブ　　コ　　ウ ジ K ● o ・　　11　・2　　　十　　　十・2　　1　’2　　　十　　　　　8 。　　【

　，L　シ　ノ　オ　　シ ダ K ● ● ・　　1十・2　　　十　　　】L・2　　　十　　　　一ト　　　　8
・　　　1

@…
ミ　　　ゾ　　　シ ダ K o o

・　　i　　・　　　　　。　　　　十　　　1　・2　　1　・2　　　一ト 十　　1

イ　　　ヌ　　　ビ ワ S o ● ．1．　．　1・21・22・2　＋　　　11・2　1
ハ　ナ　ミ　ョ　ウ ガ K o ●

．　　1　　．　　　　　・　　　1　・2　　1。2　　1　・1　　2・2
十・2　1

上級単位の種
「一　　　　＿　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　　一　　　…　　　一　　一　　　　…　　　一　　一　　　一　　　一　　　一 t

ア　　　オ　　　モ

E　ラ　ジ　ロ　ガ

ジシ S・革（． ±o
露覇

　腎隔脂一｝一一｝一一噛一　黷P・23・3　÷；…
{！1．21．2霜…

ア　　　カ　　　ガ シ s ● ， ．12．31．1＋㌦　　．　。 瞼

ウ　　　ラ　　　ジ 口 K o ● ・㌧　＋…レ　・・ 5

　　、N　ロ　ガ　不　モ チ S ■
● ■＋　＋　＋口　・　・ o
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コ　ジ　イ　
S

ヤマツソジ　
S

イワガネソウ　X
サソマイナモリソゥ　　　　K

イ　ノ　デ　K
フモトシダ　Kカソモウイノデ　　 K
オオサンショウソウ　　　　K

ナガサキシダ　　K：
ソルコウジ　

K

シロヤマンダ④一種

フウトウカズラ

　ナガバイタチシダ
　ォォ・カナワラビ
　オオバノアマクサシダ
ヤブソバキ・クラスの種

　ピサカキ　ア　オ　キ
　ネズミモチ
　ビナンカズラ

キ　ヅ　タ
オオカグマ
ヤフソハキ
イタビカズラ
オオキジノオシダ

ヤブニッケイ
ナナメノキ
ク　ロ　キ
サザソカ
コズリハ
カゴノキ
サ　カ　キ
ム　　　 ベ

カクレミノ
バクサソボク
イスノキシ　キ　ミ
ノくリノくりノキ

モッコク
コバソモチ
アラカシ
イヌガヤ
スダシイ
　リンボク　ヌカボシクリハラソ

　ソワブキ
　イヌガシ　キヨスミヒメワラビ

　イワヘゴ随伴種
　フユイチゴ
サノレトリイノくラ

ス　ス　キ
ナキリスグ

K
S．

K
K
K
K
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S

S・K
s

K
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K
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K
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，

・・… @一・1・12・23・31
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●　・　・十6十十…
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’・・ ¥・十。・・十十…　　 。・・一g・2…・　　　・．　　十　 1・2　　・　　　・　　　・　　　…

・　。　。 十十 ・　。　…

・… @　 十十・…
’　”　。　・　・　十　…
・　9　・1・1・　・十。　。　・
…　　十。・±…
・・’・・ ¥・・十・2・・　。　・　。十。　・　・十・
・　　5　　・　　・　　・　　・　　…　　　　　　　2。2
●　　・　　 …　　　　　　　　2・2　　…　　　　　　　　十・

’　。　…　　　十・　・十・
・　・・ …　　　十・2・3・
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●　’　屡　　　．　　　。　　　・　　　・　　十　 1。2　　・　　　・

。　　 ・　　 ・　　 ◎　　 ・　　・　　3・3　1・2　 ・　　 ・

…　　　　　　 12・2　 十　「　・　　・　　…

　　！　　」●・・
k土椰2＿L’2」’＿＿㌦＿＿二＿＿＝＿＿二＿一

・… @　　’一1・2＋’21・2＋・2i
・　…　　　　’　．1＋・22’22・22・2i
・… @ ’目1・21．21・2＋・21
　　　　・一2・21・2＋＋・21

1・2。　・　。　。　…　　　。　。
1・2　1・2　　・　　　十　　1。2　　十　　3・3　2●2　　・　　1・2
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ス　イ
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ワ　　ト

カ

ソ　　ズ

　　キ

　　コ
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　　イ

ミャマノコギリシダ
オオバウマノスズクサ

コチヂミ　ザ　サ

キダチニンドウ
シ　ヤ　シ　ヤ　ソ　ボ

ァ　カ　メ　ガシ　ワ

チ　ヂ　 ミ　ザ　サ

ムラサキシキブ
ショウジョウスゲ
オオムラサキシキブ
ノ　コ　ギ　リ　シダ

ミ　ツ　ハ　ア　ケ　ヒ

ヒメアリドウシ
ヤ　ブ　ム　ラ　サキ

サンシ　ョ　ウ　ソ　ウ

キ　　ェ　　ビ　　ネ

ア　マ　チ　ヤ　ヅル

マ　ツ　カ　ゼ　ソウ

シユウブンソウ
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オオパチドメグサ

S齢K
s

S・墨

S

K
K
K
S

s。蕉

S’耳
K：

S・K
K
s

K
S

K
S

K
K
K

K
K
K
K

●

●

±

●

●

●

o

●

±

1。1
夢

■

o

塁

■

●

0

9

●

■

o

●

9

o

●

●

●

●

o

●

　●

2・2
十

　●

o

”

●

磨

。

6

o

●

o

o

●

●

■

十

●

腰

　〇

十

十。2

　0
o

●

　■

十・2

　●

8

夢

●

■

●

o

■

o

●

十

　●

1・3

璽

●

9

o

o

6

◎

十

十

●

o

巳

9

1・2
十

十

　●

●

■

●

●

8

●

●

鞭

●

量

梱

十

〇

o

9

o

●

o

●

　〇

十

1・2
0

●

●

●

●

◎

●

参

顧

o

o

±

●

十

十

÷

十

十

十

十

±

9

±

十

■

o

十

1・2

2・3

◎

◎

●

o

o

●

，

　o

十。2
纈

十

●

十

9

o

o

●

o

■

●

●

●

●

・　十・2

十

十

十

1・2

十

　〇

●

●

o

，

o

露

o

o

■

・　　十

2・2

十

十・2

十

　■

■

●

3・3
十・2

　■

o

o

■

9

●

曙

。

●

●

●

o

o

8

●

，

■

◎

8

●

〇

十

〇

u

　●

十

十

　●

2・2

十・2

　0

十

8

■

■

●

屡

9

十

6

量

o

o

■

●

o

o

o

●

●

o

●

　■

十

十

十

十・2

娼現1回の種：　頁r－320：トベラS一←，ヤマアイK一十，鐙瓦イワヒトデK－1。2，シロヤマゼンマイK一十，
ハチジョウシダモドキK一十　翼r－197：イワガネS－2・2．ヤブソテツK－1・2，オクマワラビK一十；，ミヤマトベラK一十・・2，

クリハランK一十，トキワヤブハギK：一十，ジユウモンジシダK一十，聾r－132：シロバイS一・÷，ミズキS一十，イPハモミジ

S一十，コガクウツギS一十，ヤブミョウガKン七ナワシPグミS一十，イチイガシS一十，タニイヌワラビK－1・2　，ヒメパ

ライチゴK－2・2，カラタチバナK－1・2，メダケK－1・2，オオノ・ナワラビK一十PササクサKr十，ツルリンド
ウK一十，ジャノヒゲK－1・2，　トウゲシバK一十g凝エ：リョウブS一÷ひミヤマシキミS一十，シラカシS一十，

ビロウドイチゴS一十，ナツヅタS湘十，キブシS一十，コショウノキS一十，トキワガキS一十｝シラキS一十，ヤマノイモS

一十・2，トキワカモメヅルS一王・27　ルリミノキS一十・2、，カンザブロウノキS－2・3，　ニガキS凸十9ハマクサギS幽十・

2，ツルマサキS蝉十，ノブドウS噂十，マムシグサK：わ十，イナモリソウK－1・2，タカサゴキジノオシダK一十，

マルパベニシダK：一十，ゼンマイK一十，キッコウハグマK◎十，Nr－228：モチノキS一十，クμパイS，十，　Nr－

306：ミミズパイB－2甲ユ・2，ヤマハゼB－2－2。2，バクチノキS一十ンセンリョウS一十，ヤマビワS薦十，
キジョランS一十・2，マルパウツギS一十，ヘラシダK－3・3，オオパノハチジョウシダK一十，タイワンコモチシダ

K一一㌧ハチジョウシダK一十，聾r－362：コシダK：一2・2，トダシバK一十9ナワシロイチゴ驚十・2，テリハノイバ

ラK一十，アキノキリンソウK－1・2，ガマズミK・一十，クスノキK一十，ワラビK－2・2，ノチドメK一十・2，ム

ラサキニガナK一十，ヤマヤナギK一十・2，タラノキK鯛十，ナワシρグミK一十，ツルウメモドキK申十，クズK｝

十，翼r－361：ハマクサギKl－1・29キレパノブドウK申十，ヒメムカシヨモギK－1・2，ヒメジョオンK－1陰2，エビ

ネK一十，キツネヤナギK一十・2，ヌマダイコンK由十，オオチドメK一十，ヤクシソウK一÷。ツルコウゾK一十，

タラノキK→十，蚕r－358：クマイチゴS－1・2，エゴノキS－1・2，　シPモジS一十，イヌツゲS一十，サルナシS

一十，ニシキウツギS－2・2，箪パンノキS一十，カナウツギK一十，オオアレチノギクK｛十，アメリカセンダン
グサK－1・1，ケナシヒメムカシヨモギK：一1・2　，トウバナK一十・2，ナツフジK噌十，メヒシバK一十，クマヤナギ

K劇十9ネコハギK－1・2，ハリガネワラビKl一十，カラスウリKl一十PミツノミツチグリK｝÷o

調’査地：　Nr－320　東町毎床牧場・Nr－197　高尾町～宮城町・Nr－132　大口市宮ノ尾山。蕪r－329
川内市湯田町・Nr－357　阿久根市横屋峠東　・N，r－228　鶴田町・蟹r－306　貝吹岡　・
聾r－362　伊佐郡新谷　・蛋r－361　茶円ヶ段・Rr－358　隅久根市横屋峠東
調査者：王：鈴木，山田，2：大野，鈴木，原田，山田，3：藤原，4：藤原，望月，箕輪，5，10：窟脇，箕輪，望

月，6：宮脇，藤原，望月，木村，7，8：奥：紐，中村，大山，9：宮脇，藤原，望月，箕輪
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10，クロマツ植林　一

　　今回調査されたク自マツ植林は，シィータブ林域のものと，海岸付近の表層土の堆積が少ない乾燥しやすい砂地

　．上のものである。

　　Tab－42は潜在自然植生が，チガヤ，ハマゴウを標徴種於よび区分種とするチガヤーハマゴウ群集域に槙林さ

　れた8年生のクロマソ林である。乾燥しやすい砂地上で，風衝の強いチガヤーハマゴウ群集域に植樹されているた

　め，クロマソの生長は悪く，やや媛生化している。

　　Tab－43は樹高7mの2願構造からなるクロマソ林で，高木層や低木層に潜在自然植生の構成種であるタブノ

　キ，ピサカキ，ネズミモチ，フウトウカズラ，ハマビワ，ヤマモモ，スダジイなどが生育する。

Tab　4，2。　クロマツ植林

調　査　番　号 284
調査年月　無（！76） 12

18
調　査　面　積（㎡） 100
海　抜　高　度（舵） 10

方　　　　　位 NW
傾　　　　斜（o） 5

低木層の高さ（彿） 3．5

低木屡植被率（％） 80

草本層の高さ（配） 0．5

草本層植被率（％） 20
出　現　種　数 7

植栽樹種
ク　　ロ　　マ　　ソ S 5・4

チガヤーハマゴウ群集の種

チ　　　ガ　　　ヤ K 2・2

ハ　　マ　　ゴ　　ウ K 1・2

随 伴　　種

ヨ　　　モ　　　ギ K 十

ス　　　ミ　　　レ K 十

オ　ガル　ガ　ヤ K 十

ネ　　コ　ハ　　ギ K 十

調査地　久見崎町

調査者　　藤原，箕輪
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Tab．43．　クロマツ植林

　調

調

蘭

方

傾

　　出
植　栽
　　ク

タ

ム

ヒ

ネ

ノ、

ヤ

ス

シ

ヤ

チ

ノ、

ナ

キ

ツ

査　　番　　号 51　5

査年月　日（’76） 12

2　7

査　　面　　積（㎡） 200

抜　　高　　度（俄） 170
．位 鶏

斜（。） 15

木第2層の高さ　（辮） 7

木第2層植被率（％〉 60

木層　の　高　さ　（駕） 3

木層植被率（％） 30

本層　の　高　さ　（魏〉 08

本層　植被　率　（％） 40

現　　種　　数 55
樹　　種
ロ　　　｝マ　　　ツ B－2 4　・4

キ・クラスの種

ブ B－2 1　・1

　　　　　ベ

E　ト　ウ　カ　ズ　ラ

B－2
唐

十十十・2

サ　　　カ　　　キ S 2　・2

ズ　　　ミ　　モ　　チ

}　　　　ビ　　　ワ

sKS 十十1　・1

マ　　　　モ　　　　モ S 1　・玉

ダ　　　ジ　　　イ s 1　・1

ヤ　ジ　ン　パ　イ s 十

ツ　　　　デ s 十・2

ヤ　　　ノ　　　キ s 十

ス　ノ　バ　カ　ズ　ラ s 十・2

ク　　サ　　ン　　ボ　ク s 十

ワ　シ　　ロ　グ　ミ S 十

ヅ　　　　タ K 2　・2

ワ　　　ブ　　　キ K 2　・3

オ　ノ　ク　マ　タ　ク　ラ　ン K ユ　・2

ゴレイタチシ　ダ K 十
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　　テイカカズラ
　　ビナンカズラ
　　オオハナワラビ

随伴種
　　イ　ヌ　ビ　ワ

　　ヘクソカズラ
　　ホウロクイチゴ

　　コガクウソギ

　　スイカズラ
　　ハ　ゼ　ノ　．キ

　　オオムラサキンキブ

　　キ　　ブ　　シ

　　ス　　　　 ギ

　　アカメガシワ
　　ムラサキシキブ

　　シヤシヤンボ
　　ミ　ズ　ス　ギ

　　ハマホラシノブ

　　ホ　ラ　シノ　ブ

　　タチツボスミレ

　　ヨ　　モ　　ギ
　　ビロウドカジイチゴ

　　シマフジバカマ

　　タイワンコモチシダ

　　ウ　ラ　ジ　ロ

　　ツ　ボ　ク　サ

　　カモジグサ
　　ツ　ル　ソ　パ

　　ニ　　ガ　　ナ

　　ハ　シ　コ　シ　タ

　　ァレノノギク
　　オ晶タビラコ
　　ビロウドタツナミ

　　ス　　 ス　　 キ

　　センニンソウ
　　コ　　シ　　ダ

　　スズメノヤリ
調査地：上甑島里
調査者：宮脇，中村
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11．アカマツ植林

　　アカマツは酸性で乾繰した立地でも生育が良好であるため，スギ，ヒノキの生育が悪い属根筋や斜面上部を中心

　に，広ぐ植林されている。

　　アカマソ植林内には，アカマツの芽生えや若木はあまり見られない。アカマツの生育に伴って林内の亜高木層，

　低木層は発達し，さらにその内部に常緑の自然林構成種が発芽，生育し，ついには常緑広葉樹林に移行するものと

　推定される。

　　作製された植生図には，アカマツ植林とク・マツ植林を一括し，アカマツ，ク・マツ植林として，描かれている。

12．カシワ植林

　　カシワ植林は，栗野町の牧場に齢いて植生調査された1ケ所だけである。ここのカシワ林は牧場と道路との境界

　に帯状に牧場の囲いとして植林されたものと考えられる。

　　高木層には，カシワの他に，クヌギ，コハウチワカエデ，イタヤカエデ，アオハダなど夏緑広葉樹が優占してい

　る。林床は牛の放牧によって荒れて偽り，ヘクソカズラ，サルトリイバラ，ヤマノイモ，ミツバアケビ，ナソヅタ

　などマント群落として聖裁に発達するツル植物や，サンショウ，タラノキ．イヌザンショウ，ナガバモミジイチゴ

　など有刺低木植物あるいは陽生低木類が1．0～3．0窺の樹高で繁茂している。

13　クヌギ植；林

　　牧園町寺原ではクヌギ植林が調査された。樹高10解前後で，薩摩半島北部では牧園町周辺にみられるに限られ

　たが一見コナラ林とよぐ似た外観を呈している。

　　クヌギ植林地は高木層にクヌギ1種が輝度4と60％の植被率をもち，低木層に夏緑広葉樹林を形成するコナラ

　ーミズナラオーダーの構成種であるコナラ，カナクギノキ，ゴンズイ，ミズキ，ハゼノキ，アカメガシワ，コマユ

　ミ，ガマズミなどとともに，林床にネザサが被度3と優占し，一晃関東地方のクヌギーコナラ林にきわめて類似し

　ている。カナクギノキ，コガクウソギ，ネザサがわずかに九州地方を特徴づけるだけで種組成に大きな相違がみと

　められない。

　　クヌギ糖林は良質の木炭を得るため行なわれているが，関東地方ではオオシマザクラ，ヤマザクラなどが植林さ

　れ，同様にクヌギーコナラ林やオニシバリーコナラ林と種組成がきわめて類似している。東北地方ではコナラを植

　林することが多い。近畿以西ではシリブカガシの植林が知られて偽り，コナラ，クヌギ，アベマキ林は自然の復元

　途上の林分で，他の構成種を伐採し，コナラ，クヌギ，アベマキなどを残し薪炭林に利用している。

　　クヌギ植林は比較的広ぐ，関東地方まで行なわれているが，鹿児島県南部ではみとめられなかった。
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Tab　44．　カシワ植林

調 査　　番　　号 1

調 査　年　月　日 ／76

V

27

海 抜　高　度　（脚） 730
方 位・傾　　斜 L

高 木　層　の　高さ （解） 7

高 木層　植　被率 （％） 70

低 木層　の　高さ （規） 3

低 木層　植被率 （％） 60

草 本　層　の　高さ （㎜） 0．8

草 本層　植被率 （％） 40

調 査　　面　　積 （挽x魏） 30×10

出 現　　種　　数 50

植 栽　　樹　　種

カ　　　　　　シ ワ B 4　・3

上級単位の種

ク　　　　　ヌ ギ B 1　・1

ヤ　　マ　　ウ　　ル シ B 十

s ÷

ア　　　オ　　　ハ B ÷

翼　　シ　　ア　　ブ ラ B 十

コハウチワカエデ B 1　・1

イ　タ　ヤ　カ エ　デ B 1　。2

カ　ナ　ク　ギ　ノ キ s 3　・3

サ　　ン　　シ　　ョ ウ s 十

ガ　　　マ　　　ズ ミ s 1　。2

ナ　　　ツ　　　ヅ タ s 十

イ　ヌ　ザ　ン　シ　ョ ウ s 1　・2

マ　　ル　バ　　ウ ツ　ギ s 十。2

ツ　　ル　　ユ　　ン ジ　ン s 十

ム　ラ　サ　キ　シ　キ　ブ s 十

ミ　　ツ　　ノく　ア　　ケ ビ s ÷

オ　ト　コ　ヨ　ウ ゾ　メ S 十

イ　　　ソ　　ノ キ S 十
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ヤマザクラ
ソルゥメ’ chキ
ツ　リ　パ　ナ

　　　　ヤマノ　イ モ

　　　　カ　マ　 ツ　カ

　　　　轟　　ガ　　キ

　　　　ヘクソカズラ
　　　　ナガパモミジイチゴ

　　その他の種

　　　　ク　 P　マ　 ツ

　　　　ネ　　ザ　　サ

　　　　クマイチゴ
　　　　ハマ　クサギ

　　　　タ　ラ　ノ　キ
　　　　サノレトリイノミラ

　　　　イ　ヌ　ガ　ヤ

　　　　ノ　ア　ザ　ξ

　　　　ス　　 ス　　キ

　　　　サジガンクビソウ

　　　　ギボウシ属の1種

　　　　ワ　レ　モ　コ　ウ

　　　　ノ　　ダ　　ケ

　　　　キンミズヒキ
　　　　ノ　ガ　リ　ヤ　ス

　　　　サ　 サ　 ガ　ヤ

　　　　シラヤ’マギク

　　　　オカ トラノオ

　　　　ナツノタムラソウ

　　　　ショウジョウスゲ

　　　　ォオパゥマノスズクサ

　　　　ワ　　ラ　　ビ

　　　　アキノキリンソウ

　　　　コチヂミザサ

調査地　　：　栗野町

』調査者 ：　宮脇，藤原，望月，木村
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Tab　45。　クヌギ植林

調　　査　　番　　号 1

調　　査　　月　　日 ！76

V

海　　抜　　高　　度（解）

25
R80

方　　　　　　　　位 E

傾　　　　　　　斜（o） 1　5

調　　査　　嘱　　積（搬x辮） 20＞く30

高木層の高さ　（挽） B 10

高木層植被率（％） 60
低木層の高さ　（飛） s 4

低木層植被率　（％） 3G
草本層の高さ　（規） K 0．8

草本罵植被率　（％） 70

出　　親　　種　　数 77
植　　栽　　樹　　種

ク　　　　　ヌ　　　　　ギ B 4　。4

コナラーミズナラオーダーの種

コ　　　　　ナ　　　　　　ラ s 1　・2

　　　ーJ　　ナ　　ク　　キ：　ノ　キ S 2．2
ゴ　　　ン　　ズ　　　イ s 1　・1

ミ　　　　　ズ　　　　　キ S 1　・1

ハ　　　　ゼ　　　　ノ　　　　キ s 1　・2

コ　　　　ーマ　　　　ユ　　　　　ミ s 十

ミ　　ツ　　バ　　ア　　ケ　　ビ S 十・2

ガ　　　マ　　　ズ　　　　ミ S 十

月　　　ラ　　　ノ　　　キ S 十

ヤ　　マ　　ノ　　イ　　モ s 十・2

イ　ヌ　ザ　ン　シ　ョ　ウ s 十

キ　：ク　パ　　ド　コ　ロ S 十

ヌ　　　　ル　　　　　デ s 十

ツ　ノレ　ウ　　メ　　モ　　ド　キ S 十

ア　　カ　　メ　　ガ　　シ　ワ S 1　・1

ヤ　　マ　　ツ　　ツ　　ジ s ÷

イ　　　ヌ　　　ビ　　　ワ s 十

　　　　“N　　マ　　ノ　　ミ　ス　キ s ÷

ヤ　　マ　　ザ　　ク　　ラ S 十

シ　　ラ　　ヤ　　マ　　ギ　ク K 十

　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

i　　　ソ　　　ツ　　　タ K 1　・2

コ　チ　ヂ　ミ　ザ　サ K ユ　。2

コ　　ゴ　　メ　　ス　　ゲ K： 十

キ　　　ン　　　ラ　　　ン K 十

イ　　ナ　　カ　　ギ　　ク K 十

ス　　イ　　カ　　ズ　　ラ K 十・2

ト　　　　　コ　　　　ロ S 十

コ　ガ　ク　ウ　ソ　ギ s 十
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その他の種

　　ネ　 ザ　 サ

　　ナガパモミジイチゴ

　　ピ　サ　カ　キ
　　オオバウマノスズクサ

　　不ス　ミ　モチ
　　ヤ　マ　ハ　ギ
　　サノレトリイノくう

　　ノ　イ　バ　ラ
　　ク　ロ　マ　ツ
　　ェ　ビ　ヅ．ル
　　ナワシログミ
　　タ　ブ　ノ　キ
　　ム　　　　　 ベ

　　テリハノイバラ

　　ヤマヤナギ
　　シ　P　ダ　モ
　　カラスウリ
　　ネコノチチ
　　ナワシロイチゴ
　　ア　キ　グ　ミ
　　ア　ラ　カ　シ
　　ア　カ　マ　ツ
　　ス　　ス　　キ
　　ヘクソカズラ
　　ウ　　　　ド
　　オカトラノオ
　　オトコヨモギ
　　ワ　　ラ　　ビ
　　キ　ガ　ン　ビ
　　アキノノゲシ
　　オ　ト　コヘシ
　　テリハヘクソカスラ

　　ク　　　　ズ
　　ヒキオコ シ

　　ヨ　　モ　 ギ

　　ホ　　シ　　ダ
　　ゼ　ン　マ　イ
　　コ　　シ　　タ
　　ビナンカズラ
　　カ　ニ　ク　サ
　　キジム シロ
　　オトギリソウ
　　ソリガネニンジン

　　キンミズヒキ
　　ヌスビトハギ
　　イネ科の一種
　　ゲジグジシダ
謁査地：牧園町，寺原
調査者：宮脇，望月，木村
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14．モウソウチク林

　　モウソウチクは農家の裏山や住宅地の防風林に比較的多く植栽されている。多くは丘陵や台地などの下部の適湿

　富養地に植栽されている為に三内に生育する植物は豊富である。

　　モウソウチク林内は，その立地の潜在自然植生により，構成種が異なる。また管理状態によっても林内に生育す

　る櫃物も異なっている。比較的管理が粗放な林内では，木本植物が多く生育している。スダジイ，アラカシ，タブ

　ノキ，ホソバタブ，ナナメノキ，知キ，・ジイなど高木甑る種類が低木層に復元している・常緑広葉樹や常緑

　草本植物は比較的多く，ネズミモチ，ピサカキ，ヤブニッケイ，イズセンリ・ウ，シロダモ，チャノキなどは被慶

　は低いが多数の出現種がみられる。

　　モウソウチク林は種組成的には竹林と結びつぐ種類は見あたらないが，スイカズラ，ヘクソカズラ，ヤマノイモ，

　アク’ビ，ノブドウなどのツル植物や，ヌスビトハギ，コマユミなどマント群落として林縁に発達する植物が多い。

　これは人為的影響が強く，林床が管理されていることにより，回縁から侵入しているものと考えられる。

　　　　　　　　　Tab　46。　モウソウチク林　　　　　　　　　　　　　　　　1

調　　査　　番　　号 1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6 7

調　査　年　月　貝 ！　76　　／　76　　／　76　　／　76　　！　76　　！　76　　／　76

12／三≧0　12レづ≧3　　1勿≧3　12／i8　　　7ン／念0　　　7レ〈≧0 η8

海　　抜　　高　　度（規） 230　　　　80　　　　80　　1　7G　　100　　19G 240
方　　　　　　　　位 L　　　NE　　餌E　　S遇　　W　　　L L

傾　　　　　　　　斜（。） ’　　　　　　5　　　　　　1　5　　　　1　5　　　　7　　　　　　． 「

調　　査　　面　　積（m×厨 25×25　30×20　15×20　15＞〈正5　10×10　1G＞＜1G　15＞く20

高木第1層の高さ　（吻） 14　　　15　　　18　　　　16　　　14　　　18 ユ4

高木第1層植被率　（％） 90　　　　90　　　　80　　　　90　　　　90　　　　80 90

高木第2層の高さ　（ηの 6　　　9　　　8　　　8　　　8　　　8 7

高木第2層植被率　（％） 20　　　20　　　20　　　　　5　　　20　　　30 20

低木潜の高さ　　　励） 更．5　　　　　4　　　　2　　　　　4　　　　　3　　　　2 LO
低木屠植被率　　　　（％） 70　　　　30　　　　20　　　　60　　　　30　　　　20 10

葦本丁の高さ　　　（那） 0．5　　　　α5　　　　0．3　　　　0．5　　　　0．8　　　　α7 0．8

草本層植被率　　（％） 30　　　　25　　　　40　　　　1　5　　　　30　　　　70 70

出　　現　　種　　数 44　　　　54　　　　73　　　　36　　　　99　　　　42 44

植　　栽　　種
モ　ウ　ソ　ウ　チ　　ニク B1 5　。5　　5●4　　5　・　5　　5　。5　　5．　4　　5。5 5．4

下位単位区分種
サ　　　ザ　　　ン　　　カ B2 ・　　　・　　1・1　　●　　　’　　　● o

s 3　●　3　　　　十　　　　1　●　2　　　　●　　　　　　・　　　　　　● D

うト　ソ　マ　ノレ　リ　　ミ　ノ　　キ s ＋　1・1　十　　’　　●　　． ◎

シ　　　イ　　　モ　　　チ s 十　　　÷　　÷　　　・　　” ●

ス　　　ダ　　　ジ　　　イ B2 1・2　　・　　　・　　　●　　　・　　　● ●

s 十　　十　　　・　　　”　　　● o

ン　　　　　　ユ　　　　　　ロ B2　iΣ ±　　十　　　・　　。　　・　　’ ，

K ・　　十　　　・　　●　　●　　● o

ジ　ュ　ズ　ネ　ノ　キ S　　K一 ±　　十　　・　　”　　　● ●

コ　　バ　　ン　　モ　　チ s 十　　　・　　十　　　。　　o　　● o

イ　タ　ビ　カ　ズ　　ラ K 十　　　・　　十　　　●　　●　　●

ハ　　　ン　　ゴ　　シ　　ダ K 十　　　・　　十　　　。　　。　　。 o

ア　　　　　オ　　　　　キ ．　S ・　　十　　十　　　。　　・　　● o

セ　　ン　　リ　　ョ　　ク S ’　　十　　　十　　　’　　●　　’ ●

K ’　　・　　十　　　●　　’　　● ●

ト　　キ　　ワ　　ガ　　キ s ・　　十　　十　　　●　　。　　● o

ナ　　ツ　　エ　　ビ　ネ K ●　　　1　●　2　　　十　　　　　●　　　　　○　　　　　・ o

ヌ　ス　ビ　ト　ハ　ギ K ・　　…　　　　　　　÷・2　1・1 1・2

ス　　イ　　カ　　ズ　　ラ K ・　　・　　　。　　・　　十　　十 十
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ヘクソカズラ

ス ギ

ク　 サ　 ギ

ビロードイチゴ

イノコヅチ
ド　ク　ダ　ミ

ヒメワラビ
ヤマノイモ
シ　ラ　カ　シ

　カ　　　　キ
　ノ　ブ　ド　ウ
　サ　サ　ク　サ
　ムサシアフミ
ヤブツパキクラスの種

　ヤブユツケイ
　チ　ヤ　ノ　キ

ア　ラ　カ　シ

フユイチゴ
シ　ロ　ダ　モ

タ　ブ　ノ　キ

キ　 ヅ　 タ

テイカカズラ
不ス　ミ　モチ
ナナメノキ
イズセンリョウ
ビナンカズラ
イチイガシ

ヤブコウジ
ム　　　　　ベ
ナ　ガノく　ジ　ヤ　ノ　ヒ　　ゲ

ヤフツハキ
ピ　サ　カ　キ
ク　チ　ナ　シ
ナワシログミ
ミミズパイ
ホソハタフ
リ　ン　ボ　ク

ジヤノヒゲ
カ ク　レミ　ノ
ベ　ニ　シ　ダ
オオカグマ　ワ　　　　　　　　　

ゆ

カフタチハナ
トキワカモメヅル

マンリ　ョウ
イ　ヌ　ガ　シ
オ　　モ　　ト
サ　 カ　　キ・
ク　　ρ　　キ
シリブカガシ
シ　　ヤ　　ガ

　s

B1旦2

　S
　S
　S
　K
　K
　K
SK
　B2
　s
　s
　S
　K
　K

　S
　s
　K
　B2SK
　z
　B2
　s
　B2
　s
　s
　K
　K
桑2s

　S
　s
　K
　Bl
　B2sK
　K
　K
　K
旦2s

　s
　s
　s
旦2s
旦2s

　s
　K
豊2S

　K
　K
　KsK
　K
愛2s
　K
　S
　S
　s
　K

●

●

●

●

o

●

●

●

●

●

o

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

o

●

●

●

●

●

o

●

o

■

●

●

，

o

●

●

●

o

●

●

●

●

●

■

o

・　十　・　・

・十十十1。1・　十　・
・　十　・　。
・十・2。　十
・　十　。÷・2
・　・　1・12。2
・　十　・3・3
・　十　・2・2
・　十　・十・2
・　÷十　・
・　十　・　・

・十十
・

・　十十　・
・　十十　・
・　十1・1・

十十十÷1・1十±→一　　十　 1●1　1・2　十。2　 一ト　　一←

・　　　●　　　。　　1・2　　・　　十　　 ・

1・1。　・　。1・1L・1．・
1・2　1・2　 十　 1・2　 →一　 1●1　 十

1●2　 →一　 1●2　1●2　1。2　3・3　2。2

…　　　十　十　・　。
1・1十●2　 十　　 尋一　　 ●　　　●　　十
・　 1。1　　0　　1・2　→一・2　　。　　 ●

十・十1・2・　・十
・　．　・　・　一ト　・　・
1の2　　●　　1。2　 十　 ÷●2　1・2　2。3

1●2一卦・2　2・2　1・2　1・2　十●2　　●

1。2±÷十十・2十・
2・2　1●1　 ヨー　　一｝一　　→ト　　十　　 〇

十　 2・2　1●1　　・　 十・2　　。　 一トの2

十・十・2・十十÷・1

@…　　　　1・11・玉　・
・　・　十　。　’1・1・
・　　　・　　1・1　1●2　 一十・　 1●1　　±

1●2　 十　　 ・　　1●2　 →一　　一ト　　 ・

1・2・十・÷・十
。十十・　・÷十
〇王・1十2’21．二1●　●
。｝・2十1。21・2・　・
・十十・十・2十●
●十十十一【一・　・
。　十÷　・．十　・　・

・十±・華 ・　・
1。2　 ●　　十　　 ●　　十　　 十・　　●

●　　●　　～i一　　十　 十・2　一ト　　●

→　十　．い2・　十　。
1●21・2十1・2●　’　・
・÷1。2。十9　。
・　・十。　・十十
・影・十・2・±・　・
・　・十・十十・
・・ ¥十・±。十十…　　　十●
十十・十・　・　◎1．2　ユ¢2　 。　　十　　 。　　 ◎　　●

・3・2…　　　1’1。
・十・　・十・　・
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オオイくジヤノヒゲ
ツ　　ル　　コ　　ウ　　ジ

ア　マ　ク　サ　シダ

コ　　　　ジ　　　　イ

ナ　　　ン　　 テ　　　ン

　　ハナミョウガ
　　　ヤ　　　　ツ　　　　デ
　　　ト　ギ　　ワ　　ヤ　　ブ　　ハ　　ギ

その他の種
　　　フ　　モ　　ト　　シ　　タ

　　ミ　　ゾ　　シ　　ダ
　　ナ　　キ　　リ　　ス　　ゲ

　　イ　　ヌ　　ビ　　ワ

　　キダチこンドウ
　　ミ　　ズ　　 ヒ　　キ

　　ホ　　　　シ　　　　ダ

　　ア　　　　ケ　　　　ビ

　　コ　チ　ヂ　　　ザサ
　　コ　　　髄マ　　　ユ　　　ミ

　　ゴ　　ン　　ズ　　イ

　　サノレトリイノ｛ラ
　　コ　ガク　ウ　ソ　ギ
　　ャ　ブ　ム　ラ　サキ

　　ムラサキシキブ
　　ウ　　ラ　　ジ　　ロ

フ｝一；二一ノくヌスビトノ、ギ

オ　　カ　　メ　　ザ　　サ

　　K

　　K

　　K
BIl豊2

　　s

　　s

　K
　K’
S　K

　K

　　K
　　K

　　K
　　s

旦　K

　　K

　　K

旦　K

　　K

　　S

　　s
　　s
　　s

　　S
　　s

　K
　K
　s

o

o

■

o

●

●

●

●

o

●

十・2

1。2

十・2

　0
●

　●

2・2

　0
十

十

●

o

■

十

●

十

〇

■

o

　●

1。1
■

●

●

●

十・2

十

十

　●

●

o

●

9

十
●

十

十

十

〇

　o

十

1・2

　〇

十・2

十

1＿二2

エ・2

÷

十

1・2

1・1

1。1

1・2
十

十

十

十

〇

十

十

〇

◎o

●

■

o

●

●

●

●

o

の

。

◎

●

o

●

±

十

1・2

1・1

．十

　，

十

　◎

●

1●2　十・2

十　2・2
　・　　　　　　　　　●

　・　　十

十　　±

　・　　十

　●　十澗2

　　　±
　●　　3’3
　。　　渉・

・　　十

・　　十

・　2・2
・　　十

十　一ト2

・　　1・2

●　　　　　　　　　　●

1・2　　・

●

■

●

σ

o

∂

●

の

。

十

〇

　0

1・1

　●

2・2
●

●

◎

，

9

●

o

●

o

十

●

o

■

■

o

o

o

●

◎

●

十

十

十

●

o

1・2

1・2

十・2

2・2

　0
躊

■

●

●

●

●

●

●

出現1回の種　 調i査番号1：カゴノキB2一十，シャシャンボS一十，オガタマノキS一十，ヒメアリドウ
シKl一十，　トウゴクシダK一十，ニッケイK一十・　　2：イヌマキB2一閲；㍉　S一十，タラヨウS一十，モッコクS

一十，エゴノキS一十，シュンランK一十，タユヘゴKl一十，　3とホウライチクB2一十，　ツルグミS一÷，パリ
パリノキS一十，ナガバニセジュズネノキS一十，イスノキS一十，ヤリノホクリハランK一十2，コパノカナワラビK：一

十，ナガサキシダK：一十，ミツバアケビK：一十gキエビネK一十，ナガパノモミジイチゴK一十，クスドイゲK一十，

コゴメスゲKl一十，ヒメユズリハK一十，コクランK：一十・，ヤブユンジンK一十，バカタシダK一十，フデリンドウ

K一十，オオハナワラビK一÷，　　4呂ハナイカダS－1。2，シキミK一十9ヤブソテツK一十，イワガネソウK

一七イヌガヤB2一＋，　S－1・2・ネムノキS｝七ミソナオシS一÷●2・ホソパイヌビワS一＋，ウ〃キ
S一十，ガマズミS一十gコパノガマズミS一十，ヤマウルシS一十，コンロンカS一十，マルパゥッギS一十gナ
ツフジS一十，クロバイS一十，クロガネモチS一十，ヤマビワS一十，ヤマハゼS一十，鵡セアカシアS一十，

モリイパラS一十，ノアザミK｛十，ツワブキK一十，ヒヨドリバナK一率，オオバウマノスズクサK一十，ヤブマ

オK一十，イタドリK一十，ノササゲK一十，ガンクビソウK一十，サツマスゲK一十，ハルノタムラソウK一十，

ゼンマイK一十，ノイバラK一十，ミョウガK　十，キンミズヒキK　十，　6：ツクバネガシB2－1・19ウラ
ジロガシB2一十，ボンタンS一十・ケチヂミザサK一202PカソモウイノデK一÷臼　7呂カエデドコロB2一÷2・
マユミS一一十，タリーS一十，カキドウシK一十・2，ヤブマメK－1。2，ナツヅタK：一十，　ミツバK－1・2，

ゲンノショウ2K一十，アオミズK－1・2，マムシグサK一十，コアカソK一十・2，ヤブタバコK一十，カラス
ウリK－1・2，　トウバナK一÷o

調　　　　査　　　地　　1Σ伊佐郡菱刈町楠原　　2呂

53宮城町母ケ野　　6ε曾木の滝　　7；栗野町二渡

答院町川西　　3；鶴田町柳野　　4霧原窪田　田原

調 査 者　　玉，4，7：奥田，中村，小川　2：宮脇，望月，箕輪，藤原131大野，佐々木，小川，木村

　　5：富脇，藤原，望月，木村，6：大野，原田，鈴木，山田
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15．〆ダケ群落

　　メダケは丘陵，海岸，海辺等にはえる常緑のササである。鹿児島県北部では，川沿いに帯状に密生しているメダ

　ヶ群落が，ホウライチク群落とモザイク状にみられる。また山地斜面のやや湿った立地にも一面にメダケ群落を形

　成することがある。

　　伊佐郡薪川で調査されたメダケ群落は河川沿いの水田に囲まれた帯状の群落である。林内にはスイカズラ，ヘク

　ソカズラ，ヤマノイモ，カラスウリ，ノイバラなどのツル植物やウツギなどマント群落として林縁から侵入したと

　考えられる。

　　下甑島手打で調査されたメダケ群落は放棄畑地に発達した群落で，林内にはタブノキ．ピサカキ，ネズミモチ，

　ヤブニソケイ，ヤブツバキ．クチナシ，．マンサヨウ，キヅタ，ヤブランなどの常緑の木本類や草本類が多くみられ

　た。これは畑地が放棄されて以来，人為的影響が弱かったと考えられる。

16．ホテイチク群落

　　海岸近くの低山地斜面に一見マダケ群落に似た相観でホテイチクが優占する三分がみられる。

　　ホテイチクはマダケに似ているが竹の皮に黒点がなく，稗脚は帯出すること，節聞と波聾する鶴間があって接近

　することで区分される。マダケと同様に国内利用とタケノコを食用とする薦的より栽培されている。中国原産で

　「大和本草」では琉球から入ってきたとされている。筍は竹類中ではもっとも美味といわれ，肥後入吉地方では乾

　筍として売られている。

　　薩摩半島ではホテイチク群落が比較的広い面積を占めているが，メダケなどのササ類同様にこ次的に伐採跡など

　に増加して，生育しているものと考えられる。群落内には常緑植物がきわめて多く，林縁群落の種数よりも数

　が多い。人為的影響によリホティチクが署内をうっべいしたため常緑植物が生育しやすい状態になったものと考え

　られる。

17．リュウキュウチク群落

　　けユウキュウチクは琉球諸島に自生するが，耐寒性もあり九州南部では栽培されている。屋根ふき用，壇根笹な

　ど建築用材として栽培されている。山ろく地域ではりュゥキュウチクが草原状になって，他の植物に代って

　優占し，純群落を形成しでハるのがみられる。これは低由地域の常緑広葉樹林がぐりかえし伐採されたあとに群落

　をつぐつたもので中性ないし乾性で内地のササ草原にあたるものと考えられる。甑島列島で調査されたリュウキュ

　ウチク歯内には常緑広葉樹が低木層に多くみられる．甑島の海岸風衝地では晶度森林が伐採されると風衝が強く森

　林復元が困難で，リュウキュウチクの持続群落を形成している。林内の構成種は海岸風衝地にみられるハマビワ，

　シャリンバイ，トベラなどが多く，また他にサルトリイバラ，カニクサ，ミツバアケビなどのソル植物も多い。
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Tab尋7．　メダケ群落

調　　査　　番 号 336 426

調　査　年　月 自 ！76 ／76
12 12
20 24

方 位 o w
傾 斜（・〉 L 10
海　　抜　　高 度（那） 190 1三5
低本鞘1層の高さ　（規） o 4

低木第1層植毛率（％） ■ 70
低木第2層の高さ　（泌） 3　・5 王　・7

低木第　　2　層植被率　　　（％　｝ go 30
草本層の高さ （規） 0．5 0．5

草本簡植被率 （％） 20 3G
調　　査　　面 積〔翅X加） 1×5 6×6

出　　現　　種 数 15 25
群落区分種

メ　　　　　ダ ケ S－1 ● 44
S－2 5　・4 ○

ヤ　ブ　ツ　パ　キ　ク　ラ　ス の種
タ　　　ブ　　　ノ キ S－1 ● 十

S－2 ■ 1　・2

シ’　ヤ　　リ　　ン　　パ イ S－2 ■ 十

ヒ　　　サ　　　　カ キ S－2 o 十

「「刀@　ス　　　ミ　　モ チ S－2
● 十

ヤ　　ブ　　ツ　　パ キ S－2 ・ 1　・1

ヤ　　ブ　　ニ　　ッ　ケ イ

S－2
， 十

ナ　　ワ　シ　P　グ ミ S－2 ● 1　・2

ク　　　チ　　　　ナ シ S－2 o 十

ツ　　　ワ　　　ブ キ K ○ 1　。2

タ　　　　マ　　　　シ K の 2　・2

テ　イ　カ　カ　ズ ラ K ●

十。2
ヤ　　　ブ　　　ラ ン K ． 十

マ　　　ン　　　リ　　ョ ウ K ● 十

キ　　　　　ヅ タ K ■ 十

ビ　ナ　　ン　カ　　ズ ラ S－2 1．2 ●

その他の種
ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ ラ S－2 1　・2 ・

ヤ　　マ　　ノ　　イ モ S－2 十2 ・

カ　　ラ　　ス　　ウ リ S－2 1　・2 o

ス　　イ　　カ　　ズ ラ S－2 1　・2 ・

ノ　　　イ　　　パ ラ S－2 1　・2 o

K 十 ，

ア　　　　　ケ ビ S－2 1　・2 ■

K 十 ●

セ　　ン　　晶　　ン　　ソ ウ S－2 十 o

ウ　　　　　ツ ギ S－2 1　・2 ，

ハ　　　　　　チ ク S－2 1・2 ●

ホ　　　　　　シ K 1　・2 十

ク　　サ　　イ　　チ K 十 ●

タ　チ　ツ　ボ　ス　　ミ レ K ÷ o

セ　　キ　　シ　　　ョ ウ K 1・2
●

オォムラサキシキブ S－2 ● 1　・2

サ　　ノレ　　ト　　リ　　イ　　ノく ラ S－2 ● 十

テウハヘクソカスラ
’

S－2 ■ ÷

イ　　　ヌ　　　ビ ワ S－2 ● 1　・2

ク ズ S－2 o 十・2
コ　　ガ　　ク　ウ　ツ ギ S－2 騨 十

ナ　　　　ツ　　　フ ジ K 9 1　・2

ウ　　　ラ　　　ジ 口 K ● 1　・2

コ　　　　　　シ K ● 1　・2

調査地　336：こしき脇手打　426：伊佐郡霧川

調査者　3361奥田，中村，小川　　426：奥田，箕輪・大山
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Tab．48　ホテイチク群落

調 査　　番　　号 382

調 査　年　月　日 ヤ6

13／22

方 位 s

傾 斜（o） 20
調 査　　面　　積（m倉） 15×20

高木 籍　の高さ（犠） 6

高　木 層　植被率（％） 90
低木 磨　の高さ　（挽） 3

低木 態　植肥・率　（％） 20
葦本 層　の　高さ　（規） 0．5

草本 層植被率（％） 20
出 現　　種　　数 65

群落区分種
ホ　　テ　　イ　　チ ク B 5　・4

ヤ　ブ ツ　パ　キ　ク　ラ　ス の種
ヤ　　　　　　ツ デ s 2　・2

ヤ　　ブ　　ニ　　ツ　ケ イ S 1　。2

　　　7V　　　　ロ　　　タ モ S 1　・1

カ　ンザブP　ウノ キ S ÷

フ　　ユ　　イ　　チ ＝ゴ S 1　・2

K 2・2
ア　　リ　　ド　　ウ シ s 十・2
シ　　ャ　　シ　　ャ　　ン ボ S 十

ナ　　　ン　　　テ ン S 十

イ　　　ヌ　　　ガ シ S 1　・2

ネ　　ズ　　ミ　　モ チ s 1　・2

ピ　　　サ　　　カ キ S ÷・2
ア　　　　　オ キ s 1．2
チ　　　　ヤ　　　ノ キ s 十

ナ　　ナ　　メ　　ノ キ S ÷

ク　　　ス　　　ノ キ S 十

イ　　　ヌ　　　ガ ヤ S 十

ア　　　ラ　　　カ シ S ÷

セ　　ン　　リ　　ョ ウ S 十

モ　　　　チ　　　　ノ キ S 十

　　　　．i　　ワ　　シ　　P　　ク ミ S ÷

ス　　　タ　　　ジ イ S 十

ヒ　　メ　　ユ　　ズ　　リ ノ、 S 十

ユ　　　ズ　　　　リ 1、 S 十

ム ぺ S 十

＝コ　　　ノく　　　ン　　　モ チ S 十

リ　　　ン　　　ボ ク S 十

ル　　　リ　　ミ　　ノ キ S 十

“　　　　甲q　　ナ　　ン　　カ　　ス ラ S 十

K 十

シ　　　イ　　　モ チ S ÷

キ　　　　ヅ タ K 1　・2

ジ　　ヤ　　ノ　　ヒ ゲ K 十

ヤ　　　ブ　　　ラ ン K 十・2
テ　　イ　カ　カ　ズ ラ K 2　・2

べ　　　　鵡　　　　シ ダ K 十

ツ　　　ワ　　　ブ キ K 十

ハ　　ナ　　ミ　　ョ　ウ ガ K 1　・2

マ　　ン　　リ　　ョ ウ K 十

ナガパジヤノ　ヒ ゲ K 十

コ　　　ク　　　ラ ン K 十
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　タイミンタチバナ

　ナガサキシタ
　アマクサシタ
その他の種
　サルトリイバラ
　モリ　イバラ
　ハ　リ　ギ　リ
　キダチニンドウ
　ォオムラサキシキフ
　　ミツバアケビ
　フモ　トシダ
　イタヒカスラ
　ナキ　リ1ス グ

　コチヂミザサ
　オオバヌスビトハギ

　ヒ　ゴ　ク　サ
　スミレの一種
　ホ　フ　シ　ノ　ブ
　ビロードイチゴ
　　　ぐ　　　　　　　　　　　　ヂ　’マルハベニシタ
　ヤマイタチシダ
　セントウソウ
　ネ　ム　ノ　キ
　ゼ　ン　マ　イ
　ハリガネワラビ
　オクーマワラビ

K
K
K

S

S

s

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

÷

十

÷

十

十

十

十

十

十・2
十

十

十

十

調査地　：　広川ダム

調査者　　＝　宮脇，望月，藤原，箕輪
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Tab　4，9，　リユウキユウチク群落

調 査　　番　　号 1　　　　2　　　　3 4

調 査　年　月　日 ！　7　6　　　　！　7　6　　　　／　7　6 ！76

1雛6　1η6　1勿6 11ン24．

海 抜　　高　　度（鋭） 30　　　28　　　30 60
方 位 渓W　　　NW　　　聾W W
傾 斜（・） 7　　　　15　　　　20 25

調 査　　面　　積（㎡）・ 4＞（8　　　　10×5　　　　10＞く10 10＞く夏0

低　木層　の　高さ　（獅） 3　・5　　　3　　　　4 3

低　木　層　植　被率　（％） 95　　　90　　　95 85
草本 層　の　高さ（初） α5　　　0．8　　　0．5 03
草本 層植被率（％） 3　　　　5　　　　5 2（）

出 現　　種　　数 16　　　20　　　24 19

群 落　区　分　種
リ　ユウキ　ユウ・チ　ク s 5　　。　5　　　　5　　・　5　　　　5　　●　5 4　。4

ヤブツパキクラスの種
、’s　　ス　　　ミ　　モ　　チ s 一ト　　　　　1　●　2　　　1　●　1 十

ピ　　　サ　　　カ　　　キ S ÷。2　1・2　　十 1・1
ハ　　　マ　　　　ビ　　　ワ s 十　　　　÷　　　1・1 十

ヤ　ブ　ニ　　ツ　ケ　イ s 十　　　　・　　　十 十

タ　　　ブ　　　ノ　　　キ S 十　　　　・　　　十 1　・1

ヤ　　ブ　　ツ　　パ　　キ SK ・　　　十　　　± 十
一

ヤ　　ブ　　コ　　ウ　　ジ K ・　　　十　　十・2 2　・2

ツ　　　ワ　　　ブ　　　キ K ÷　　　十・2　　　・ 十

ヤ　　　　　ツ　　　　デ s 1・2　　十　　　　十 ●

K 十　　　　・　　　　・ ●

ビ　　ナ　　ン　　カ　　ズ　ラ S 十　　　　・　　　十 ●

K ・　　　十　　　　十 ■

シ　　ヤ　　リ　膨ン　パ　イ S ・　　　十　　　　・ 2　・2

その地の種
イ　　　ヌ　　　ビ　　　ワ s 十　　　　十　　　1・2 ●

ホ　　　　　シ　　　　　ダ K ÷・2　　十　　　　十 o

カ　　　ニ　　　ク　　　サ SK一 十

オオムラサキシキブ SK一 十　　　　・　　　±： ●

タイワンコモチシダ K 一ト　　　十　　　　・ ●

バ　　ク　　サ　　ン　　ボ　ク s ・　　　十　　　　十 ●

サ　　ノレ　　ト　　リ　　イ　バ　　ラ SK：一 ・　　　十　　　± ●

出現1圓の種　　調査番号1：ツルソバK一÷，ソボクサK一÷，　2：クズS一十，トベラS一十，ナワ
シログミS一一÷，ホウロクイチゴK一十，アキノタムラソウK一十，　3；フウトウカズラS一十診マンジ翼ウS
一十，モクタチバナS一十，ナツフジS一十，マサキS一十，ツルウメモドキS一十，ヨゴレイタチシダK：一÷，

ハナミョウガK－1・29キイレツチトリモチKl一÷，　4：ヤマツツジS一÷，ハマヒサカキS一÷，テイカカ

ズラS－1・2，ヤブカンゾウK一十，フユイチゴK一十，ミツバアケビKl一十，コシダK一十，ススキK一十，

調査地：　1～3；土甑島　ながめの浜　　4；下甑島　浜憩

調査者　　1～3：宮脇，中村，木村　　4：大野，藤原，木村，箕輪
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18　ホウライチク群落

　　鹿児島県北部では，小河川流域や池の周囲に逆立ちするホウライチク林がみられる。主に堤防の護岸用として栽

　培されたり，山地の私有地境界に植栽されている。ホウライチクは株立ちするため静内の構成種はきわめて少ない。

　今曖，湯田時竹野で調査したホウライチク林では出現種はホウライチクただ1種である。一般的にはトコロ，テイ

　多毛ズラ，ヘクソカズラ，アオソヅラフジ，ノブドウ，カラスウリ，フウトウカズラ，カニクサなどのソル植物が

　侵入しやすい。この様な場所でも構成種は10種以内ときわめて少左い。林内地上部にはホウライチクの落葉が堆

　卜し，分解，腐植化が遅いために他の植物の種子の発芽を妨げていることが原因の1つと考えられる。

Tab　50。　ホウライチク群落

調　査　番　号

調　査年　月　日

調　査　面　積（㎡）

低木層の高さ

低木層植被率（％）

出　現　種　数

植　　栽　　種

　　ホ　ゥ　ラ　イ　チ

330
／76

12／20

㎡） 1x10

辮） 5

％） 10G

1

ク S 5・5

調査地　　川内粥湯田町竹野

調査者　　藤原，望月，箕輪

エ9．チガヤーススキ群落

　　我国のヤブツパキクラス域からブナクラス域にかけて二次草原として広ぐ見られるススキ草原は，放棄された耕

　作地や牧草地，伐採跡地などに遷移途中椙として出境する池，採草地として毎年または数年毎に刈取，火入れの管

　理の下に維持されているものなどがある。今回の調査地域に獄（てもそれと跨様な傾向が見られ，植生調査資料に

　基づきススキ，チガヤを群落区分種としたチガヤーススキ群落はチガヤまたはススキを優占種とし．出現種数にっ

　いては立地や人為的干渉の度合によって多少の差が見られるものの大体20種前後で，植生高1挽あまり，植被率

　は多い所でユOG％に近ぐなる多年生草本植物群落である。下位単位としてネコハギ，ミソバソチグリ，メドハギ

　を区分種とするネコハギ下位単位と，サッマノギク，ヒナヒゴタイ，リュウキュウシロスミレなどの南方系の植物

　を区分種の中に含むサツマノギク下位単位とに下位区分された。前者のネコハギ下位単位はチガヤーススキ群落と

　して当調査地域内に最も普通に児られるものである。それに対して後者のサツマノギク下位単位は上甑島の海風の

　影響を痘接受ける丘陵上に見られるもので，種組成的に独立性が強ぐ，今後新たな調査資料収集とともに検討の加

　え．られる必要がある。

　　このような樋生遷移の途中梢として成立するチガヤーススキ群落の段階は，当調査地域の温暖多雨な気象条件を

　反映してきわめて短く，数年の内にアオモジ，ネムノキ，ハゼノキなどの夏緑広葉樹や，ピサカキ，シャシャンボ

　などの常緑広葉樹などによる低木群落に移り変わって行く。
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Tab．Sl　　チガヤーススキ群落

　　‘a．　ネコハギ下位単位

　　　b、　サツマノギク下位単位

a b

調　　査　　番 号 1 2 3 4 5 6　　　　7 8

調　　査　　月 日　C76） 7／31 7／31 7／29 8／1 1㍗25 12／27　12／27 12／27

海　　抜　　高 度（辮） 60 ㎝ 230 687 40 90　　　80 60
方 位 SW s猛 SW 一

s 琵N鶏　　　SE s泡

傾 斜（。） 5 45 30 一
5 10　　　15 25

調　　査　　面 積（用×隅） 4×7 1×5 2×8 5×4 10XLO 4×5　　4×5 5×5

草本層　の　高 さ　励） 1．0 α3 1．0 1．0 1．G 0．5　　　0．8 0．8

草本層　植 被率（％） 98 80 95 80 98 80　　　90 70

出　　現　　種 数 36 23 24 13 24 18　　　23 24

群落区分種
ス　　　　　　　ス キ 4・3 1　。2 1　・2 3　。3 5　・4 3。3　　2◎2 3・3
チ　　　　　　ガ ヤ o 3・3 5　・4 4　・4 3・3 1・2　　2　。2 2・2

下位単位区分種 1一『一｝一『一一一一 一｝一 u
ネ　　　コ　　ハ ギ 1　十 2　。2 十・2 十・2 i　　● ●　　　　　　　　　　　　　　o ●

ミ　ツ　パ　ッ　チ　グ リ 1　。2 十 ●

i　’
o　　　　　　　　　　　　　　o ●

メ　　　ド　　　ハ ギ 1　十 ● ● ÷・2 i　　・ ●　　　　　　　　　　　　　　　・ ■

下位単位区分種 一　　　＿　＿　　＿　　＿　＿　一　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一一　　一　　一　　一　　　　　一　　一　　｝　　一　　一　　『　　一

E

一　　　　　

サ　　ツ　マ　　ノ　ギ ク 9 ● ● 2　。2 2・2　　1　。2 　とQ●2　1
オ　　ガ　　ル　　カ ヤ o ● ● ● 2・3　　2・2 1　・2　1

コ　　　　　　シ ÷・2 ■ o ● 1　十 2　・2　　3　。3 2　・2　1

ヤ　　　マ　　　ハ ギ ● ● ● ● 1　昌
2　・　2　　　1　・　2　　　1　　　　　　1

・2

@｝ワ　　　　　　ラ ビ ● ● ● ・ 1　・ 1　・2　　1　。3　　　　　12　・3

アキ　ノ　キ・ジ　ンソ ウ ■ o ● ●
1　　． 1　。2　　1・3　　1 。2　1

ピ　　　サ　　　カ キ o 8 9 σ
i　o 1　・ユ　　1　・3　　1 ・1　；

　ヒ　ナ　　ヒ　　ゴ　　タ

@リ　ユウキユウシロスミレ

X　スキ　ク　ラ　スの種

イ oo 1　0
c　●

v

　　1・2　　十
@　十　　十・2
Q　　　　＿　　　｝　　　＿　　　　＿　　　　＿　　　＿　　　　　　　　一　　　　皿　　　　　一　　　　　一　　　皿　　　　一　　　　｛　　一

　　【÷・2

@　i¥　　1

ト　　ダ　　　シ ノく 1　・2 9 ÷ ● ● 2。3　　1　・2 2　。3

キ　　ン　　ミ　ズ　　ヒ キ 十 ● ● 十・2 ● ■　　　　　　　　　　　　　　　o ●

ツ　　　ボ　　　ク サ ■ 十・2 ● ● 十・2 ●　　　　　　　　　　　　　　　o o

ノ　　　ア　　　ザ ミ ● o 十 o ● ・　　　十 ○

メ　　ガ　　ル　　カ ヤ ● ● ● 1　・2 ■ o　　　　　　　　　　　　　　　・ 十・2

ヒメ　ア　ブ　ラ　スス キ ● ● ● ● o ・　　十。2 1　・2

その他の種
ア　　　．リ　　ノ、　　ノ　　　イ　　ノく ラ 2　・1 ● 十 ● o 1　・2　　1　・2 十

サ　　ノレ　　ト　　リ　　イ　　ノく ラ 十 ● o ● ● 1　。2　　1　・2 十・2

ネ　　　ム　　　ノ キ o ● ÷ 9 ÷ 十　　　十 o

ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ ラ 十 ÷・2 o ÷ ● ．　　　　　　　　　　　　　　　o ●

ツ　　　ワ　　　ブ キ 十 ・○ ● ● 十 ●　　　　　　　　　　　　　　　・ 十

ホ　　　　　　シ ダ 十・2 十。2 ■ ● 十 ●　　　　　　　　　　　　　　　o o

カ　　　タ　　　パ ミ ● 十・2 十 ◎ 十 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　o ●

ヨ　　　　　　　モ ギ ● 十・2 1　。2 ● 牽・2 ◎　　　　　　　　　　　　　　　● ○

オオア　レチノ　ギ ク 十 ● 1　。2 十 十 ●　　　　　　　　　　　　　　　● o

ヒ　　メ　　ジ　　ョ　　オ ン 十 o 十 ● ● o　　　　　　　　　　　　　　　・ ●

ノ　　　ブ　　　ド ウ ÷ ● ● 十 ・ ●　　　　　　　　　　　　　　　o ●
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ツルウメモドキ
ス　イ　カ　ズ　ラ

ナワ　シ　P　イチ　ゴ

コ　　フ　　ナ　　ク　　サ

ハ　ク　サ　 ン　ボ　ク

スズメガヤの一種

●

●

●

●

o

1・2

1・2
十・2

十・2

　●

●

o

●

●

●

o

十

〇

o

十

●

●

　●

　十

十・2

　●

●

●

o

●

o

●

●

●

o

●

o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

十　　　・　　　十

・　　2・2　十・2

1回出現の種　 1：アキノタムラソウ1・2，ヒヨドリバナ1・2。シラヤマギク1・1，ツルコウゾ十・2，
タチシノブ十，ヤクシソウ十，フユイチゴ十，オトコエシ十Ωシロヨメナ十，ササクサ÷，サンショウ十，クマヤナギ

十，ミソハギ十，ベニパナボロギク十，クサイチゴ十，ツリガネニンジン十，ガンクビソウ十，オカトラノオ→一，ヤマ

ノイモ十，オミナエシ十，オトギリソウ十。2，　2εヒメヤブラン2・2，ネザサ1・2，ネジバナ1・2，ウマノ

アシガタ1・1，アザミ属の一種1・1，カニクサ十・2，ナツフジ十・2，センニンソウ十・2，キソネノマゴ十，コカ

モメヅル属の一種十ノ　3暮コマツナギ2。2，スギナ1・2，ワレモコウ十・2，ゲンノショウコ十，ツボスミレ十，

ノチドメ十，ツユクサ十gウツボグサ十，スズメノヒエ十，ケナシヒメムカシヨモギ七ナツグミ十，ツルマメ十，

4εヤハズソウ1。2，アオツヅラフジ十・2，　5εクズ1・2，ソルソバ十・2，ハマヒサカキ÷。2，ボタンボ

ウフウ十。2勲イヌビワ1・1，テイカカズラ十。2，アカメガシワ十，スイバ十，ジシ’パリ十，ウラジロ十ウ

6婁ヒメハギ十，チチコグサ十，　7雲オトコヨモギ1・2，キキョウラン十・2，ウシクサ十・2ジコパノタツナミ

ソウ十pダンギク十，　8：タブ十，ビP一ドカジイチゴ十，ノガリヤス十，ヒメクズ十，アレノノギク十，

調査地　　1　川内布中郷　　2：宮之城町　　3：大口市　　4　矢筈岳　　5：下甑島　6～8：上甑島

調査者 1：鈴木，山田　2，3：奥田，中村

大山

4，5：宮脇・望月P箕輪，！1、川　　6，7，8　奥田，佐々木，
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20．コマツナギーシ・麟落

　　花尚岩母材の斜面に造成された林道に沿ってシバ，ギョウギシバを優占種とする植分が見られた。この植分はシ

　バ，ギョウギシバ，コマツナギを群落区：分種とするコマツナギーシバ群：落にまとめられた。コマッナギーシバ群落

　の出現種数は7～12種と少なぐ，植生高も15伽ときわめて低いが，植被率は80～95％と高ぐ，林道造成に

　ょりもたらされた崩壊斜面に帯状もしくはパッチ状に生育している。

　　我が国のこ二次：草原としてのシバ群落には，放牧地の家畜の踏圧，喫食という条件下に成立するものや，ゴルフ場

　などの一慶植栽された後に一定の管理下に成立するものなどがヤブツバキクラス域からブナクラス域にわたって見

　られるが，放牧や刈取などの管理が中止されることによりススキ群落に置き換えられる。

　　コマツナギーシバ群落も立地の安定にともない，ススキ，チガヤ左どのススキ群落に置き換えられていく。

Tab．52　コマツナギーシバ群落

講　査　番　号 1 2

調　　三査…　　月　　　臼　　（　！76　）
7／3G 7／30

海　抜　高　度（珊　） 630 640

方　　　　　位 KE NE

傾　　　　斜（　o） 10 60

調　査　面　積（規x隅） 2×7 2×6

草本：磨の高さ　（規　） 0ユ5 0．15

草本層植被率（％〉 95 80

出　現　種　数 7 12

群落区分種

シ　　　バ 54 5・5

ギョ　ウギシバ 2・2 22

コ　マ　ツ　ナ　ギ 2・2 十

上級単位の裡

ス　　　ミ　　　レ 十 十

ノ　　チ　　ド　　メ 十2 エr2

ス　　　ス　　　　キ ◆ 1・1

その他の種

コ　オ　ト　ギ　η ÷ 十・2

ヨ　　　モ　　　ギ 十・2 ．

ネ　ズ　ミ　ノ　オ ● 十・2

ス　　ナ　　ゴ　　ケ ． 十・2

ク　マ　4　チ　．ゴ o ÷

・ホ　ト　コ　エ　　ン ．

尋一

ナ　　ツ　　ヅ　　タ 十

調査地齢よび調査者　1，2　川内市萩棘原（鈴木，山田）
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21．ノアサガオ群落

　　下甑島で路傍あるいは耕作地が放棄された立地にノァサガオ群落の生育がみられた。相観的にはつる植物のノア

　サガオ，クズ，ホウロクイチゴが他の植物を被覆して，高い被匿で生育する。　　とくにノアサガオは被度。群

　度　5・5－5・4で優占種となり，他の種群の生育を抑制する。群落内には他にスス、キ，カラムシ，ホシダ，クサイチ

　ゴなど路傍生の種群の生育がみられる。またクズ，ナワシ・イチゴ，ホゥロクィチゴ，センニンソウ，スィヵズ

　ラ，ヘクソカズラ，カニクサなどつる植物の多いのもこの群落の特徴といえる。

　　ノアサガオ群落はノアサガオ，ヨモギ，ソルソバを区分種とし，ヨモギクラスに近い生態を承す。

22．オオマルバノテンニンソウ群落

　　紫尾山山頂付近でアカガシーミヤマシキミ群集からシラキーブナ群集の分布域にかけて登山道沿いにオオマルバ

　ノテンニンソウ群落がみられる。上贋はアカガシ，ブナなどの樹冠が覆い，直射光はあたらないものの林内は明る

　ぐ，帯状にオオマルパノテンエンソウ群落の生育を許容している。植被率は98％と高く，オオマルバノテンニン

　ソウが被度，群度，5・5で生育する。他の種群には九州南部にのみに分布のまれなサソマァォィの他，イヌトゥパ

　ナ，アキノタムラソウ，キンミズヒキ，チゴユリなど適湿な土壌を指標する種群が生じる。オオマルバノテンニン

　ソウ群落の生態はコアカソ群落に類似するが，それ程強い微気象の影響は受けず，むしろオオバコの生育にみられ

　るように登山道による植生へのこ次的な影響が大きいと考えられる。オオマルパノテンニンソウ群落はオオマルバ

　ノテンニンソウ1種で他の群落から識別される。
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Tab．53　　ノァサガォ群落

調 査　　番 号 457 458 533

調 査　　月 日　（ノ76） 12 12 12
25 25 25

海 抜　　高 度　（吻） 20 20 145
：方 位 s S鷺 s罵

傾 斜　（。） 3 5 20
調 査　　面 積　伽x吻 3×5 10×5 10×10

植 生 高　（窺〉 0．荏 0．7 1

植 被 率　（％） 98 95 98

出 現　　種 数 10 1　1 21

群落区分種
ノ ア　　サ　　ガ オ 5　。5 5　・4 4　・4

ヨ モ ギ 1　・2 十 十・2

ツ ル　　　　ソ ノく 1　・2 2　・3 1　。2

その他の種
ク ズ 十・2 2　・2 3　・3

ス ス キ 1　・2 1．2 十

カ ラ　　　ム シ
陰 2　。2 1　・2

ホ シ ダ ● 1　。2 1　・2

ク サ　　イ　　チ コ▼ 魯 十 十

ナ ワ　シ　ロ　イ　チ ＝ゴ
● 十 十・2

カ タ　　　パ ミ 十 8 ●

エダウチチヂミザサ 十・2 ● o

ア シ　　　ボ ソ 2　・3 o o

ム ク ゲ 十 5 o

ビロウ　ドカジイチゴ 1　。2 9 ◎

ア カ　　メ　　ガ　　シ ワ ， 十 ●

ハチジョウススキ
● 十 o

ホ ウ　ロ　ク　イ　チ こゴ 8 ， 3　・3

ノ イ　　　バ ラ 魯 6 2　・3

セ ン　　ニ　　ン　　ソ ウ ● ● 1　・2

ノ、 ス　ノ　バ　カ　ズ ラ o o ÷・2

へ ク　　ソ　　カ　　ズ ラ o ， 十

カ ニ　　　ク サ ● 瞬 十

ス イ　　ヵ　　ズ ラ ● ● ÷・2

ゲ ン　ノ　シ　ョ　ウ コ 9 ● 一ト・2

ツ ワ　　　ブ キ ● 9 十・2

チ ガ ヤ 墜 ● 十

ヒ　メ ア　ブラスス キ o o 十

ヨ メ ナ o o ÷

調査地

調査地

下甑島
457，458：佐々木，中村，小川，533＝宮脇，大山，望月，箕輪
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Tab．54　　オオマルバノテンユンソウ群落

謳　　査　　番　　号 三86 188

調　　査　　月　　臼　（’76） 7 7

30 3．O

海　抜　高　度（翫） 三G3G 945
方　　　　　　　　位 L L

傾　　　　　　　　斜（　。） 一 一

調　　査　　面　　積（η蹉罐） 3×5 5×5
植　　　生　　　・高（規　） 1．2 LO

植　　　被　　　率（％　） 98 98

出　　現　　種　　数 24 26

群落区分種
オオマルパノプンニンソウ 5　・5 5　・5

その他の種

　サツマノナイ
　チ　 ゴ　ユ　

リ

　ス　　 ス　　 キ

　　イヌトウバナ
　オ　 オ　 パ　 コ

　キンミズヒキ
　ヤマ ノ　イ　モ

　アキノタムラソウ
　スゲ属の1「種
　　コチデミザサ
　　ヒヨドリノくナ

　！｛ライチゴ
　　コタチツボスミレ

　シユウブンソウ
　キ　 カ．　ン　ピ
　　ヒメジョオン
　キカラスウリ
　　ツノ1キンノ｛イ

　　ダイコンソウ
　　ツノレニ・ガク．．ザ

　　ヒメカ．ンクビソウ

　キ　ジ　ム　シ　ロ

　オ　ト　コ　エ　シ

　セントウソウ
　ナガパモミジイチゴ

　マ　 マ　 コ　ナ
　ノ、リ：カ．ネワラビ』

　　シ　シ　ガ　シ　ラ

　　ツタウルシ
　　ヤマヒヨドリノくナ

　　モ　　　　　　ミ

　　サ　サ　ク　サ
　　ノ　ブ　ド　ウ
　　コガクウツキ
　サノレトリイ！くう

　　ミヤマカタバミ
　サ　サ　ガ　ヤ
　　ヤマジノホトトキス

　　ナツトウダイ
　　ツクシガシワ

十

十

十

十

十。2

十

十

÷

十

十

十

三・2

1・2
÷

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

〇

〇

〇

顧

・

●

o

，

o

●

o

●

●

◎

●

●

縄査池及び調査者：紫尾由（宮脇，望月，藤徐，木村）
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●
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・

●

1。2
十

十・2

十

十

十

十

十。2

十

十

十

十。2

十

十

十

十・2



23．コアカソ群落

　　コアカソ群落は森林植生の林縁にソデ状に発達する群落で，コアカソ1種が優占種となり，均質な相観で分布す

　る。他にみられる樵物では．つる性のクマイチゴ，サルナシ，フユイチゴや比較的多湿な立地に生育域をもつイノ

　デ，ササガヤ　クサアジサイなどが生育している。

　　コアカソ群落は林縁に生育域をもつため，微気象に支配されやすぐ，また森林からの一定した水分供給もコアカ

　ソ群落の立地条件として欠かせないものである。

　　コアカソ群落はカシ林域からブナ林域にかけて分祐がみられ，小河川沿いの他に森林穂生が破壊された後の道路

　沿いなどでも，しばしば森林を保護する役割も兼ねている。コアカソ群落はコアカソ1種を区分種として他の群落

　から識別される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　τab．55　罰アカソ群落

通　し　番 号 1 2

調　査　番 ．号 165 136

調　査　月 日（ ノ76） 7 7

29 28

海　抜　高 度（ 解　） 520 510
方 位 NW W
傾 斜（ Q） 20 3

調　査　面 積（鋭×m＞ 1×6 2x10

低木層の高さ
（

規　〉 1．2 1．2

低木層植被率（ ％　） 98 95

草本層の高さ
（

7η　）
一

0．3

草本ノ蕾植被率（ ％　〉
…

3

出　現　種 数 11 11

群港区分種
コ　　ア　　カ ソ S 5・5 5・4

K ■ 1．2

その他の種
フ　ユ　イ　チ ニブ SK 1・2 十。2

㎝
チ　ヂ　ミ　ザ サ K 十 十

シ　　シ　　ウ ド S 1・1 ●

ヨグソミネバリ S 1・1 響

ス　　　　　ス キ S 1．1 ●

ヘク　ソ　カズラ S ÷ ●

ウ　　　ツ ギ S 十 畢

カナクギ／キ S 十 ●

クサアジサイ S 十 ●

フ キ S 十 屡

ク　マ　イ　チ コΨ S ， 幸

ヤ　マ　ノ　イ モ S ． 十

サ　　ル　　ナ シ 1S ， 十

モミジカラスウリ S 露 1・2

サ　　サ　　ガ ヤ K ． ÷

オ　ト　コ　エ シ K ● 十

ホ　ソ　パ　タ ブ K ， 十

イ　　　ノ デ K 6 十

査地：大日市

調査者　165　鈴木，山田，　136：藤療，望月，

　　　　　　　　　　　　　一119一



24．ノヅドウーツルコウゾ群落

　　紫尾山地の谷ぞいにツルコウゾ，イヌビワ，ノイバラ，ハマクサギ，バクチノキ，ホソバタブなどの木本檀物上

　にボタンヅル，ツルウメモドキ，ノブドウ，カラスウリ，マタタビ，ヘクソカズラ，ヤマノイモ，ノササゲ．トコ

　ロ，スイカズラ，フジ．ウドカズラ，ビナンカズラ，キカラスウリなどツル性植物が一薩に訟澄い植被率90％

　分澄っている植分が調査された。このような植分はクズ群落や，ツルソバ群落と異なり，垣根にからみつくツル植

　物群落と同じ形態を呈している。ヨーロッパではヒロバヒルガオ群団としてのまとまりがあるが・鹿児島県の資料

　だけではなぐ，他のつる性植物群落と比較するとヨーロッパのものと対照されると考えられる。

25　力ニクサーホラシノブ群落

　　農家の石垣，畑や水田の石塁などの入工立地の壁薦上には常緑生の木生ッル植物イタビカズラ，ヒメィタビが密

生している。　綾た同様の群落は・自然立地では海岸の岩崖上や礫状海岸のマント群落として自然植生をみ

ることができる人工立地である石垣地に群落生地をひろげたものとしてとらえることができる。したがって，この

群落は独立した群落として認められ，ナワンロイチゴ，カニクサ，イタビカズラ，ヒメイタビ，ヨモギを区分種と

　してカニクサーホランノブ群落：としてまとめられる。

　　カニクサーホラシノブ群落はススキ，ホラシノブ，カニクサ，ホシダ，イノモトソウ，ヒメウズなどの

多くの章本植物やシダ類を混生し，平均出現種数16種，群落植被率は95％を占めている。群落構成種から判断

　して今のところススキクラスに属する群落として澄きたい。

26　イタチガヤーホラシノブ群落

　　道路脇の法面や，切土面などの切壁面に発達する群落で，イタチガヤ，コシダ，ホラシノブ，ススキ，ホシダな

　ど；が混生：する。

　　群落相観的にはミズスギの優占する群落，あるいはミツデウラボシ，またはコシダの優占する群落などがあり，

それぞれ微細な立地的差異があるが種類組成的にはっきり区別しえない・したがって今のところイタチガヤ，ミ

ズスギ，スズメノヤリ，ミツデウラボシ，コシダ，ヒサカキを区分種としてイタチガヤーホラシノブ群落として一

括して蔑とめて澄ぐ。

　　少なくともミツデウラボシの多くは岩礫質壁面の乾燥地に，ミズスギはローム土壌壁面に生育している。

　　イタチガヤーホラシノブ群落は以下二つの下位群落に区分される。

　D　コモチシダ下位群落
　、

　　ツワブキ，コモチシダ，タチツボスミレで区分され平均出現種数16種と多く，ホシダ，オオアレチノギク，

　　ヤブタビラコ，ナキリスゲなどを混生している。

　の典型下位群落

　　　イタチガヤーホラシノブ群落の典型群落である。
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7δb．56　　’ノブドウーツルコウゾ群落

通 し ・番 号 1 2

調 査 番 号 217 225

調 査 月 Eヨ ！76 ノ76

7 7

31 31

海 抜 高（狙〉 310 330
調 査 面 積（m2） 2×3 5×5

植 生 高（m） 2 3

植 被 率（％） 90 90

出 現 種 数 10 23

群落区ラ｝種

ソ ノレ　　コ ウ ゾ 1．1 2・3

ボ タ　　ン ヅ ノレ 2．3 2．2
ノ ド ウ 2・3 2・2

ソルウ　メモ ドキ 十・2 1・2
！、 マ　ク サ ギ 十。2 十

カラスウリ（キカラスウリ　） ± 1・2

ウ ド　カ ズ ラ 2・2 o

ビ ナ　ン　カ ズ ラ 十・2 o

マ タ タ ビ ● 3．3

へ ク　ソ　カ ズ ラ ● 1．2

　　ト　　　コ　　　ロ

　ス　ィ　カ　ズ　ラ

　ヤ　マ　ノ　イ　モ

　サンカクヅ　ル
　ヤ　　マ　　フ　　ジ

　　ノ　サ　サ　　グ

その他の種

　ホ　ソ　バ　タ　ブ

　パ　ク　チ　ノ　キ

　　ノ　　イ　　パ　　ラ

　イ　　ヌ　　ビ　　ワ

　ク　マ　イ　チ　ゴ

　ク　　　サ　　　ギ

　コ　パ　ン　ノ　キ

　　コ　　ア　　カ　　ソ

　チ　シ　ャ　ノ　キ

　　ヒヨドリバナ
　ニ　　ワ　　ト　コ

●

o

o

o

騎

3・1

2・2

●

o

●

o

Ω

o

9

●

1・2

1・2

十・2

十・2

十・2

十・2

●

　0

2・2

1・2

1・2

1・2

十・2

十・2

十

十

十

調査地及び調査者：217：鶴田ダム（鈴木，大野，原田，山田），225

　（奥：田，中村，大山）

出水市定之段
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講　査　番
調　査月月

謁　　変

T＆b．57　　　石填、のり面植物群落

a：カニクサーホラシノブ群落

b：イタチガヤーホラシノプ群落

　　　　　一一。　　　　　　　　　　　　　　b一一
・号　　 1234567891011121314151617
日　　　i％51％％％％％噛9％％1％51％5％％三％3i％3％％
地

方　　　　位（。）

傾　　　　釦
調　査　繭積（㎡）

草本層の高さ〔凧〉

下　長
甑　島
緬　町
SE　　・

85　　。

弓　　3

10　30

　　95

〃　　　 〃　　　〃　　　 〃　　　〃　　　 〃　　　 〃

S　　N　　S

89　80　85
10　　5　　10

30　30　20
95　40　60

N　　NW　 SE　　N

80　85　80　90
20　　　　20　　　．5　　　　20

15　　　20　　　20　　　40

80　30　95　75

下

甑

酬
70

5

15

50

〃

E

？0

9

40

40

栗　長　宮　紫　下
野　島　城　毘　一
町　町　町　町　塩
。　　。　糞W　NW　 S

89　　　　。　　　　85　　　80　　　80

10　 5　　3　　2　　15

・　20　20　20　20
30　　　70　　　30　　　65　　　30

〃

80

10

20

30

15　　　正7　　　7　　　　8　　　i8　　　17　　　ユ0　　　30　　　15　　　11　　　15　　　7　　　21　　　ユ5　　　9　　　　9

十・2　2・2　 1・2　三・2　　÷　　 十

1・2　　－1一　　　十　　 1聯2　　十・2　　1費2

　　　　　　EI4・43・34’41
　　2。2　3・31
　　　　　　1漏＿±望＿±一

　■　　　　　 o　　　　　 ，　　　　　 毎

　r　　　　　●　　　　　o　　　　　職

　．　　　　　●　　　　　・　　　　　．

　騨　　　　　響　　　　 ・　　　　　毒

　●　　　　・　　　　o　　　　昏

　…　　　　　　　　　　　　　　　 亀

●

・　・　十　 ・　…
■　　　　　 0　　　　　 9　　　　　 9　　　　　 ●　　　　　 ，　　　　　 ●

ミ　ズ　 ス　ギ

イ　タ　チ　ガ　ヤ

スズメノヤリ
ミツデウラボシ’

コ　　　シ　　 ダ

ピ　　サ　　カ　 キ

●　　　　　　幽　　　　　　●　　　　　　・

。　2・3　・　　・

　　o　　　　　　撃　　　　　　　9●

蓼　　　　　　 ●　　　　　　 ゆ　　　　　　 ●

e　　　　　　　6　　　　　　　・　　　　　　　，

願　　　　　　 ●　　　　　　．　　　　　　o

’　3・4　　’

4。4　2。3　 ’

．　　　　　　 ●　　　　　　 8

9　　　　　 0　　　　　 曹

・　　　　　　 ．　　　　　　 ・

。　レ2　’

．

夢

，

●

5・5

十

。

十

十

2・2

0

●

十・2　　2・3　　　P　　3の4　　　。　　2・3　　十

3・3　　一ト　　1・2　　・　　293　 1・2　 1量2

・　十　十　 ・　。　・　・
十　　　 ●　　　3書3　　　。　　　283　　　．　　　　●

1・2　　十　　 ・　　1。2　　十　　3。4　　十

十　1・2　・　・　十・2　十　 ・

●

2。2

十

牽・2

0

0

　ツ　 ワ　ブ　キ
　コ　モ　テ　シ　ダ

　タチツボスミレ
上級単位の種

　ホ　ラ　シ　ノ　フ

　ス　　　ス　　　キ

　ツ　 ボ　 ク　サ

　アキノキリンソウ

瞳俸種
　ヒ　 メ　 ウ　ズ

　ヤブタビラコ
　オオアレ’テノギク

　ホ　　　シ　　 ダ

　アマクサシダ
　カ　 タ　 パ　

ミ

　ヤマイタチシダ
　ィノモトソ　ウ
　ヤ　エ　ム　グ　ラ

　キ　　 ヅ　　タ

　ス　イ　カ　ズ　ラ

　メ’ニタピラコ

　テイカカズラ
　マノレ！く甲マンネ　ソグサ

　コ　 ナ　 ス　 ビ

　ヘクソカズラ
　ノ　ギ　ラ．ン　？

　ホウロクイテゴ
　ヒメムカシヨモギ

　タ　ツナ　ミソウ

　カ　　ラ　 ム　シ

　イ　シ　カ　グ　マ

　ナキ　リ　ス　ゲ

　4　　ヌ　　ビ　ワ

　ゼ　　ン　マ　 イ

　マノレバウツギ
　ソクシンラン
　ジ　シ　バ　リ

●

●

5

・　十
．　　　　　　●

●　　　　　 o

・　　2●2　　陰　　2・2　 1。2　 1・2

遍ト・2　 2・2　 【ト管2　 主・2　 十●2　 2・2

十　 ・　　”　　 。　　・
・　　　　盲　　　鱒　　　・　　1●1　　1．2

，

●

o

0

2。2

・

2・2

●

o

．

十

・

十

●

，

響

。

●

1・2

十・2

．

量

陰

壕一・2

」

，

1・2

●

．

5

2・3

十

■

齢

o

o

じ

，

●

o

o

．

P

，

●

o

e

十

牽・2

・

i・2

唇

十

●

●

■

ま・2

・

．

．

十

・

十・2

●

o

o

o

o
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27　カゼクサーオオバコ群集，オヒシバ群落およびハイコヌカグサーオオバコ群落儲上雑草群落）

　本調査地域の，人や車などの踏圧が持続的に加えられるグランド周辺部や道路上にはオオバコに代表される路上

雑草群落が生育している。これらの路土雑草群落は今回得られた植生調査資料に基づき以下の1群集，2群落にま

　とめられた。

　農道中央部の轍の間に見られたカゼクサを優占種とする植分は，カゼクサを標徴種とするカゼクサーオオバコ群

集（MiyawaM，1964）と同定された。このカゼクサーオオバコ群集は路上雑草群落として本州，四国，九州の

　ヤブツパキクラス域に：普通に見られるものである。

　海岸付近の路上のオヒシバ，メヒシバを優占種とする植分は，シ・ツメクサ，オヒシバを群落区分種としてオヒ

シバ群落にまとめられた。

　河辺のキャンプ場の路上に見られたオオバコ，ハイコヌカグサを優薦種とする植分は，ハィコヌカグサ，コブナ

グサ，アシボソを群落区分種としてハイコヌカグサーオオバコ群落にまとめられた。

　上記の植物群落は，いずれも踏圧とそれに起因する厳しい立地条件を反映して，その植生高は5～20αηと低く，

出現種数も5～10種ときわめて少ない。しかも群落構成種の多くは叢状，ほふぐ状，ロゼソト状などの踏場に抵抗性の

ある生育形を持つ。

　これらの路上雑草群落は，踏圧の停止にともない出現種数の多くは植生高のより高いヨモギ，ハルジ・オン，オオ

アレチノギクなどの種群によって構成される路傍雑草群落に置き換えられていく。

28　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集

　　森林が伐採されて半年から1年程経た立地にベニパナボロギクーダンドボ・ギク群集がみられた。丁半率は70

～95％と高く，陽性の草本植物が繁茂する。群落の成立はきわめて短期間のうちに行なわれる。森林が伐採され

　ると，それまでに生育していた陰性植物が環境の変化に適応できず消滅してしまい，かわって散布能力の高い1－

　2年生のキク科植物が生育域を広げる。これらのキク科植物は種子に付属した冠毛で広範囲に風散布する能力をも

　ち裸地化した窒素分の多い伐採跡にいちはやく侵入する。

　　ベニバナボロギクーダンドボロギク群集はベニバナボロギク，ダンドボ獅ギクを標徴種とし，さらに区分種に畑

　放棄地や路傍に生育するヤクシソウ，オオアレチノギク，ハダカホオズキ，イガホオズキ，ヒメムカシヨモギ，コ

　ナスビ，ツユクサが識別される。ベニバナボロギクーダンドボロギク群集の生育期間は森林伐採後半年から2年目

　のわずか1～2年聞で，進行遷移系列では生長の早い野地性の木本植物群落（アカメガシワーカラスザンショウ群

　落など）にとって替わられる。
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Tab．58

　　a。
　　b．
　　C、，

カゼクサーオオバコ群集’オヒシバ群落’およびハイ議ヌカグサーオオバコ群落

カゼクサーオオパコ群集

オヒシバ群落

ハイロヌカグサーオオバコ群落

ト・ b ・一≒副

調 査 番 号 1 2 3 婆 5

調 査 月 日　（’76） 1恥9 1身・ig 1勿4 Z冶8 η8

海 抜 高 度（彫） 260 260 20 493 493
調 査 面 積（鋭×鴛） 03×10 03＞く8 05×5 1×1 1×15

草 本　履 の　高さ 勧） 0．1　5 0．2 0．05 0．1 0ほ　5

：草本 層 植被率 （％） 95 95 70 85 90

出 現 種 数 5 5 10 8 10

群集標微種
カ ゼ ク サ 5　64 5　・5 o ● 9

群落区分種
オ ヒ シ

ノく
● ● 3．3 ■ ●

シ ロ　　ツ メ　　ク　サ ● ● 十 ● ●

群落区分種
ハ　イ コ　　ヌ カ　グサ ● ● ● 2　・2 4・4
：コ ブ　　ナ グ サ ■ o o 十・2 1　・2

ア シ ボ ソ o 咀 o 1　・2 十

上級単位の種
オ オ ノく

コ 1　。2 1　・2 （＋） 5　・4 3・3
スズメノ　カ　タ　ビラ 十 ÷ 十・2 ● ●

その他の種
メ ヒ シ

ノく P ● 2．2
● 十・2

1團出現の種　1；ウシハコベ÷，コパノタツナミソウ十，　23アキメヒシバ十，アキノエノコログサ十，

3：コハコベ十・2，キンエノコロ十・2，イヌガラシ十，ナズナ十，ウマノアシガタ十，　4；フユイチゴ十，チカ

ラシバ十9ヤブタバコ十Pヘクソカズラ十，　5：トウバナ1・2，ヒメジョオン十・2，アキノノグシ十，キンミ

ズヒキ十，ショウジョウスグ，

調査地および調査者　 1，2言大鹿村長嶋町（鈴木g山田）
4，5：大口市十曾川キャンプ場（藤原。望月，木村）

3；ド甑島手打（奥田。望月，大山）
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T＆b．59　べニバラボロギクーダンドボqギク群集

調　　査　　番 号 203 173 222 236
調　　査　　月 日　（！76） 7 7 7 8

31 29 31 1

海　　抜　　高 度　（辮） 330 260 430 320
：方 位 E SE SE W
傾 斜　（。） 25 15 15 5

調　　査　　面 積　（窺x㎜） 10鴻 10＞qo 10×15 10×三5

植　　　生 高　（俄） 0．8 0．9 1．0 α8

植　　　被 率　（％） 70 80 95 70

出　　現　　種 数 34 40 55 76

群集標徴種診よ び区分種

　‘xニハナボμギク 3　・3 2　・2 4　・4 3　・3

ダ　ン　ド　ボ　ロ　ギ ク o 3　・3 1　・2 3　・喋

ヤ　　ク　　シ　　　ソ ウ ● 十 1　。2 2　。3

オオア　レチノギ ク ● 1　・2 2　・3 2　・3

ハ　ダ　カ　ホ　オ　ズ キ o ÷ ● ÷

イ　ガ　ホ　オ　ズ キ ● ÷ 十 ●

ヒ　メ　ム　カ　シ　ヨ　モ ギ ● ● 十・2 2　・3

コ　　　ナ　　　　ス ビ ● ● 十 十・2

ツ　　　ユ　　　　ク サ ● o 1　・2 十

陽性木本植物
ア　　カ　　メ　　ガ　　シ ワ 1　・1 1　・1 十 1　・2

ヌ　　　　　　　ノレ デ 十 十 十 十

ツ　　ル　　コ　　ウ ゾ 1　・2 十 十 ■

ネ　　　ム　　　ノ キ o 十 十 ÷

ア　　　オ　　　モ ジ ・ 十 十

ク　　　　　サ ギ ●
● 1　・2 2　・2

カ　ラスザンシ　ョ ウ ● ● 十 2　・2

ヤ　ブ ツ　パキ　ク　ラ　ス の種
テ　イ　カ　カ　ズ ラ ● 十・2 十 十・2

ネ　　ズ　　ミ　　モ チ 十 十 ● ÷

ム べ 十 ● 十 ●

ビ　ナ　　ン　カ　　ズ ラ o 十 ● 十

ミヤマノ　コギリシダ ● 十 十 ●

タ　　　ブ　　　ノ キ ● ● 十 十

リ　　　ン　　　ボ ク 十 ● ÷ o

コ　ノく　ノ　カ　ナ　　ワ　ラ ビ ■ o 十 1　・2

随

ヤ　　ブ　　ツ　　パ

ｺ　　　種

キ ● ● 十 十

フ　　ユ　　イ　　チ ゴ 十 1　・2 1　・2 ●

チ　　ヂ　　ミ　　ザ サ 十・2 ● 十・2 十・2

ヤ　　マ　　ノ　　イ モ 十 1　・2 十 ●

ヤ　　ブ　　ム　　ラ　サ キ ● 十 十 十

ヘ　　ク　　ソ　　カ　　ズ ラ 十・2 十 o o

ナ　　　ツ　　　ヅ タ 十。2 ÷ ● ●

サ　　　サ　　　ク サ 十 1・2 ● ◎

ノ　　　サ　　　サ ゲ o 十 十 十

オ　　ニ　　ノ　　グ シ 十・2 o o 十・2

ク　　マ　　ヤ　　ナ ギ 十。2 o ● 十
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　の

●

十

■

●

o

o

　0

1・2
十

　●

1・2
÷

十

　辱

。

●

◎

●

●

　9

1・2
十

十

　■

　o

十

1・2
十

1。2
÷

　十

十・2

　●

●

o

●

o

　●

　十

　十

十・2

　十

十・2

　十

幽現1園の種　　調査番号2031ビローざカジイチゴ1。2，ナガパモミジイチゴ1・2，灘ナラ十，メダケ

1・2，タチツボスミレ十，ノイバラ十9カキノキ十，サンショウ十，ナガパアキノノゲシ1。2，マルパハギ

1・1pアキノキジンソウ十，ヒノキ1・1，　173：アキノノグシ十，エビヅル十，ロボタンヅル1・2，ヒヨド

リジョウゴ十・2，イチイガシ十，ナキリスゲ÷，ナナメノキ十，トキワカモメヅル十，アカネ十ρ　トメクズ十

。2，ヤブコウジ十ウマルパチシヤノキ七　 222＝ピナタイノコヅチ1・2，”アカソ2・2，ヤブミョウガ十・

2，ヨモギ1・2，アシボソ・十。コガクウツギ十・2，ツタウルシ十・2，イノデ十，晶ワトコ十・2，イワガネ

ソウ十，メヒシバ十。シラカシ1・2．キジノオシダ十，ヤブマメ÷，ツルウメモドキ十．キクパドコロ十。サン

カクヅル十。ミズヒキ十・2，フキ十・2，　236P、マクサギ÷，コパンノキ十。シPダモ÷．キブシ十，ミゾシ

ダ1。2。イズセンリョウ十。ホウロクイチゴ1・2，キヅタ十，ホソパタブ十。カンザブPウノキ十．ハナミョ

ウガ十．ヒヨドリジョウゴ十・2。ナガパヤブマオ十・2，オオバヌスビトハギ÷，シロヤマシダ十2．カカツガ

ユ十，タケニグサ÷，ヤマウコギ十．アオキ十，マツカゼソウ十，クズ十．クマイチゴ十，イワヒトデ十，サンショ

ウソウ÷。2。ナガサキシダ十。一モミ十。ススキ十．オナモミ十掌ハッカ十，エノコログサ十．ノブドウ十．コパ

ノボタンヅル十，ナツフジ十．ミヤマトベラ十．ヌスビトハギ十．カラスウリ十。サンゴジ鋳十．アマチャヅル十，

ノチドメ十．サツマイナモリソウ十，エゴマ十gオオカモメヅル十，

調査地

調査地

1。2　大口．市，　　3・4　出水．市

1．：宮脇，望月，木村　　2：藤原，中村，小川 3：原田，山田　4：宮脇，藤原，望月，木村
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29　タマノギターヨメナ群落

　農道や河川の土手などに発いて，踏込み，刈取りなどの人為的干渉が不定期に加わる立地には，ヨモ毛　ヒナタ

　イノコズチなどの広葉の多年生草本植物が生育している。関東地方をはじめ，各地で路傍性の雑草群落について断

　片的ではあるが報告が晃られる　（宮脇他1972，宮脇，＝奥田，井土1975）。

　鹿児島県の各地に澄いてはヨメナの被度が高く，さらに，ツルソバ，クマノギクなどの本州には出現しない種群

　を有している。

　群落は20～30種で構成され路傍性の植物で普遍的な種にはヨモギ，ヒナタイノコズチ，チカラシバ，ノチド

　メ，スイバ，カラムシなどが見られる。これらは好窒素性である点で共通している。

　上級単位はヨモギクラスに含められる。

　　　　　　　　　　　　Tab．60　タマノギターヨメナ群落

通　　し　番　号 1 2

調　査　番　号 548 429
調　査　面　積　（㎡） α3 25
植　　生　　高　（㎝） 2◎ 35
全：　植　被　率　（％） 90 80

出　現　種　数 21 25

群　落区　分種

ヨ　　　　メ　　　ナ 3　・3 3．3

ツ　　ル　　ソ　　バ 1　・2 2・2

ク　マ　ノ　ギ　ク 1　・2 o

上級単位標徴証

ヨ　　　モ　　　ギ 2　・2 十・2

ヒナタイノコズチ 1　・2 十。2

チ　　カ　ラ　シ　バ 十 2・2
ノ　　チ　　　ド　　メ 十 1　・2

ス　　　　イ　　　バ 2　・2 ●

カ　　ラ　　ム　　シ 十・2 ，

キツネノボタン o 2・2

ウマノアシガタ ● 1　・2

ト　　ウ　　パ　　ナ ● 十

ゲンノショ　ウコ ● 1．2

コ　　ナ　　ス　　ビ o 十

ツ　　ボ　　ク　’サ ● 1・2
イ　　ヌ　　タ　　デ ■ 十

二　　　伴　　　種

カ　　タ　　バ　　ミ 2・2 2・2

オ　　　オ　　バ　　コ 1・2 十

ウ　　シ　　ハ　　コ　　ベ 1　・2 十

1回出現種ネズミノオ十，ハコベ1・2，チガヤ1・2，オニタビラコ1・2，ナワシロイチゴ十，

カ』 cKヤ1・2，オオアレチノギク＋・2，　カラスノエンドウ＋，ノアサガオ十・2，　ia　2：キツ

ネノカミソリ2・2，ギシギシ1・1，ムラサキカタバミ1・2，エダウチチヂミザサ1・2，キンエ

ノコロ1・2，オオバノヤエムグラ十・2，　キツネノマゴ十’2，　カモガヤ1・2，ハマスゲ十・2

調査地1下甑（1976，12．25）奥田，河野　　2

大山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一128一
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30．ヒメムカシヨモギーオオァレチンギク群落（耕作放棄畑地雑草群落）

　　耕作放棄後1～2年経た畑地には，オオアレチノギク，ヒメムカシヨモギ，ケナシヒメムカシヨモギなど1年生

　ないしは越庫生のムカシヨモギ属の優占する雑草群落が見られる。これらの植物の多くは明治時代以降に渡来した

帰化雑草で，荒地や路傍，耕作放棄畑に生鳶している。しかし，人為的な千渉が停止すると喚～5年で多年生植物

　に診され，姿を消してし蓬う。

　　これらムカシヨモギ属が優占する1～2年昌の耕作放棄畑地雑草群落をヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群

落にまとめられた。

　植生調査資料は，大口市，下甑島手打の2ケ所で得られたものである。ヒメムカシヨモギ，オオァレ・チノギクの

他に，イヌタデ，ッコークサ，ツルソバ，、コミカンソウ等耕作畑地雑草などの富栄養地を嬉むシ・ザクラスの種群の

生育も見られた。

3哩　コミカンソウーウリクサ群集

　　定期的な丁丁，施肥，除草などの行なわれる耕作地には，作物の生育空間に，季節的または場所的なすみわけを

　しながら存続する1隼生の媒窒素姓草本植物を多く含む雑草群落がみられる。

　　鹿児島県下の畑地雑草にはコミカンソウ，メヒシバ，カタバミ，ウリクサ，イヌタデ，コゴメガヤツリ等の出現

頻度が高い。群落学的にはコミカンソウーウリクサ群集（窟脇1969）と呼ばれ，本州の畑地雑葦群落であるカラ

　スビシャクーニシキソウ群集と気候的に対応している。

　　今回得られた調査資糟は，栗野町，大口市，伊佐郡のクワ畑，サツマイモ畑，ラッカセイ畑で，平均出現種数は

　21種であった。

32　シ鯖ツメクサーカモガや群落（外来牧草播種地）

　　山間部の三斜爾にはススキや外来牧草を主体とした採草地，放牧地が見られる。これらの牧野ではシロツメクサ，

アカツメクサなどのマメ科牧草と，カモガヤ，コヌカグサ，オニウシノケグサなどのイネ科牧草とが数種混播され，

年2～3圓の刈取と施肥，一部休閑放牧などの管理が行なわれている。このような管理下に生育する草本群落は上

記の外来牧草を区分種とするシ・ツメクサーカモガや群落にまとめられた。シ・ッメクサーカモガや群落の構成種

である外来牧草はいずれも北方型牧草で，夏季の暑熱による生育滅退が顕著である。そのため粗放な管理下では播

種丁数奪の内にススキ，チガヤなどのススキ群落構成種の多年生草本植物が侵入し，管理の中止にともない，やが

　てススキ群落に置き換えられていくQ
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Tab．61　ヒメムカシヨモギーオオアレチノギク群落

調 査　　番 号 1 2

調 査　年　月 日 76 76
7 12
29 24

調 査　　面 積（窺×俄） 5×5 2×5

方位および傾斜（o） L L

海 抜 高（辮） 270 80
植 生 高．（解） 1．5 0．1

植 被 率（％） 80 90

出 現　　種 数 12 25

群落馬弓種澄よび区分種
ヒ メ　ム　カ　シ　ヨ　モ ギ 1　・2 十・2

オオア　レチ　ノ　ギ ク 5　・4 2　・2

ヨ モ ギ 2．2 3　・3

ヨ メ ナ 十・2 1　。2

ケナシヒメムカシヨモギ 十・2 巳

シ　ロ　ザ　ク ラスの種
T

ミ ミ　　ナ　　グ サ 十 ●

ソ ユ　　　　ク サ 十・2 ●

イ ヌ　　　　タ デ 十 o

オ 論　　タ　　ビ　　ラ コ 塁 十

キ ツ　ネ　ノ　マ ニゴ o 十

ツ ル　　　　ソ
ノく

■ 1　。2

カ タ　　　ノく ミ
■ 2　・2

コ ミ　　カ　　ン　　ソ ウ ● 1　・2

その他の 種
チ ガ ヤ ÷ 3　・3

ゲ　ン ノ　シ　ョ　ウ コ 十 1　・2

ノ チ　　　ド メ 十・2 o

／ ブ　　　ド ウ （＋） ■

ス ス キ ● 十・2

スズメ　ノ　エン　ド ウ ● 十

チ カ　　ラ　　シ パ ■ 十。2

ツ ボ　　　　ク サ o 1　・2

ベニパナボロギ ク o 十　　ヒ

！、 響マ　　　　ス ゲ ● 手

織 オ　　　パ コ 十

ト ウ　　　パ ナ o 十

ヌ カ　　　キ ビ ■ 1　・2

テ イ　カ　カ　ズ ラ ● 十

キ ン　　エ・　ノ　　コ 口 9 十

ホ シ ダ o 1　・2

サ ツ　　マ　　イ モ o 十

テリハヘクソカズラ ， 十

調査地　　：　1．大口市　　　　2．下甑島手打

調査者　　：　1．望月，木村　　2．奥田・箕輪大山
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Tab。62　　コミカンソウーウリクサ群集

調　査　番．．号

調査年月　日

海 抜 高（規）

草本第1層の高さ⇔η）

葦本第1麟植被率（％）
：華本第2層の高さ（規）

草本第2糟植被率（％）

調　 査　 面　 積（搬X現）

出　現　種　数

　1

　76
　7

　28
240
1，0

40
　0．4

　70
20×20

2

●

●

●

212

0．5

go
10×10

　3

　76
　7

　29
280
L2
60
　0．3

　30

2×5

真

76
7

3三

0．3

（α05）

30
α5＞

7×7

　5

　76

　12
　20
270
L2

　30
　0．2

　50

4×6

27　　25　　13　　17　　24

群集標徴種
　　”　ミ　カ　ン　ソウ

　　ウ　　リ　　ク　　サ

シρザクラスの種
　　メ　　 ヒ　　 シ　　ノく

　　イ　　ヌ　　タ　　テ．

　　カ　　タ　　パ　　ミ

　　コ　ゴ　メ　ガ　ヤ　ツ　リ

　　キ　ツ　ネ　ノ　マゴ

　　コ　ニ　シ　キ　ソウ
　　」．L・　　ノ　　　キ　　　グ　　　サ

　　ク　　ワ　　ク　　サ

　　カ　ヤ　ツ　リ　グサ

ツ　　 ユ

イ　　ヌ

ス　 ベ　　リ

ザ　 ク　 ロ

ミ　　ミ　ナ

ホナガイ
オ　　 ヒ

　　！、

随　伴

　　ヨ

　　ス

　　ヒ

・種

コ

モ

ギ

ク　　サ

ビ　　ユ

ヒ　　ごよ．

ソ　 ウ

グ　サ

ヌ　ビユ

シ　　 バ

べ

　メ　ジ　ョ　オ

ヒメムカシヨモギ

オオ』アレチノギク

　　ノ
栽　培

　　ク

　　サ

　　ソ

　　ラ

ギ

ナ

ン

こ　ノ　フ　ス　マ

雄　物

　　　　　ワ
ソ　マ　イ　モ

　　　　　ノく

ツ　カ　セ　イ

1。2　ユ●2　　●　　ユ●2　1●2

芝。2　　十　　十・2　　・　　　・

3・3

2・3
　十

　十

　一｛一

十・2

1。2

2・3

1。2

1・2
十

　〇

■

，

o

●

1・2

1・2

1・2
十

十

　●

3・3
÷

十

÷

十

　●

十

　●

●

1・2
　●

十

十

十

　・

●

2・2
　十

　〇

十・2

　●

十・2

　・

　●

十・2

　●

十

十

十

〇

一．

p一

．十

十

十

・

●

m　　・

2。2
・

●

2。3
十・2
一←

十

工・2

十

　．

●

1・2

　0

1・1
o

o

o

■

●

9

督

●

o

十

十

十

1・2　1・2　 十　　3●3

2・2　　・　　　・
●

・

●

●

o

●

・

●

●

十

3。4　　・　　484　　●

　・　　　・　　　。　　3・2

・　　2・2　　。

。　　3・3　　。

，

o

1・2
一←

十

十・2

2。2
●

o

・

出現1践の種　 1：ウシハコベ2。2．カラスウリ十ゼトウパナ1・2，ベニパナボロギク十。ミツバ十．
エノコ9グサ十・2，チャガヤッリ十、ヤブマメ十．　2ニヨメナ．一←・2，シ’ロザ十・2，オニノグ．シ十，ヘビイチゴ

十．コヒ．、ルガオ十，カラスビシャク十．　3ご入ズメノヒエ1・2。ススキ率。ハソカ十・2，　4ニニシギソウ÷冒2，

ノグ’シ十，ハマスゲ十，シソ十．　5：オオジシバリ22、ヌカキビ1・2．コゴメカゼクサ12，ナズナ1・2，

オオバコ÷，オニタビラコ1・2．キツネアザミ÷。　メナモミ÷，ハハコグサ十，スズメノカタビラ十，キソエノコロ牽・

調査地　　1：栗野町・上掛，2，3，4：大1：＝1市，5：伊佐書1い永池

講査者　1，3：宮脇望白木林2：奥a：｝，中柚大LLi，4：大野，鈴木三田・由E日・5：奥田・中村・・」・jll
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7ab。63　　シqツメクサーカモガや群落（外来牧草播種地）

調　　査　　番 号 1 2 3 4 5

調　　査　　月 日　（176） 25 27 25 25 21

海　　抜　　高 度（挽） 450 730 450 450 530
方 位 S 一

s s SE
傾 斜（o） 7

『
7 5 10

調　　査　　面 積（彫x辮） 10×10 10×10 10×10 10×10 10×20

草本層　の 高さ　（魏） α3 0．25 1．0 0．8 α7

草本層　植 被率（％） 95 90 90 9　0 9　5

出　　現　　種 数 1　1 11 13 1　5 23

播種された外来牧草
シ　　ρ　　ツ　　メ　　ク サ 2　。3 3　・3 2　・3 2　。3 1　・2

コ　　ヌ　　カ　　グ サ 1　・2 1・2 1　・2 1　・2 4　・4

カ　　　モ　　　ガ ヤ 4　・4 2　・3 1　・2 ● 2　・2

オニウシノ　ケグ サ ÷ 1　・2 1　・2 十・2

ホ　　　　ソ　　　ム ギ ◎ 3　・4 ● o 2　・2

イ　ネ科の　一 種 1　・2 o ● o o

ア　カ　ツ　メ　グ サ ● 十。2 o ● ■

ナ　　ガ　　バ　　グ サ ■ ● D o 十・2

その他の種
オオア　レチノ　ギ ク ÷ 十 十・2 十・2 十

ヒ　　メ　　ジ　　ョ　　オ ン 十 ÷・2 1　・2 2　・3 o

ス　　　　　　　ス キ 1　・2 ● 5　・4 十 3　・3

チ　　　　　　ガ ヤ 十 ● 1・2 5．4 ●

ネ　　　ジ　　　パ ナ 十・2 ● 十・2 ● o

セイヨウノコギリソウ ● ● 十。2 1　・2 o

タ　　ケ　　昌　　グ サ ● o ÷ ÷ ●

オ　　　オ　　　バ コ ● 1　・2 ● 9 十

1回出現の種　 11カモジグサ十，　2：スズメノヒエ3・49エゾノギシギシ2・3。　3；ヒメヨモギ
十・2，ヒキオコシ十。　4：ナワシロイチゴ1・2。ヨモギ1・2，ナリハノイバラ十，コチヂミザサ十．ヘクソ

カズラ十，オトコヨモギ十，　5：ウシハコベ÷・2，ナガパノモミジイチゴ十・2，ヒメスイパ十・2，タチツボ

スミレ十，スイカズラ十。ピサカキ十，パライチゴ十。シャシャンボ十．アオモジ十．アキメヒシバ十，アラカシ十。

ニガナ十。ハコベ十・2。ヌカキビ十ρオランダミミナグサ十。

調査地慶よび調査者　　1．3．41牧園町牧園牧場（宮脇、望月。木村）

木村）　　5婁陶久根市紫尾山スカイライン牧場（宮脇，望月。藤原）

2：栗野町（宮脇，藤原，望月，
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33　ハイキビ群落

　　づイキビ群落は，主として，休耕永田に生育するが　その分布は，九州南部以南の暖地に限られている。現在ま

で，沖縄群昆，奄美群島をはじめ九州南部の各地でも報皆されている。今回県北部での調査では，ほとんど出現し

　ないが，気温の高い甑島に蔚いて記録された。

　　ハイキビ群落は一般にハイキビが優占し，水田一面に，カーペット状に繁茂する。共存種は，チゴザサの常在度

が高い他は比較的少ない。甑農では耕作放棄数年をへた水田跡地でツルソバ，テリハノイバラ，サワス療ノヒエなどが出現す

る。ハイキビ群落はしはらくこの状態がつづくが，乾二化が進むに従ってチガヤの侵入が見られる。

　鹿児島三内ではかって水稲の滅収政策のため休耕されていた水田も再び耕作が再開されるようになり，放棄水田

　が減少してきている。　　　7ab．64　ハイキビ群落
412 506

調 査　番　号 1 2

調 査　面　積（㎡） 40 10

植 生　　　高（常） 0・5 （＞8

全 植　被　率（％） 95 100

出 現　種　数 7 8

群 落区分種
ハ　　イ　　キ ビ 5・5 5・5

随 伴　　　種

ツ　　ル　　　ソ ノく 14 十・2

テリハノイバラ 十 十，2

ヘク　ソ　カ　ズ ラ 十 ●

ベニバナボロギク 十 奪

エ　　　ビ　　ズ ル 十 膠

ハ　マ　ヒ　ル　ガ　オ ÷ 「

サワ．スズメノヒエ 響 2．2

チ　　　　ガ ヤ ● 1・2

シロバナサクラタデ ● 1．2

ニ　　　　ガ ナ 屡 十

サ　ン　　カ　ク イ
「 十

調査地1二下甑（1976．12．24）　大野，箕輪，木村，　2：上甑（1976．12．26）奥田，

佐々木，大山，箕輪

34　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　水田に生ずる雑草群落の中で，イネの栽培が停止される秋から春にかけて，排水によって乾燥化した肥沃な水田

土壌上には1年生（越年生）草本群落が独得な相観を示す。主として，スズメノテッポウ，ノミノフスマ，タネツ

ケバナ，コオニタビラコが播種されたゲングとともにカーペット状の葦原を形成する。このような雑葦群落は，

関東地方の植分で，ノミノフスマーケキツネノボタン群集としてまとめられている。

　　鹿児島県の昏地に見られる，巻季雑草群落も，関東平野のものと同様に，ノミノフスマ，コオニタビラコを標徴

種として向群集にまとめられる。ただし，ここではケキツネノボタンを欠いている。

　　鹿児島県は本州の他の地方と比較し，温暖であるために，植生の発達が早い。下甑島での観察では12月末には

すでに，植生高は20αηに達し，多くの構成種は開花していた。

　　生育地は常に湿性であるが，やや乾性な場所でスズメノカタビラ，オオアレチノギクなどが出現する。

　群集の所属はスズメノテッポウ群団，タウコギクラスである。
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Tab．65　　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

調 査 番　　一号
1 2 3 4

調 …査 面　　積（㎡） 49 2 20 25

植 生　　　高　（㎝） 5 5 20 10

全 植 被　　率（％） 70 85 90 30

出 現 種　　数
8 17 18 20

群 集 標　徴　種

ノ ミ　　ノ　　．フ　　ス　マ 十 2・2 1・2 2・2

コ オ　ニ　タ　ビ　ラ　コ
， 2・2 1・2 o

亜群集区分種
ス　ズ　メ　ノ　カ　タ　ビ　ラ

■
　　1
B　　　　【

一一一一｝一一一一
@4・4 　iP・2　1

タ　ネ　ツ　ケ　パ　ナ

Iオア　レチノ　ギ　ク

．　　　　I

@　I。　　　1

　1・2

@2。3
鼈鼈鼈鼈黶c一一

1．21

@しP．2　9

上級単位標徴種
　サXスメ　ノ　テ　ッボ　ウ 3・4 5・4 2・2 ■

ヤ ナ　　ギ　　タ　　デ ● o 2・2 ●

キ ツ　ネ　ア　ザ　ミ ● 十 ● 十・2

随 伴 種

ゲ ン　　　　　ゲ 5・5 王・2 十・2 1・2

ノ、 ナ　　イ　パ　　ナ 9 十 十 ヤ2

ノ、 ハ　　誕　　グ　　サ ÷ 十 十 o

ヒ　メ　ム　カ　シヨ　モ　ギ 回 ÷ o 1・2

ノ チ　　　　ド　　　メ 十 十 ■ o

カ　ラ　スノ　エン　ド　ウ ■ 十 十 o

1回出現種　Bミチヤナギ十．ゲンノショウコ十pクサヨシ十曾　2まウシハコベ1・2，カモ

ジグサ1・2，オオイヌノフグリ十，アメリカフウρ十。オランダミミナグサ十，ヨメナ十，ヒメジョオ

ン十。　　3唇コナギ十・2，イネ十・2，ギシギシ十。アゼトウガラシ十．マツパイ十・2，ハルタデ÷

・2，べニパナボロギク十，　4とサトイモ3・3，チチコグサモドキ2・2。　キュウリグサ1・2，

ヨモギ1。29スミレ÷・2．スイバ十・2．ジシバリ十。2，イヌタデ÷，ナズナ十。ヌカボ十，オニ

タビラコ十，コゴメガヤソリ十，

言周　　　　査1　　　地　　二　1指江二（1　9　7　6．　1　2，　1　9　）井＿ヒ，　鈴木，　由田

2言始良郡中福良（1976，12。18）奥田，中村。小川

3，下甑手打（エ976。12，24）奥田。望月，大山

4。下甑　　（1976．12，25）奥田，河野
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35　ウリカワー：ユナギ群集

　水田耕作地に融いては水田管理によるイネとほとんど同質の雑草群落がみられる。ウリカワーコナギ群集は水田

の様な富養で水中または湿性地に成立する1隼生植物よりなる夏期水臼雑草群落である。

　　ウリカワーコナギ群集はウリカワを群集標徴種とし，得られた11地点のアウフナーメでは植生高50～80απ，

出現種数10～18種，被丸心度3・3～5・4のイネと共存し，植被率は50～90％であった。

　水鐙は耕起，施肥，除草，水位調節などの集約的な管理下にあり，2000年もの水田経営の歴史を経て適応し

てきた特異な雑草群落が発達している。水田群落には2つの形があり，イネの生育期間とともに生育する夏季水田

雑草群群落と，秋季に水を落してから翌春耕起される凌での休耕期間に生育する冬季水田雑草群落とである。ウリカ

ワーコナギ群集は夏期水田雑草群落で，その上級単位はタマガヤツリーイヌビエオーダー，イネクラスにまとめら

れ，本州北部の秋田県大館より南九州の鹿児島県下での広い分布がみられる。

Tab．66　　ウリヵワーコナギ群集

調　　査　　番 号 1　　　2 3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8　　　9 10　　11
76　　76 76　　　　76　　　　76　　　　76　　　　76　　　　76　　　　76 76　　76

調　査　年　月 日 7　　　7 7　　　7　　　7　　　7　　　7　　　7　　　7 7　　　8

29　　30 28　　　31　　　31　　　30　　　25　　　29　　　31 30　　2

海　　　抜 獲（彿） 210　240 171　　29G　　　－　　　　155　　　－　　　　210　　　　20 240　　50

調　　査　　面 積（㎡） 10　160 16　　300　　　　－　　　　200　　100　　300　　200 80　100

草本第1層の高さ （㎝） 60　　6G 60　　　　80　　　　60　　　　80　　　　60　　　　50　　　　70 80　　60

草本第1層植被率 （％） 70　　70 70　　　　90　　　　50　　　　80　　　　80　　　　50　　　　70 60　　6G

草本第2層の高さ （㎝） 15　　30 5　　　20　　　15　　　20　　　20　　　10　　　20 50　　20

草本第2層植被率 （％） 60　　60 10　　　　20　　　　20　　　　30　　　　20　　　　60　　　　30 30　　35

出　　現　　種 数 10　　10 11　　　　1　1　　　　1　0　　　　12　　　　12　　　　13　　　　13 15　　18

群集標徴種
ウ　　　リ　　　カ ワ 十・2　3・3 1・2　　　2・3　　　　・　　　　十　　　　　・　　　3・4　　　1・2 2・3　2。2

イネク　ラスの種
コ　　　　　　ナ ギ 十　　3・嘆 1・2　　圭・2　　　1・2　　　1・2　　　2・3　　　十・2　　　1・2 1・2　2・3

マ　　　　ツ　　　パ イ 3畦　　　十 十・2　　十・2　　　1・2　　　－1－e2　　　十・2　　　÷92　　　2・3 十　　2・2

キ　　カ　　シ　　グ サ 1・2　2。2 ＋　　＋　　÷・2　　・　＋・2　＋・2　＋・2 2・2　2・2

イ　　　ヌ　　　ビ 工
王・1　　十 十　　　十　　　・　　十　　　。　　十　　　十 十」2　1・2

ア　　　ブ　　　ノ メ
1・2　　3・3 …　　　　　　　　　　　　　　2・3　　　1。2　　　十　　　　十 十・2　1・2

タ　　マ　　ガ　　ヤ　　ソ リ 十　　十・2 ・　　十　　1・2　　十　　十　　十　　・ ÷　　十・2

ス　　　　　ブ タ
■　　　　　　　　　　　o o　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　9 2・3　　・

随　　伴　　種
イ ネ 4・4　4・4 4・4　　　5・4　　　4・4　　　5・4　　　4。4　　　3・3　　　4・4 4・4　4・4

ア　　　　　ゼ ナ 1・2　　・ 十　　　・　　十　　　十　　　・　　十　　　十 十　　　十

ミ　　ゾ　　ハ　　コ べ
・　　十・2 ・　十・2　　・　　1・2　十・2　十・2　　十 十　　圭・2

ア　オ　　ウ　キ　　ク サ
■　　　　　　　　　　　　　o 。　　　　十　　　　　”　　　　十・2　　　　・　　　　1・2 十　　rト2

ニーツ　ポ　ンイ　ヌ　ノ　ヒ　ゲ ・　　　十 。　　　　一1一　　　　　・　　　　十・2　　　　・　　　十G2　　　　・ 十　　1・2

セ り
響　　　　　　　　　　0 十　　　。　　　・　　　・　　十　　　十　　　十 ●　　　　　　　　　　　　　墨

ヒ　　　ノレ　　　ム　　　シ 口
0　　　　　　　　　　　・ 1・2　　…　　　　　　　　　霧　　●　　。 1。2　　十

ア　　ゼ　　ム　　シ 口
o　　　　　　　　　　　● ・　　・　十・2　　十　　十　　　・　　∂ ，　　　　　　　　　　　，

イ　　ボ　　　ク サ
o　　　　　　　　　　　・ …　　　　　　　　　十　　　・　　　・　　÷ ・　　十・2

ホ　　　タ　　　ル イ ■　　　　　　　　　　　8 十　　　・　　　…　　　　　　　　　　十　　　・ ●　　　　　　　　　　　齢

ウ　　　キ　　　ク サ
●　　　　　　　　　　　●

o　　　　　．　　　　　曝　　　　　。　　　　　・　　　　　。　　　　2・3 ・　　1。2

ア　ゼ　ト　ウ　ガ　ラ シ
0　　　　　　　　　　　9 ・　　　・　　　十　　　・　　　’　　　8　　　● ・　十・2

1日出．現　　 1：トキンソウ十，　3苫ミズガヤツリ十、　4じスズメノトウガラシ十，　5とキクモ1・29
ホシクサエ・2。　7：ケキツネノボタン十。ヘラオモダカ十。　10ごハナビガヤツリ十　ミズマツバ十・2．

調　査　地　　　B大口市白木（奥闘、中村、大山）．　2，6，10二宮之城町温品（宮脇，望月．木村），

3．栗野町（奥田，中村，大山）、　4．出水梅定ノ段（宮脇，望月，木村），　5。宮之城湯田温泉（奥田，中

村）．　7，横川町土深川（宮脇、望月），　8，大口市平出水（中村，大山〉．　9、導水窃（窟脇，望月，木叩

11、出水市下．特平（宮脇，大野，木村）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一135一



B，現　存　植　生　図

筆　　鹿　蛋L　島　県　＝1ヒ　東　 音痔

　植生概観にも示されているように本地域は霧臨屋久国立公園地域，大口市山地地域および粟野町付近の丘陵地の

　3つの特徴的な地域に分けられる。

　霧臨屋久国立公園地域

　霧島火山の中腹にあたる霧島温泉郷付近には，きわめてよく発達した自然植生が見られる。海抜600寵内外の

山地斜面にはイスノキーウラジロガシ群集が植生高20窺内外に達し，ウラジロガシ・モミ，ホソバタブなどの巨木

の下にはミヤマシキミ，ハイノキ，ミヤマトベラなど，多数の常緑植物が見られる。海抜800搬から11007π

にかけての斜面部にはアカマツを交えたツガ林（シキミーモミ群集）が発達している。さらに大浪池の外周にはブ

ナ林（シラキーブナ群集）が生育し，このブナ林下の尾根筋の風衝地では低木林のコパノクロズルーコバノミツバ

　ツツジ群落となる。韓国岳山頂付近の不安定な立地にキリシマノガリヤス群落が見られる。また高千穂峰周辺は，

火山が新らしく火山性の砂礫地が広がり先駆植生のミヤマキリシマーヤシャブシ群落が特徴的である。

　霧島火山の裾野付近は林業や観光地としての開発が進み，アカマツ植林，ススキ草原，ゴルフ場などが分布して

いる。また栗野町にかけての緩斜面は茶畑が広がっている。

　大口市北部地域

　大口市の北方，熊本県との県境付近に位置する国見岳，宮ノ尾幾，間根ケ平，黒園山などの山地には比較的発達

した常緑広葉樹林がみられ，霧島火山の由腹部と並んで，県内でも有数の自然林が残存する地域である。常緑樹林

は海抜5GO配蓑ではミミズバイースダジイ群集域やイチイガシ群落であるがその多くはこ次的な萌芽林である。

　500蹴以高の高地はイスノキーウラジロガシ群集域となり，尾根筋にその残存林が見られる。800拠以高の尾

根状地には宮ノ尾山などに見られるようにシキミーモミ群集が点在している。また，菱刈町の一部に，小規模なが

らきわめて自然度の高い湿地がみられ，アキカサスゲ群落が分布している。

　これらの自然植生の残存する地域は大口営林箸管轄内にあり，現在伐採が進んでいる地区も少なくはない。海抜

500俄以下の斜面部の多くはスギーヒノキ植林として利用されている。

　大隅町周辺の沖積低地はウリカワーコナギ群集，コミカソソゥーウリクサ群集，モウソウチク植林，河辺のメダケ

群落などの代償植生域となっている。

　薩摩一栗野地域

　栗野町から薩摩町にかけての丘陵地帯は，一般に尾根筋のアカマツ植林，谷筋のスギーヒノキ植林の配分がもっ

とも卓越している。自然植生のミミズバイースダジイ群集は，社寺林に残存する他は，鳥帽子岳その飽の由地に萌

芽林としてその斜影を残す程度である。椹林地には，伐採後の植林地で，ススキ草原の形態を示す地域が目立って

いる。

　集落の多くは丘陵下端の適下地に立地しているが，周辺にはモウソウチク林が多く，馬渡川ぞいの低地ではと

くにいちじるしい。丘陵部の中層立地は耕作地として，茶畑，果樹園などが目立つ。

2薩摩半島北西部

　薩摩半島北茜部では自然植生はきわめて面積的に狭い。ヤブツバキクラス域では，紫尾山出町や出水山地の尾根

部にイースノキーウラジ・ガシ群集が萌芽林形態を呈しながら樹高20解前後の林分を形成している。山麓部にはイ

チイガシ群落がわずかに点在しているのがみられる。東郷町にジャヤナギ群落及びハンノキ群落がみとめられたの
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は薩摩半島北部ではただ一ケ所であ6た。

　海岸沿いでは米ノ津川河口，福ノ江，荒崎，大崎などにフクド群集　シオクグ群集他の塩沼植生が，西方海岸では

ハマグルマーコウボウムギ群集などの海岸砂丘植生が残されている。

　大口市・出水帯境界部の出代国有林や鶴田ダム付近ではイチイガシ群落がハナガカシをともなってみられる。

　紫尾山山頂部では鹿児島半島北東部の霧島山地についで，わずかながらブナ林がみられる。オオマルパテンニン

ソウーブナ群落で懐とめられる。このブナ林は面積はきわめて狭く，紫尾山山頂付説にかぎられ，イスノキーウラジ

ロガシ群集に接している。

　薩摩半島北藪部はその大部分は耕作，植林，伐採などにより代償植生に冷き代っているといっても過言ではない。

　出水市，高尾野町，野田村，阿久根市，東郷町，宮之城町，平坪町の沖積低地は水田利用が行なわれ，ウリカワ

ーコナギ群集及びスズメノテッポウ群団にまとめられる水鐙雑葦群落やコミカソソウーウリクサ群集でまとめられる

耕作畑雑草群落が広い面積で澄おっている。海岸沿いの道ぞいにはダンチク群落やススキ群落がみられる。矢筈岳

山麓斜面は段々畑に切如麗かれミカン畑に利用されている。ミカン畑やボンタン果樹園は薩摩半島北西部に比較的

広くみられる。

　山地斜面はスギ・ヒノキ植林により広い面積で齢訟われ，海岸の乾燥地はクロマツ植林がみられる。紫毘山地で

は谷ぞいの常緑広葉樹林の二次林はホソバタブ萌芽林が多い。またホテイチク群落が山地斜面の一角をうずめてい・

る。川ぞいにはメダケ群落，ホウライチク群落が帯状に，集落周辺にはモウソウチク林，マダケ林，カンザンチク

林がみられる。

3　長島，瀬戸之黒島

　　鹿児島県の鍾北端に位置する長轟ではほぼ南北に脊陵山地があり，北から行人岳3947π，矢岳401規などの

　300配級の山々が連らなって澄り，しかもこの脊陵Lj」地は東蕩部の東町方颪にかたよっている。この地形的特徴

は脊陵山地の薗北部に位置する長島町と東南部側の東町ではその植生および土地利用形態にも若干の差異が認めら

れるQ

　　自然植生の森林植生常緑広葉樹林は長島全島域できわめて少なく，農家のうら山や神社林としてミミズバイース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　ダジィ群集がごく狭い野積で各地に散在しているものの，他の県域と比較してきわめて少ないといえる。

　　長島の脊陵山地東町部ではミミズバイースダジィ群集の他にムサシアブミ一掃ブ群集の残存早生がわずかながら

　も特徴的に分布して澄り，またしh地斜面ではモザイク状にミミズパイースダジイ群集の二次酌萌芽林が散在してい

　る。しかしその他大半の山地はアカマツとスギの造林地によって占められて樋口，ミカン畑や，畑地，水田等の耕

作地はごく狭い瀞積低地沿いにひろがっているにすぎない。

　　これに対して西北側の長島町では南部に姥較してなだらかな斜面がひろがり，台地形土地をなす場所が多く，こ

れらではミカン畑，サツマイモやソラマメなどの畑作地としてひろく利用され，とくに西鹿部域では畑作地が，函

北部では海岸はサアス式海岸で地形も起伏に富み，ここではみかん燭が多くなっている。残存自然植生はやはりき

わめて少なく，ミミズパイースダジイ群集の残存植分や，海岸部にはマサキートベラ群集が散在するにすぎない。

　山地欄の掲江川上流域では一部にミミズパイースダジイ群集の二次的萌芽林がある他はアカマツあるいは一部スギ

の造林塘がひろがっており，由頂部から中腹にかけてはさらに放牧地として利用され，ススキ草涼となっている。
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4　甑　　島

　　上　甑　島

　　上甑島は中心地の量村をはじめ，江石，中甑瀬上などの部落付近より遠ざかるにしたがって，自然度の低い植生

　から高い植生へと配分している。自然植生として残存しているものには遠目木山付近，橋掛山，江石の一部にわず

　かにミミズバイースダジイ群集が見られ，また入間が利用函難な断崖地のウバメガシートベラ群集の他は，中生立

地はことごとく利用しつくされている。

　　マテバシイの二次林は島の高所の大部分をしめ，これは，バクサンボクーマテバシイ群落として示されている。

　この群落は定期的な伐採で持続する高さ10～15拠内外の森林である。島の東北部はアカマツの植林が目立ち，

三口池南方，里村北方，尾川原隊付近，採石南部などで植林が盛んであるが，その生育はあまり良好ではない。ス

ギ植林は適地が少ないためごく稀にしか見られない。

　二次林の伐採地であるダンドボロギクー・ベニバナボ季刊ク群集やその後の遷移の進んだコシダを含むススキ群落

が島の菓西北部の浦内湾をかこむ陸地に広がっている。

　耕地雑草群落のコミカンソウーウリクサ群集や，水田雑草のウリカワーコナギ群集，牧草地などが各地の集落周

辺の緩傾斜地や低地に分布している。

　水辺蓬生は，須口添のかつての水田跡に，コウキヤガラ群落やヨシ群落が見られる。

　中　甑　島

　中甑は全島の約8割強がコシダーススキ群落で於澄われ，島を繭方から遠望すると，樹木は殆んど見られないほ

どである。この群落は，人為によって，等高線状に開墾され，島の特産であるカノコユリの球根栽培地となってい

る。島の北西の断崖地や，平良部落付近にマテバシイの二次林が残存している。

　下　蝕　島

　下蝕島の一般的な植生配分は原則的に上甑島のそれと変りはないが，自然植生の割合が多く，また，植林地はき

わめて少ないのが特徴的である。最高峰の熟睡には頂上部から、，その礪北面はミミズバイースダジイ群集が広

い面謝にわたって齢り，最も自然度の謡い地域となっている。このような自然林は島の南部の集落背後の尾根部に

も点在している。ムサシアブミータブ群集は谷状地に帯状に生育している。海岸の断崖地はトベラーウバメガン群

集が発達しさらにハマボウフウ群団やコウライシバ群落などが見られる。

　島の島所は大部分が，バクサンボクーマテバシイ群落や，ミミズパイースダジイ群集の二次林で澄診われている。

このうち前者は主として東南方藤の由地の斜面に多い。マテバシイは，萌芽性が強く，伐採によって多数の幹を林

立させ高さ10彫内外に達している。台風による塩風の影響で枝葉の枯死が昌立っている。

　アカマソの植林地は，長浜，瀬々野浦於よび北方の中山部落周辺に集中している。またスギ植林は長浜部落周辺

の谷状地に見られる。

　島の中央部の尾根筋の風衝撞は，二次林伐採のあとの國復が遅く，ススキ草原が広がっている。とくに青潮岳北

方には広い婦道でススキ草原が分痛している。

　人里付近でとくに自立っのはりュウキュウチク群落である。手打や長浜などの集落付近の斜面はかって耕作され

ていた場所が放棄され，その跡地が一面に高さ3～4加に達するリュウキュウチクで覆われている。耕作地には桜

島大根や他の疏菜類が見られ，コミカンソウーウリクサ群集域となっているが放置されてチガヤ群落となっている

ところも多い。水田雑草群落は手打，長浜，片野浦をはじめ，各地の湾奥に発達した集落周辺に小規模に存在する。
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